
医道審議会 薬剤師分科会  
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○ 日 時   平成21年12月16日（水）16：00～18：00  
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1．新薬剤師国家試験について   
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○一資 料  

1．医道審議会薬剤師分科会委員名簿   
2．新薬剤師国家試験について（案）   

3．第95回薬剤師国家試験の施行について   

4．医道審議会薬剤師分科会各部会の活動状況について  
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1．薬剤師分科会について   

2．薬剤師法施行規則の一部を改正する省令実に関する意見募集について 
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た意見について   

4．現行の薬剤師国家試験について   

5．薬学教育モデルコアカリキュラム合本（平成17年10月）   

6．薬剤師国家試験出題基準（平成16年3月）   

7．薬剤師の行政処分の考え方について（平成21年4月）   
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田島 優子  さわやか法律事務所弁護士  
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平井 みどリ  神戸大学医学部附属病院薬剤部長  

平林 勝政  国学院大学法科大学院長  
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望月 正隆  東京理科大学薬学部教授  

（五十音順、敬称略）   
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新薬剤師国家試験について（案）  

1．見直しに至る経緯   

近年、患者本位の医療の実現に向けて医療制度が大きな変革を遂げ、また、医療の  

高度化、多様化、医薬分業の進展など、薬剤師を取り巻く環境は大きく変化している。  

そのような中、最適な薬物療法の提供、服薬指導、医療の安全確保など幅広い分野に  

おいて、医療の担い手としての薬剤師に寄せる期待がこれまでにも増して大きくなっ  

ている。   

このため、臨床に係る実践的な能力を有する薬剤師を輩出すべく、平成18年度か  

ら新たな薬学教育課程として6年制課程が導入されるとともに、6年制課程を修めて  

卒業した者に薬剤師国家試験の受験資格が与えられることとなった。   

このような状況の下、，国民の期待に応えうる薬剤師を輩出する観点に立って、新た  

な6年制課程において習得した知識、技能及び態度に閲し、これからの医療の担い手  

として求められる資質を的確に確認するに相応しい薬剤師国家試験制度のあり方につ  

いて、平成19年6月から「薬剤師国家試験出題制度検討会」において検討を行い、  

平成20年7月に報告書がとりまとめられた。その後、医道審議会薬剤師分科会及び  

分科会の下に設置された薬剤師国家試験制度改善検討部会において、検討が行われた  

ものである。  

2．見直しに当たっての基本的な考え方   

薬学教育年限の延長とそれに伴って薬剤師国家試験の受験資格が見直された趣旨に  

照らし、薬剤師国家試験を通じて、基礎的な知識や技術はもとより、高い倫理観、医  

療人としての教養、医療現場で通用する実践力などを確認する必要がある。   

また、多様かつ複雑な医療の実際において、薬剤師が医療の担い手として真に役割  

を果たすには、時として自らが有する知識等の範囲を超える未知の事象一事案に対し  

■ て、6年制課程で習得した知識一枝能・態度等を最大限発揮して、資格者として責任  
ある行動をとることが求められる。   

薬剤師国家試験を通じて、薬剤師資格を有する者として必要とされる基本的な知識  

等のほか、薬学の全領域に及ぶ一般的な理論や、医療を中心とした実践の場において  

必要とされる知識・技能・態度等を確認する必要がある。また、薬学に関する基本的  

な知識等と実践に関する総合的能力が体系的に習得さ 

も重要である。   



3．改善すべき事項  

（1）試験科目の見直し  

薬剤師国家試験の科目については、薬剤師が実践において現行の出題科目  

（基礎薬学、医療薬学、衛生薬学、薬事関係革規及び薬事関係制度の4科目）  

ごとの知識等を個別に資質として発揮しているのではなく、複数の知識等を複  

合的に発揮していると考えられるため、科目別に行う試験を見直して、医療の  

担い手である薬剤師として特に必要不可冬な基本的資質を確認する問題（必須  

問題）と、薬剤師が直面する一般的課題を解釈・解決するための資質を確認す  

る問題（一般問題）とに分けて試験を行うことによって、薬剤師として求めら  

れる資質の有無をより的確に確認することとする。  

具体的には、試験を、必須問題及び一般問題に区分（一般問題にあっては、  

薬学理論問題及び薬学実践問題に更に区分）したうえで、科目を「物理・化   

学・ 

理」、「実務」として行うこととする。  

なお、一般問題のうち、薬学理論問題は「実務」を除く科目で行うこととす  

る。また、薬学実践問題は、「実務」に加え、「実務」とそれ以外の科目とを関  

連させた複合問題とする。  

（2）出題基準の見直し  

新たな出題基準は、6年制教育の導入が国民の期待に応えうる薬剤師を輩出  

することを目的としたものであることを踏まえて、6年制教育導入の基礎とな  

った「薬学教育モデル■コアカリキュラム」及び「実務実習モデル・コアカリ  

キュラム」の項目を基本とすることが適当である。  

新たな出題基準の体系は、「薬学教育モデル■コアカリキュラム」及び「実  

務実習モデルーコアカリキュラム」の項目について、現行の出題基準の体系を  

参考に、「大項目」、「中項目」、「小項目」として整理し、さらに「小項目」に  

ついては、・参考としてその具体例を例示することとする。  

また、出題基準は、従来おおむね5年を目途に見直しを行ってきたが、急速  

な学術の進歩及び薬剤師業務の変化・進展に鑑み、少なくとも4年を目途に見  

直しを行うこととする。  

（3）試験出題形式及び解答形式の見直し  
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試験は、正答肢を選択する問題（一問一答形式、正答の設問肢が一つではな  

い形式又は解答肢の全ての組合せの中から正答肢を選択する形式）を基本とす  

るが、そのほか、実践に即した問題解決能力を確認する観点から、実践の場で  

取り得る解答肢の中から最も適切なものを選択する問題や、明らかに誤りであ  

る解答肢や重要性が低い解答肢を選択する問題などを出題することも必要であ  

る。「必須問題」などの場合にあっては、設問の正誤を一問一答形式で問うこ  

とを基本とする。   

また、出題に関連する情報をその一部に含む小冊子や画像等の資材（例：添  

付文書情報）を問題とともに配付・供与し、その活用によって解答を導いてい  

く方式など、実務に即した技能・態度等を確認することが可能と思われる方式  

については、積極的に取り入れていくこととする。   

なお、薬剤師として選択すべきでない選択肢（公衆衛生に甚大な被害を及ぼ  

すような内容、倫理的に誤った内容等をいい、いわゆる「禁忌肢」。）を含む問  

題の導入については、他の国家試験における実施状況も踏まえつつ、今後の検  

討課題とする。  

（4）試験問題数の見直し  

ア）必須問題  

必須問題は、「薬理」、「薬剤」、「病態・薬物治療」及び「実務」から55  

問、「物理一化学・生物」から15問、「衛生」から10問、「法規・制度・  

倫理」から10問を確保する。  

以上により、「必須問題」は90問となる。  

イ）一般問題   

a）薬学理論問題  

一般問題のうち薬学理論問題は、「実務」以外で構成することとし、「薬   

理」、「薬剤」、「病態・薬物治療」からそれぞれ15聞出題することによっ   

て45問、「物理・化学・生物」から30問、「衛生」から20問、r法   

規・制度・倫理」から10問を確保する。  

以上により、「一般問題（薬学理論問題）」は105問となる。  

b）薬学実践問題   

一般問題のうち薬学実践問題は、「実務」から20問を確保するとともに、  

それぞれの科目と「実務」とを関連させた複合問題として、以下のとおり  

計130問を確保する。  

「物理・化学一生物」と「実務」との複合問題として出題される30   



間  

（うち15問は「物理・化学・生物」、15問は「実務」）  

「衛生」と「実務」との複合問題として出題される20問   

（うち10問は．「衛生」、10問は「実務」）  

との複合問題として出題される20問  

「薬理」、10間は「実務」）  

との複合問題として出題される20問  

「薬剤」、10問は「実務」）  

と「実務」との複合問題として出題される20問  

「病態・薬物療法」、10問は「実務」）   

「薬理」と「実務」  

（うち10問は  

「薬剤」と「実務」  

（うち10問は  

「病態・薬物療法」  

（うち10問は  

「法規・制度・倫理」と「実務」との複合問題として出題される20   

問   

（うち10問は「法規・制度・倫理」、10問は「実務」）  

以上により、「一般問題（薬学実践問題）」は150問となる。  

以上により、薬剤師国家試験の出題数は345問となる。（末尾の参考を参  

照。）   

なお、出題数の増加に伴う試験時間の延長が、受験生にとって過度の負担に  

ならないよう、問題作成にあたって1問あたりの回答時間を考慮する等により、  

現行の2日間の日程を維持することとする。  

（5）合格基準  

以下のすべてを満たすこと。  

① 全問題への配点の65％を基本とし、問題の難易を補正して得た実際の総  

得点以上であること。   

② 一般問題について、構成する各科目の得点がそれぞれ配点の3畠％以上で  

あること。  

③ 必須問題について、全問題への配点の70％以上で、かつ、構成する各科  

目の得点がそれぞれ配点の50％以上であること。  

（6）過去に出題された試験問題（既出問題）の取扱い  

既出問題のうち、薬剤師に必要な資質を的確に確認することが可能な良質な  

問題として一定の評価が与えられた問題を活用することとし、その割合は、現  

行制度と同程度（20％程度）とする。  

なお、既出問題の活用にあたっては、単なる正答の暗記による解答が行われ  
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ないよう、問題の趣旨が変わらない範囲で設問及び解答肢などをエ夫する。  

4 実施時期   

新たに策定する出題基準を含め、平成24年（平成23年度）の国家試験から適用  

する。   



（参考）  

新薬剤師国家試験の科目、問題区分、出題数  

（注）薬学実践問題は、「実務」20問、及びそれぞれの科目と「実務」とを関連させた複合問題13q問からなる。   



第95回薬剤師国家試験の施行   

薬剤師法（昭和35年法律第146号）第12条の規定に基づき、第95回薬剤師国家試験を  

次のとおり施行する。  

平成21年8月28日 厚生労働大臣 舛添 要一  

1 試験期日  平成22年3月6日（土曜日）及び同月7日（日曜日）  

北海道、宮城県、東京都、石川県、愛知県、大阪府、広島県、徳島県及  2 試験地   

び福岡県  

3 試験科目  

（1）基礎薬学  

（2）医療薬学  

（3）衛生薬学  

（4）薬事関係法規及び薬事関係制度  

4 受験資格 次のいずれかに該当する者  

（1）学校教育法（昭和22年法律第26号）に基づく大学（短顛大学を除く。）におい   

て、薬学の正規の課程を修めて卒業した者（平成22年3月25日までに卒業する見  

込みの者を含む。）  

（2）外国の薬学校を卒業し、又は外国の薬剤師免許を受けた者で、厚生労働大臣が   

（1）に掲げる者と同等以上の学力及び技能を有すると認定したもの  

5 受験手続  

（1）試験を受けようとする者は、次の書類等を提出すること。   

ア すべての受験者が提出する書類等   

（ア）受験願書 薬剤師法施行規則（昭和36年厚生省令第5号）様式第7により  

作成するとともに、受験願書に記載する氏名は、戸籍（日本国籍を有しない  

者は、外国人登録原票）に記載されている文字を使用すること。   

（イ）写真 出願前6月以内に脱帽して正面から撮影した縦6センチメートル、  

横4センチメートルの上半身像のもので、裏面に氏名を記載し、厚生労働省  

又は地方厚生局若しくは地方厚生支局において交付する受験写真用台紙には  

り付けた上、同台紙に所定の事項を記載して提出すること。  

なお、写真の提出に当たっては、卒業し、若しくは在籍している大学又は  

地方厚生局若しくは地方厚生支局において、その写真が受験者本人と相違な  

い旨の確認を受けること。   



（ウ）返信用封筒（受験票送付用）縦23．5センチメートル、横12センチメートル  

のもので、表面に、郵便番号及びあて先を記載し、510円の郵便切手をはり  

付け、書留の表示をしたもの。   

イ 4の（1）に該当する者が提出する書類  

卒業証明書又は卒業見込証明書  

なお、卒業見込証明書を提出した者にあっては、平成22年3月25日（木曜日）  

午後2暗まで（郵送により提出する場合には必着）に卒業証明書を提出するこ  

と。提出のない場合は、当該受験は無効とする。   

ウ 4の（2）に該当する者が提出する書類  

薬剤師国家試験受験資格認定通知書の写し（地方厚生局又は地方厚生支局に  

当該認定通知書の原本を提示し、原本照合を受けたもの）  

（2）受験に関する書類の受付期間、提出場所等   

ア 受験に関する書類は、平成22年1月5日（火曜日）から同月14日（木曜日）  

までに試験地を管轄する地方厚生局又は地方厚生支局に提出すること。   

イ 受験に関する書類を直接持参する場合の受付時間は、アの期間中毎日（土曜  

日、日曜日その他の行政機関の休日を除く。）午前9暗から午後5時までとす  

る。   

ウ 受験に関する書類を郵送する場合は、書留郵便をもって送付すること。この  

場合、平成22年1月14日（木曜日）までの消印のあるものに限り受け付ける。   

ェ 受験に関する書類を受理した後は、受験に関する書類の返還及び受験地の変  

更は認めない。  

（3）受験手数料   

ア 受験手数料は、6，800円とし、受験手数料の額に相当する収入印紙を受験願書  

にはることにより納付すること。この場合、収入印紙は消印しないこと。   

イ 受験に関する書類を受理した後は、受験手数料は返還しない。  

（4）受験票の交付 受験票は、郵送により交付する。平成22年2月26日（金曜日）   

までに受験票が到着しない場合は、受験に関する書類を提出した地方厚生局又は   

地方厚生支局に問い合わせること。  

なお、卒業見込証明書をもって出願した者に対しては、在籍している大学を経  

由して交付する。  

6 合格者の発表 試験の合格者は、平成22年3月30日（火曜日）午後2時に厚生労  

働省並びに地方厚生局及び地方厚生支局にその受験地、受験番号を掲示して発表す  
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るほか、合格者に対して合格証書を郵送する。  

7 手続及び問い合わせ先  

試験に関する受験地毎の手続及び問い合わせ先は下記のとおりとする。  

地方厚生局及び地方厚生支局  

試験地  所  在  地   

北海道 北海道札幌市北区北8条西2丁目 札幌第1合同庁舎 北海道厚生局  

郵便番号060－0808 電話番号011（709）2311FAX番号011（709）2704   

宮城県 宮城県仙台市青葉区花京院1丁目1番20号 花京院スクエア21階  

東北厚生局 郵便番号980－8426 電話番号022（716）7331  

FAX番号022（726）9267   

東京都 埼玉県さいたま市中央区新都心1番地1 さいたま新都心合同庁舎1号館  

関東信越厚生局 郵便番号330－9713 電話番号048（740）0810  

FAX番号048（601）1326  

愛知県名古屋市東区白壁1丁目15番1 名古屋合同庁舎第3号館  

東海北陸厚生局 郵便番号461－0011電話番号052（971）8831  

FAX番号052（971）8861  

石川県   

愛知県  

大阪府 大阪府大阪市中央区大手前4丁目1番76号 大阪合同庁舎第4号館  

近畿厚生局 郵便番号54卜8556 電話番号06（6942）2241  

FAX番号06（6946）1500   

広島県 広島県広島市中区上八丁堀6番30号 広島合同庁舎4号館  

中国四国厚生局 郵便番号730－0012 電話番号082（223）8181  

FAX番号082（223）8155   

徳島県 香川県高松市サンボート3番33号 高松サンボート合同庁舎4階  

四国厚生支局 郵便番号760－0019 電話番号087（851）9565  

FAX番号087（822）6299   

福岡県 福岡県福岡市博多区博多駅東2丁目10番7号 福岡第2合同庁舎  

九州厚生局 郵便番号812－0013 電話番号092（472）2370  

FAX番号092（474）2244  

8 その他 視覚、聴覚、音声機能又は言語機能に障害を有する者で受験を希望する  

者は、平成21年12月14日（月曜日）までに厚生労働省医薬食品局総務課試験免許係  

又は試験地を管轄する地方厚生局若しくは地方厚生支局に申し出ること。申し出た  

者については、受験の際にその障害の状態に応じて必要な配慮を講ずることがある。   



9 8に関する問い合わせ先  

東京都千代田区霞が関1丁目2番2号 厚生労働省医薬食品局総務課試験免許係  

郵便番号100－8916 電話番号03（5253）1111FAX番号03（3503）1760  

‾‾て丁頂・   



医道審議会薬剤師分科会各部会の活動状況について  

（平成21年7月16日以降）  

（1）薬剤師倫理部会   

薬剤師の行政処分に係る審議を行うために設置  

○平成21．牛12月11日  

1）薬剤師の行政処分について   

2）その他  

（2）薬剤師国家試験K・Ⅴ部会   

薬剤師国家試験の内容の妥当性の確認を行うために設置  

（3）薬剤師国家試験事後評価部会  

薬剤師国家試験の評価を行うために設置  

○平成21年7月24日  

1）第94回薬剤師国家試験の評価について   

2）その他  

（4）薬剤師国家試験制度改善検討部会   

6年制教育の趣旨を踏まえた新たな琴剤師国家試験制度等を審議するため 

○平成21年12月8日 
1）新薬剤師国家試験について  

2）その他  

（5）薬剤師国家試験出題基準改定部会   

薬剤師国家試験の出題基準改定について審議するために設置  

○平成21年12月17日（木）開催予定   



薬剤師分科会について  

薬剤師国家試験出題基準の改定に関すること   



薬剤師法施行規則の一部を改正する省令案に関する意見募集について  

平成 21年 6 月 2 9 日  
厚生労働省医薬食品局総務課  

平成18年度から薬学教育6年制が導入された趣旨を踏まえ、平成、24年から実  
施される薬剤師国家試験の試験科目の見直しを行います。   

つきましては、別添の改正案に関しまして御意見のある場合には、下記により提  
出してください。皆様からいただいた御意見については、最終的な決定に際しての  
参考とさせていただきます。   

なお、提出していただいた御意見に対する個別の回答はいたしかねますので、そ  
の旨御了承願います。  

記  

1．ご意見募集期間  
平成21年7月28日（火）必着  ※郵送の場合は同日必着  

2．提出方法  
御意見は理由を付して、以下に掲げるいずれかの方法で提出して下さい。  
提出していただく御意見等には必ず「薬剤師法施行規則等の一部を改正する省   

令実に関する意見募集について」と明記して提出してください。  
なお、電話による御意見の提出・お問い合わせはお受けできかねますので御了  
承ください。  

′ ○インターネットの場合（ここをクリックしてください）  
＊入力するフォームの「※件名」欄に「薬剤師法施行規則の一部を  
ノ改正する省令案に関する意見」と入力してください。  

（ファイル形式はテキスト形式でお願いします）  
○郵送する場合  

〒100－8916 東京都千代田区霞が関1－2－2  
厚生労働省医薬食品局総務課あて  

Of－AXの場合  
FAX番号：03－359ト9044  

厚生労働省医薬食品局総務課あて  
3．ご意見提出上の注意  

提出いただく御意見等は日本語に限ります。また、個人の場合は住所一氏名・   
性別■年齢■職業を、法人の場合は法人名一所在地を明記してください。これら   
の情報は、公表させていただくことがありますので、あらかじめ御了承願います。   



（別添）  

薬剤師法施行規則の一部を改正する省令案に関する意見募集について  

1．閻邸改正の趣旨   

○ 薬剤師法施行規則（昭和36年厚生省令第5号）第8条において、薬剤師国家   

試験の科目は、「基礎薬学」、「医療薬学」、イ衛生薬学」及び「薬事関係法規及び   

薬事関係制度」とされているところ。  

○ 今般、「薬剤師国家試験出題制度検討会」報告書（平成20年7月8日）を踏   

まえ、薬剤師法施行規則（昭和36年厚生省令第5号）の一部を改正し、薬剤師   

国家試験の問題区分及び科目の見直しを行う。  

2．薬剤師法施行規則の一部改正の内容  

1．薬剤師国家試験は、必須問題及び一般問題に区分（一般問題にあっては、薬   

学理論問題及び薬学実践問題に更に区分）して行うものとする。  

2．必須問題の試験科目は、「物理・化学・生物」、「衛生」、「薬理」、「薬剤」、「病   

態一葉物治療」、「法規・制度・倫理」、「実務」の7科目とする。  

3．一般問題のうち薬学理論問題の試験科目は、「物理一化学■生物」、「衛生」、「薬   

理」、「薬剤」、「病態・薬物治療」、「法規・制度・倫理」の6科目とし、一般問   

題のうち薬学実践問題については、イ物理・化学・生物」、「衛生」、「薬理」、「薬   

剤」、「病態・薬物治療」、「法規上制度・倫理」、「実務」の7科目とする。  

（注）薬剤師国家試験の問題区分のうち、薬学実践問題については、「実務」に関する出題のほ   

か、「薬理」、「薬剤」、「病態・薬物治療」それぞれと「実務」を組み合わせた問題（組合せ   

問題）、およぴ、「実務」に係る実践的な資質とその基礎を成す「物理・．化学・生物」、「衛   

生」、「法規・制度・倫理」それぞれにおける基本的資質とを複合的に確認する問題（複合  

問題）を出題することとしている。  

†   



3．公布日  

平成21年12月上旬  

4．施行期日  

平成23年4月1日   

本改正は、平成24年（平成23年度）の薬剤師国家試験より適用され、その受  

験者に対し、十分な周知期間をおく必要があるため、早急に公布する必要がある。  

【参考】   

平成16年に学校教育法（昭和22年法律第26号）及び薬剤師法（昭和35年法律第146号）  

が改正され、平成18年度から新たな薬学教育課程として6年制課程が導入されるとともに、6年  

制課程を修めて卒業した者に薬剤師国家試験の受験資格が与えられることとされた。   

また、平成19年6月から「薬剤師国家試験出題制度検討会」において、新たな6年制課程にお  

いて習得した知識、技能及び態度に閲し、これからの医療の担い手として求められる資質を的確に  

確認するに相応しい薬剤師国家試験制度のあり方について検討を行い、平成20年7月8日、「薬  

剤師国家試験出題制度検討会」報告書が取りまとめられた。  

本報告書では、新たな薬剤師国家試験は、  

■ 平成24年の薬剤師国家試験から適用されることが適当であること、  

・ 薬剤師は、実践において、現行の出題科目（基礎薬学、医療薬学、衛生薬学、薬事関係法規   

及び薬事関係制度の4科目）ごとの知識等を個別に資質として発揮しているのではなく、複数   

の知識等を複合的に発揮していると考えられること、  

■ そのため、出題については、科目別に試験を行うのではなく、医療の担い手である薬剤師と   

して特に必要不可欠な基本的資質を確認する問題（必須問題）と、薬剤師が直面する一般的課   

題を解釈一解決するための資質を確認する問題（一般問題：薬学理論問題、薬学実践問題）と   

に分けて試験を行うことによって、薬剤師として求められる資質の有無をより的確に確認する   

ことが適当であること、   

とされている。  

詳細は、参考資料「新薬剤師国家試験について」を参照。   



新薬剤師国家試験について  

1．見直しに至る経緯   

近年、患者本位の医療の実現に向けて医療制度が大きな変革を遂げ、また、医療の  

高度化、多様化、医薬分業の進展など二薬剤師を取り巻く環境は大きく変化している。  

そのような中、最適な薬物療法の提供、服薬指導、医療の安全確保など幅広い分野に  

おいて、医療の担い手としての薬剤師に寄せる期待がこれまでにも増して大きくなっ  

ている。   

このため、臨床に係る実践的な能力を有する薬剤師を輩出すべく、平成18年度か  

ら新たな薬学教育課程として6年制課程が導入されるとともに、6年制課程を修めて  

卒業した者に薬剤師国家試験の受験資格が与えられることとなった。   

このような状況の下、国民の期待に応えうる薬剤師を輩出する観点に立って、新た  

な6年制課程において習得した知識、技能及び態度に関し、これからの医療の担い手  

として求められる資質を的確に確認するに相応しい薬剤師国家試験制度のあり方につ  

いて、平成19年6月に「薬剤師国家試験出題制度検討会」において検討を行い、平  
＿●  

成20年7月に報告書がとりまとめられた。  

2．見直しに当たっての基本的な考え方   

薬学教育年限の延長とそれに伴って薬剤師国家試験の受験資格が見直された趣旨に  

照らし、薬剤師国家試験を通じて、基礎的な知識や技術はもとより、高い倫理観、医  

療人としての教養、医療現場で通用する実践力などを確認する必要がある。   

また、多様かつ複雑な医療の実際において、薬剤師が医療の担い手として真に役割  

を果たすには、時として自らが有する知識等の範囲を超える未知の事象・事案に対し  

て、6年制課程で習得した知識・技能・態度等を最大限発揮して、資格者として責任  

ある行動をとることが求められる。   

薬剤師国家試験を通じて、薬剤師資格を有する者として必要とされる基本的な知識  

等のほか、薬学の全領域に及ぶ一般的な理論や、医療を中心とした実践の場において  

必要とされる知識■技能一態度等を確認する必要がある。また、薬学に関する基本的  

な知識等と実践に関する総合的能力が体系的に習得されているか否かを確認すること  

も重要である。  

■●   



3．改善すべき事項  

（1）試験科目の見直し  

薬剤師国家試験の科目については、薬剤師が実践において現行の出題科目  

（基礎薬学、医療薬学、衛生薬学、薬事関係法規及び薬事関係制度の4科目）  

ごとの知識等を個別に資質として発揮しているのではなく、複数の知識等を複  

合的に発揮していると考えられるためく 科目別に行う試験を見直して、医療の  

担い手である薬剤師として特に必要不可欠な基本的資質を確認する問題（必須  

問題）と、薬剤師が直面する一般的課題を解釈・解決するための資質を確認す  

る問題（一般問題）とに分けて試験を行うことによって、薬剤師として求めら  

れる資質の有無をより的確に確認することとする。  

具体的には、試験を、必須問題及び一般問題に区分（一般問題にあっては、  

薬学理論問題及び薬学実践問題に更に区分）したうえで、科目を r物理・化  

学・生物」、「衛生」、「薬理」、「薬剤」、「病態・薬物治療」、「法規・制度・倫  

理」、「実務」として行うこととする。  

なお、一般問題のうち、薬学理論問題は「実務」を除く科目で行うこととす  

る。また、薬学実践問題は、「実務」に加え、「薬理」、「薬剤」、「病態■薬物治  

療」それぞれと「実務」を組み合わせた問題（組合せ問題）、及び、「実務」に  

おける実践的な資質とその基礎を成す「物理・化学・生物」、「衛生」、r法規・  

制度・倫理」それぞれに係る基本的資質とを複合的に確認する問題（複合問  

題）として行うこととする。  

（2）出題基準の見直し  

新たな出題基準は、6年制教育の導入が国民の期待に応えうる薬剤師を輩出  

することを目的としたものであることを踏まえて、6年制教育導入の基礎とな  

った「薬学教育モデル・コアカリキュラム」及び「実務実習モデル・コアカリ  

キュラム」の項目を基本とすることが適当である。  

新たな出題基準の体系は、「薬学教育モデル・コアカリキュラム」及び「実  

務実習モデル1コアカリキュラム」の項目について、現行の出題基準の体系を  

参考に 、「大項目」、「中項目」、「小項目」として整理し、さらに「小項目」に  

ついては、参考としてその具体例を例示することとする。  

また、出題基準は、従来おおむね5、年を目途に見直しを行ってきたが、急速  

な学術の進歩及び薬剤師業務の変化・進展に鑑み、少なくとも4年を目途に見  

直しを行うこととする。   



（3）試験出題形式及び解答形式の見直し  

試験は、正答肢を選択する問題（一問一答形式、正答の設問肢が一つではな  

しヽ形式又は解答肢の全ての組合せの中から正答肢を選択する形式）を基本とす  

るが、そのほか、実践に即した問題解決能力を確認する観点から、実践の場で  

取り得る解答肢の中から最も適切なものを選択する問題や、明らかに誤りであ  

る解答肢や重要性が低い解答肢を選択する問題などを出題することも必要であ  

る。また、「必須問題」などの場合にあっては、設問の正誤を一問一答形式で  

問うことを基本とする。  

なお、出題に関連する情報をその一部に含む小冊子や画像等の資材（例‥添  

付文書情報）を問題とともに配付・供与し、その活用によって解答を導いてい  

く方式など、実務に即した技能・態度等を確認することが可能と思われる方式  

については、積極的に取り入れていくこととする。  

（4）試験問題数の見直し  

ア）必須問題  

必須問題は、「薬理」、「薬剤」、「病態・薬物治療」からそれぞれ15問、  

「実務」から10問、「物理・化学・生物」から15問、「衛生」から10間、  

および「法規t制度一倫理」から10問を確保する。  

以上により、「必須問題」、は90問となる。  

イ）一般問題   

a）薬学理論問題  

一般問題のうち薬学理論問題は、「実務」以外で構成することとし、   

「薬理」、「薬剤」、「病態・薬物治療」からそれぞれ15問、「物理・化   

学・生物」から30問、「衛生」から20間、およぴ「法規・制度・倫  

理」から10問を確保する。  

以上により、「⊥般問題（薬学理論問題）」は105間となる。   

b）薬学実践問題  

一般問題のうち薬学実践問題は、「実務」から20問を確保するととも  

に、「実務」に「薬理」、「薬剤」、「病態一薬物治療」をそれぞれ組み合わ  

せた連問形式の問題（組合せ問題）として60問を確保する。，  

また、「実務」に係る実践的な資質とその基礎を成す「物理・化学・生  

物」、「衛生」、「法規・制度・倫理」それぞれにおける基本的資質とを複合  

的に確認する問題（複合問題）として70問を確保する。  

以上により、「一般問題（薬学実践問題）」は150問となる。  

以上により、薬剤師国家試験の出題数は345問となる。  

■冒二・■‡・   



（5）合格基準  

以下のすべてを満たすこと。  

① 全問題への配点の65％を基本とし、問題の難易を補正して得た実際の総  

得点以上であること。   

②般問題（薬学理論問題）及び一般問題（薬学実践問題）について、構成  

する各科目の得点がそれぞれ配点の35％以上であること。  

③ 必須問題について、全問題への配点の70％以上で、かつ、構成する各科  

目の得点がそれぞれ配点の50％以上であること。  

（6）過去に出題された試験問題（既出問題）甲取扱い  

既出問題のうち、薬剤師に必要な資質を的確に確認することが可能な良質な  

問題として一定の評価が与えられた問題を活用することとし、その割合は、現  

行制度と同程度（20％程度）とする。  

なお、既出問題の活用にあたっては、単なる正答の暗記による解答が行われ  

ないよう、問題の趣旨が変わらない範囲で設問及び解答肢などをエ夫する。  

4 実施時期  

新たに策定する出題基準を含め、平成24年（平成23年度）の国家試験か  

ら適用する。   



薬剤師国家試験出題制度検討会報告書（平成20年7月）における新たな薬剤師国家試験制度の概要  

（注1）「科目」の名称は、薬剤師国家試験出怒制度検討会報告書（平成20年7月）にて「領域」として記されているものに同じ。   

（注2）「出題範囲」の「科目ごとの出題範囲の細目」及び「該当する薬学教育モデル・コアカリキュラムのユニット」は、薬学教育モデル・コアカリキュラム及び  

「実務実習モデル・コアカリキュラム」を基本としており、今後、出遠基準の策定作業において整理される。   

（注3）新たな薬剤師国家試験では、薬剤師の実践に照らし、科目別の試験ではなく、全科目を対象とした問題区分ごとに試験が実施される。   

（注4）「複合問題」は、①「実務Jと「物理・化学・生物」（15問）、②「実務」と「衛生J（10間）、③「実務」と「法規■制度・倫理」（10間）において導入される。   

（注5）「組合せ問題」は、（D「薬理」と「実務」（10問）、②r薬剤」と「実務」（10間）、③「病態・薬物治療」と「実務」（10間）において導入される。  
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（4）薬物の臓器への到達と消失  

（5）薬物動態の解析  

a   （1）製剤材料の性質  
15問   15問   

10問 （組合せ（∋）  I  

（2）剤形をつくる  
ーl■  

（3）DDS（薬物送達システム）  

薬物治療   
（1）体の変化を知る   

（2）疾患と薬物治療（心臓疾患等）  

致  （3）疾患と薬物治療（腎臓疾患等）  

（4）疾患と薬物治療（精神疾患等）  

（5）病原微生物■悪性新生物と戦う  
15問   

物  

15問   
10問 （組合せ③）  

ム： ノ  （1）医薬品情報  
′   

（2）患者情報  
■  

（3）テーラーメイド薬物治療を目指して   

も  ①生と死   

▼，  （診医療の担い手としてのこころ構え  
，・ 

′  ③信頼関係の確立を目指して  

草  （1）薬剤師を取り巻く法律と制度  
ん  

（2）社会保障制度と薬剤経済  、ナ ■r′  

（3）コミュニティーファーマシー  10問   10問  
－  

逼二  医薬品の開発と生産（再掲）   （1）医薬品開発と生産のながれ  

10問  

（複合③）  

隋  （4）治験  ヽ  

（5）バイオスタテイスティクス  
ヱ．   

一十†   ①薬学への招待  
じ‘ご  

（∋早期体験実習  

実務実習事前学習   事前学習を始めるにあたって   

処方せんと調剤  
十辛綜  

疑義照会  小’－l  

11  ：、「  

医薬品の管理と供給  
P・＝－  

リスクマネージメント  

服薬指導と患者情報  

事前学習のまとめ  
20問  

病院実習   病院調剤を実践する  ＋  
医薬品を動かす・確保する  

30’問  rl 戸1し 

情報を正しく扱う  10間   0問  （組合せ（‡檻③）  

＋  ベッドサイドで学ぶ  
h 

薬剤を造る・調べる  
35問  

医療人としての薬剤師  （複合①②③）  

薬局実習   薬局アイテムと管理  

情報のアクセスと活用  

薬局調剤を実践する  

薬局カウンターで学ぶ  

地域で活躍する薬剤師  

薬局業務を総合的に学ぷ   や－ 
1 

∴：紆■、磯 9b間 来由酢  ；：∴1如軒二∴  ニニや45間  



「薬剤師法施行規則の一部を改正する省令案に関する意見募集について」  

に対して寄せられた御意見について   

1．御意見募集期間   

平成21年6月29日～平成21年7月28日   

2．御意見の総数   

計12件（団体：4件、個人：8件）   

3．団体の構成  
・薬科大学、薬学部   3件  

・その他  1件  

4．個人の構成  

・大学教員  

・薬剤師  

・学生  

・その他（不明）  

件
件
件
件
 
 

5
 
1
 
1
 
1
 
 

5．省令案に対する御意見の概要と考え方（案）   

別紙1のとおり  

6．その他の御意見の概要   

別紙2のとおり  

－1－   



（別紙1）  

省令案に対する御意見の概要と考え方（案）  

必須問題と一般問題の住み分けを提示してほしい。  

必須問題と薬学理論問題を一区分にまとめる方が合理的ではないか。  

（御意見に対する考え方）   

必須問題は薬剤師として特に必要不可欠な基本的資質を確認するものであ  

＼り／、一般問題（薬学理論問題）は薬剤師が直面する一般的課題を解釈・解決す  

るための資質を確認する問題です。新しい国家試験においては、薬剤師として  

求められる資質の有無をより的確に確認するため、これらの出題区分に分けて  
試験を行い、各区分の科目ごとに合格基準を設定することが適当であると考え  

ております。このため原案どおりとしたいと考えます。  

・倫理に関する問題数が極めて少ない点を解消するため、例えば、必須問題  

における「法規・制度・倫理」の試験科目を「法規・制度」と「倫理」に分  

け、倫理の問題数を確保する等の指針を示してはどうか。  

（御意見に対する考え方）   

薬剤師画家試験出題制度改善検討会報告書に記載されているとおり、従来の  

「薬事関係法規及び薬事関係制度」に該当する領域について、新たにヒューマ  

ニズムや薬学の歴史などとともに「法規・制度・倫理」の科目を設定したもの  

です。これまで「薬事関係法規t制度」として20問出題されていたところを、  

「法規・制度・倫理」として必須問題、一般問題を合わせて30間を出題する  

こととなりますが、今後行われる薬剤師国家試験の出題基準の検討の中におい  

て、御指摘の点も参考にさせていただきます。  

∴以下の方法により、試験科目に「薬害」を加えることを求める。   

独立の試験科目として「薬害の歴史・被害実態・防止策」を追加する。   

上記が困難な場合、「法規・制度■倫理」に「薬害」を追加し、「法規  

制度・倫理・薬害」と改める。  

（御意見に対する考え方）   

科目の名称としては包括的に「法規一制度・倫理」とすることが適当である  

と考えます。一方、薬害に関連する事項は、薬学教育モデル■コアカリキュラ  
ムにおいて「医薬品開発のながれ」及び「薬学への招待」に含まれている他、  

例えば薬理学と関連させて出題されるなど、・他の科目の内容としても出題され  

ー2－  
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るものと考えます。なお、薬害に関連する事項の出題については、今後行われ  

る薬剤師国家試験の出題基準の検討において、より明示的に示すことを含めて  

検討する予定です。  

一薬学実践問題において，「実務」との組み合わせ問題を設定する科目と複  

合問題を設定する科目に区別されているが、全科目に複合的及び組み合わせ  

的問題を設定する方が合理的ではないか。  

（ご意見に対する考え方）   

ご指摘を踏まえ、いずれの科目についても「実務」と関連させた問題の名称  

を「複合問題」と称することにしたいと思います。  

－3－   



（別紙2）  

その他の御意見の概要  

出題基準の見直しについて  

・出題基準の小項目の例示を速やかに示してほしい。  

試験問題数の見直しについて  

・「法規、制度、倫理」が30間に増えたことを評価。ヒューマニズム及び  

イントロダクション関連は、多くても2～3題（複合問題を含む）が適当   

と考える。  

合格基準について  

○全問題の配点について  

・従来の4年制度での合格基準と同じ65％との設定について疑問。初め  

て薬剤師業務に従事する者に必須な知識を問い、75～85％の合格基   

準に設定でき 適切・良好な出題内容の構築に視点を置くべきではない  

か。   
・妥当である。  

○一般問題の配点について  

・足切りの母集団となる問題数が、最小10聞から最大85問まであり公  

平性を欠く。各科目については一般問題（理論＋実践）を基準枠とし  

て、物理・化学■生物で45問（以下各科目について同じ）とするこ  

とが適切ではないか。   
一妥当である。  

○必須問題の配点について   

－「各科目の得点がそれぞれ配点の50％以上であること」との基準は、   

10問のみである科目において1問の比重が大きすぎる。  

○禁忌肢について  

・禁忌肢が出題・される可能性があるのか否かについて、「新薬剤師国家試  

験について・」に記載されていないのは不備ではないか。  

・罠を仕掛けるような出題には反対。禁忌肢問題を設定するとtても、複   
数問設定し禁忌肢解答が一定水準に達した者について不合格とするなど  

の配慮が望まれる。  

○その他  

・不合格者に対してどの基準により不合格となったのかを公開すべき。  

－4－   



■どの区分、どの科目から何人が足切りのために不合格になったのか公表   

すべき。また、平均点、得点分布、設問に対する個々の正答率も公表   

すべき。  

その他  

省令公布の際に国家試験実施日を明らかにすることを要望する。  

良質な試験問題の確保・精査について、各関係機関で検討すべき。  

6年制の教育が国家試験対策に追われないような本質的な設問を期待す  

る。  

準備教育に多くの時間を割く必要のない、割く意味のないような問題内容、  

問題形式及び試験方法を示してほしい。  

薬学の問題についてすみやかに対応できるような能力をはかる試験を取り  

入れた方がよい。  

CBT、OSCEと薬剤師国家試験の出題基準などの構成との関連についての考  

察・説明が乏しい。  

モデルコアカリキュラムの修改正も検討してほしい。  

薬剤師を目指す方が減少する懸念がある。栄養士と管理栄養士のように差  

をつけることにより、モチベーションが上がるのではないか。  

一5－   



現行の薬剤師国家試験について  

1．薬剤師法   

2．薬剤師法施行規則  

3．薬務局長通知（平成7年8月2日付薬発772号）  

（参考）薬剤師国家試験の変遷   



1．薬剤師法  

（省令への委任）  

第18条 この章に規定するもののほか、試験の科目、受験手続その他試験に閲し必要な  

事項は、厚生労働省令で定める。  

2．薬剤師法施行規則  

（試験の科目）  

第8条 薬剤師国家試験（以下「試験」・という。）の科目は、次のとおりとする。  

基礎薬学  

医療薬学  

衛生薬学  

薬事関係法規及び薬事関係制度  

二
 
三
 
四
 
 

3，薬務局長通知  

薬剤師国家試験の施行について  

平成7年8月22日  

薬発第772号  

厚生省薬務局長   

昨年6月、薬剤師国家試験制度の改善について薬剤師国家試験制度改善検討委員会の最  

終意見がとりまとめられ、同最終意見で新たに提言された事項については、平成8年の試  

験から実施する予定である旨∴平成6年6月6日付薬発第528号「薬剤師国家試験の旛 

行について」の本職通知でお知らせしたところである。   

試験科目の改正については、先に、平成7年6月28日付薬発第619号「薬剤師法施  

行規則の一部を改正する省令の施行について」によりお知らせしたところであるが、今般、  

平成8年に実施する第81回薬剤師国家試験から左記により行うこととしたのでご了知の  

うえ、関係各方面に対する周知徹底方について何分のご配慮をお願いいたしたい。   

また、第81回薬剤師国家試験の実施については、本年10月中旬に官報で公告する予  

定であるので念のため申し添える。  

記  

1試験出題形式及び回答形式   

五肢択一方式を原則とし、多肢択一方式（10肢以内）も適宜導入する。また、出題   

形式は、正しいもの（正しい組合せ）を問う方式を原則とする。  

‾㌫「．冠   



2 過去に出題された試験問題（過去問）の取扱い   

過去問の出題は、20％程度とする。  

3 試験問題数及び試験時間   

試験問題数は240間とする。これに伴い、試験時間を延長する。内訳は、次のとお   

りである。  

匝‾‾‾柵「  
」  

及び問題数  

】10‥00～12＝30 l  基礎薬学 60間  
ーーーーーーr－ i  

衛生薬学 40  

薬事関係法規及び薬事関係制度 20  

13：45～16：15  

00′－12：30   

区議  3：45～16：15  け
「
■
■
 
 
 

l二二I ll・  
4 試験実施時期   

平成8年の試験から、3月中に実施する。  

5 合格基準   

合格決定は、次の方針で行う。   

「薬剤師国家試験は、薬剤師として必要な知識及び技能について試験するものであり、   

総合成績が一定水準以上であり、かつ、新たに設ける四つの試験科目毎に一定水準以上   

の者を合格者とする。」   



（参考）薬剤師国家試験科目の変遷  

試験科目等  根拠規定等   

1薬事委員会は、薬剤師国家試験の科目について試験を行う4月前までに厚生   

大臣に建議しなければならない。  

2 厚生大臣は、試験を行う3月前までに試験科目を公告するものとする。  

（参考）  

薬事法施行規則第6条  

昭和23年～35年  

試験科目は、試験の都度薬事委員会が定めることになっているが、その範囲  

学説試験においては、数学、物理学、化学、薬用植物学、生薬学、製薬化学、  

生化学、薬事に関する法規（薬局方を含む）、実地試験においては、分析学（定  

性、定量）、医薬品鑑定（顕微鏡的検査含む）、製薬化学、調剤学、衛生化学を  

むものとなっていた。  

1薬剤師国家試験（以下「試験」という。）を分けて、学説試験及び実地試験   

とする。  

2 学説試験の科目は、次のとおりとする。   

一 葉物学   

二 衛生化学   

三 公衆衛生学   

四 薬剤学   

五 薬事関係法規   

六 日本葉局方   

七 無機化学、有機化学、物理化学（放射化学を含む）、薬品分析学、生薬学   

（薬用植物学及び生薬化学を含む）、無機薬品製造化学、有機薬品製造化学、   

微生物学及び生化学のうち、あらかじめ厚生大臣が指定する科目  

3 実地試験の科目は、前項各号に掲げる科目のうち、あらかじめ厚生大臣が指   

定する科目  

薬剤師法施行規則第8条  

昭和36年～42年  

1薬剤師国家試験（以下「試験」という。）を分けて、学説試験及び実地試験   

とする。  

2 学説試験の科目は、次のとおりとする。   

一 葉物学  

薬剤師法施行規則第8条  

昭和43年～60年  

衛生学  

公衆衛生学  

薬剤学  

薬事関係法規  

二
 
三
 
四
 
五
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六 日本薬局方  

3 実地試験の科目は、次のとおりとする。   

一  葉剤学   

二 衛生化学、公衆衛生学及び日本薬局方のうち、あらかじめ厚生大臣が指定   

する科目  

薬剤師法施行規則第8条  

昭和60年～平成7年  

1薬剤師国家試験（以下「試験」という。）を分けて、学説試験及び実地試験   

とする。  

2 学説試験の科目は、次のとおりとする。   

一 葉理学   

二 衛生学   

三 公衆衛生学   

四 薬剤学   

五 薬事関係法規   

六 日本葉局方  

3 実地試験の科目は、次のとおりとする。   

一 葉剤学  

二 衛生化学、公衆衛生学及び日本薬局方のうち、あらかじめ厚生大臣が指定  

する科目  

薬剤師法施行規則第8条  

平成8年～  

1薬剤師国家試験（以下「試験」という。）の科目は、次のとおりとする。   

一  基礎薬学   

医療薬学   

衛生薬学   

四 薬事関係法規及び薬事関係制度   



薬剤師分科会  

平成21年12月16日  

薬学教育モデル。コアカリキュラム合本  

平成17年10月  

田本薬学合  

薬学教育モデル・コアカリキュラム  

平成14年8月  

日本薬学合 薬学教育力リキュラムを検討する協鶉合  

実務実習モデル。コアカリキュラム  

平成15年12月  

薬学教育の改思一見実に関する調査研究協力者金蔵   



薬学教育モデル・。コアカリキュラム  

」   



C9 生命をミクロに理解する  

（1）細胞を柄成する分子  

（2）生命情報を捜う遺伝子  

（3），生命活動を担うタンパク質  

（4）生体エネルギ」  

（5）生剋活性分子とシグナル分子  

（6）遺伝子を娘作する  

ClO生休防御  
（1）身体をまもる  

（2）免疫系の破綻・免疫系の応用  

（3）感染症にかかる  

〔健康と環境〕  
Cll健康  

（1）栄華と健康  

（2）社会・集団と他店  

（3）疾病の予防  

C12環境  

（1）化学物質の生体への影準  

（2）生活環境と健康  

〔非と疾病〕  
C13薬甲効くプロセス  

（1）莱の作用と生体内運命  

（2）薬の効き方Ⅰ  

（3）莱の効き方ⅠⅠ  

（4）薬物の臓器への到達と消失  

（5）薬物動感の解析  

C14薬物治療  
（1）体の変化を知る  

（2）疾仏と薬物治療（心臓疾患等）  

（3）疾患と薬物冷凍（腎蹴疾患等）  

（4）疾患と薬物治療（精神疾患等）  

（5）病原微生物・悪性新生物と戦う  

C15薬物治療に役立つ情報  
（1）医薬品情報  

（2）患者楠報  

（3）テーラーメイド薬物治癒を目指して  

〔医薬品をつくる）  

C16製剤化のサイエンス  

（1）製剤材料の性質  

（2）剤形をつくる  
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目 次  

A全学年を通して：ヒューマニズムについて学ぶ  

（1）生と死  

（2）医療の担い手と・してのこころ構え  

（3）信頼関係の確立を目指して  

B イントロダクション  

（1）薬学への招待  

（2）早期体独学習  

C 薬学専門教育  

〔物理系薬学を学ぶ〕  

Cl物質の物理的性質  

（1）物質の構造  

（2）物質の状櫨Ⅰ  

（3）物質の状態ⅠⅠ  

（4）物質の変化  

C2 化学物質の分析  

（1）化学平衡  

（2）化学物質の検出と定最・  

（3）分析技術の臨床応用  

C3 生体分子の姿・かたちをとらえる  
（1）生体分子を解析する手法  

（2）生体分子の立体構造と相互作用  

〔化学系兼学を学ぶ〕  

C4 化学物好の・性質と反応  

（1）化学物質の進水的性質  

（2）有機化合物．の骨格  

（3）官能基  

（4）化学物質の構造決定  

C5 ターゲット分子の合成  
（1）官能基の導入・変換  

（2）複雑な化合物の合成  

C6 生休分子・医薬品を化学で理解する  
（1）生体分子のコアとバーツ  

（2）医薬品のコアとバーツ  

C7 自然が生み出す薬物  

（1）薬になる動柵鉱物  

（2）非の宝躇としての天然物  

（3）現代医療の中の生薬・憐万来  

〔生物系葦学を学ぶ〕  

C8 生命体の成り立ち，  
（1）ヒトの成り立ち  

（2）生命体の基本単位としての細胞  

（3）生体の機縄調節  

（4）小さな生き物たち  
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（3）DDS（DrugDeliverySystem◆：薬物送達システム）  

C17医薬品の開発と生産  

（1）医薬品開発と生産のながれ  

（2）リード化合物の創製と最適イヒ  

（3）バイオ医薬品とゲノム情報一・  

（4）治験  

（5）バイオスタテイスティクス  

〔薬学と社会〕  
C18薬学と社会  

（1）薬剤師を取巻く法律と制度  

（2）社会保障制度と薬剤経済  

（3）コミュニティーファーマシー  



るのではなく、学習者が主体となって、「どこまで到聾すべきか」について  

記城する、③学生の到達度を客槻的に評価できるように配慮する、④基礎薬  

学教育科目と臨床薬学教育科目との適正なバランネをとる、⑤実務実習、卒  

業実習の実習教育科目を充実させる、ことがあげられる。具体的には、  

☆ 何を学ぶかを学生がすぐに理解できる・ように、従来の「00学イという   

表現を逝け、平易な表現を採用した。  

☆ 従来の、講座単位あるいは教官個々による個別の授業内容とせず、関連   

分野を統合的に整理し、内容を理解しやすいカリキュラムとした。  

☆知識偏重の内容でなく、技能、億度ともにバランスよく学べるよう配慮  

した。   

農学身許モデルーコアカタキュラムおよび野草蓼斉鼻務斉労・卒巣窟労カグ  

キュラムの基本／行な好い＿オ   

薬系大学における教育は、教養教育、薬学導入教育、薬学専門教育からな  

る。ここに提示する薬学教育モデル・コアカリキュラムおよび薬学教育実務  

実習・卒業実習カリキュラムは、薬剤師、薬学研究者尊をめざす学生が学ん  
で欲しい内容を塵埋した薬学専門敵背のガイドラインである。各大学がそれ  

ぞれの特徴を生かし、薬学専門教育の内容の過不足を考慮しつつ柔軟に適用  

されることを期待する。さらに、教養教育、薬学導入教育、高度な専門教育  

について各大学の教学理念に基づいた独自のカリキュラムを組み合わせる  

ことにより、それぞれの大学に特徴のある教育カリキュラムを作成すること  

になる。なお、本協議会では、教養教育、薬学導入教育の例を「薬学準備教  

育ガイドライン」として、また、高度専門教育の例を「薬学アドバンズト教  

育ガイドライン」として示している。   

さらに、本カリキュラムの内容が、近い将来に改訂が予定されている贋剤  

師国家試験出題基準に反映されることを強く希望する。   

農学身許モデル・コアカタキュラムおよび好学身許穿務穿ぎ・早着鼻ぎカタ  

辛ヱ◆ラムのク晩成  

（1）薬学教育モデ′レ・コアカリキュラムは、A全学年を通して、Bイント   

ロダクション、C薬学専門教育こからなる。薬学教育実務実習・卒業実習   

カリキュラムは、D実戦実習カリキュラム、E卒業実習・カリキュラムを含  

む。  

（2）薬学専門教育は、「物理系薬学を学ぶ」「化学系薬学を学ぶ」「生物   

系薬学を学ぶ」「健康と環境」「薬と疾病」「医薬品をつくる」「薬学と社   

会」の7分野に分割されている。それぞれの分野は互いに密接に関連し   

▲あっているので、他の分野の進捗状況に充分配慮しつつ学習する必要が  

ある。  

ノ廿Cめ／ご   

近年の新しい医療技術、あるいは医薬◆晶の創製・適用における先端科学技  

術の進歩は、・信頼される薬剤師、良質な薬学研究者を遅滞無く養成すること  

を薬学教育の現場に強く求めている。これからめ薬剤師や薬学研究者は、現  

代の国際化、情報化社会に適応する能力を充分に備え、生涯にわたって自．ら  

進んで研蝶し続ける姿勢を持つ必要がある。このような要請に対して、各薬  

系大学は、薬学教育の質を高め、それを一定水準以上に保持するよう努める  

ことも；より、社会的責任を果さなければならない。そのためには、．これま・で  

各大学あるいはそれぞれの科目担当教員の裁量に任されていた教育内容を、  
薬学教育全体の痩野から見直し、進歩と時代の要請に合わせて厳選するとと  

もに、「教員主体」から「学習者主体」の教育に編成し直す必要がある。   

これらの事優に対応するためには、社会のニーズに応えることのできる薬  

剤師、薬学研究者の育成を目指し、従来▲の知識教育に偏ったカリキュラムに  

別れを告げ、知識教育に加えて新たに技能教育、憶度教育を組み込んだ「統  

合的カリキュ・ラム」を作成することが急務であると考える。   

農学教夢羊デカ／・コアカタキュラムおよび三好草野斉貫務鼻骨・・卒斉貢ぎカグ  

キュラム／汽成の産j紆   

平成13年8月に日本私立薬科大学協会薬剤師簸成カリキュラム検討委員  

会から「薬学教育モデルカリキュラム（案）」が、同年9月には国公立大学  
薬学部長会議数育部会から「薬学モデル・コア▲カリキュラム（案）」が、  

それぞれ作成され提示された。ついで、両案を統合する作業に際して、同年  

12月に日本薬学会が主催する「薬学教育カリキュラムを検討する協諮会」  

（座長：市川 厚）が発足した。協舐会では、先に提示された二案を基盤と  

して、新たなコンセプト甲もとに、学生に到遷して欲しい教育目標（実務実  

習を含む）を明記した薬学教育モデルカリキュラム（秦）’を車成14年4月  

にまとめた。   

本協議会では、このモデルカリキュラム（秦）を英系46大卑ならびに関  

連語団体（日本薬剤師会、日本病院薬剤師会、文部科学省、厚生労働省、日  

本製薬工菜協会等）に提示し、広く意見を求め、社会の要請、学生の将来の  

進路の多鱒化、教育環境の整備等を視野に入れつつ、ここに、薬学教育モデ  

ル・コアカリキュラム串よび薬学教育実務実習・卒業実習カリキュラムを作  

成した二   

粛学齢育子デル・コアカグキュラムおよび好学汐斉斉務昇夢・卒斉昇野カグ  

キュラムの‘基本劇な考慮方   

本カリキュラムの基本的な考え方として、①社会のニーズに合った薬剤師、  

薬学研究者を養成する、②教員が主体となって、「何を教えるか」を記職す  

L【   



（3）薬学教育モデル・コアカリキュラムは67のユニット（講義単位）か   

ら、薬学教育実務実習・卒業実習カリキュラムは14の子ニットから構成   

されており、互いに関連している複数個のユニットをコースとしてまと   

めてある。それぞれのコースおよびユニットには、一般目標（学習者が   

学習することによって得る成果）を示してある。  

（4）それぞれりユキツトごとに、到達目標（一般目標に到達するために   

必要な具体的な行動）が記載してある。到達目標の総数は1，446項目で   

あり、それぞれは知識、技能、感度の三領域に分類される。  

（5）教育目標に到達するための教育の方法、および到達度を評価するた   

めの方法は記赦していない。各大学で独自に工夫することになる。  

A 全学年を通して：ヒューマニズムについて学ぶ  

一般白襟：   

生イ糾こ関わる職業人となることを自覚し、それにふさわしい行拗・態度をとることができるようになろため  

に、人との共感的態度を身につけ、信獅関係を醜成し、さらに生涯にわたってそれらを向上させる習憬を身に  

つける。   

（1）生と死  

一般目棲：   

生命の尊さを帯租し、人の誕生から死までの間に起こりうる様々な問題を通して医矧こおける倫艶の重要性  

を学．ぶ。   

【生命の苛政1  

到達目頓：  

1．人の魁三、成長、加除、死の意味を考察し、討舐する。蜘】純・憶度）  

2．貢延生に関わる倫理的問題（生殖技術、クロ⊥ン技術、出生前診断など）の概略と問題点を説明できる。  

3．医療に関わる倫理的問題を列挙し、その概略と閑温点を説明できる。  

4．死に関わる倫理的問題鰍尊厳私脳死など）の概略と問題点を説明できる。  

5．自らの体験を通して、生命の埠さと医療の関わりについて討放する。（櫨釦   

【医療の目的】  
到達目標：  

1．予防、治療、延命、QOLについて説明できる。   

【先述医療と生命倫理】  
到達目標：  

1．医療の進歩（遺伝子診断、迫伝子治療、移植・再生医療、難病拍療なnに伴う生命観の変遷を概説でき  

る。   

（2）医療の担い手としてのこころ構え  

一般目標：   

常に社会に目を向け、生涯にわたって医療を通して社会に貢献できるようになるために必要なこころ構えを  
身につける。   

【社会の期待】  
到達目壊：  

1．痙療の担い手として、社会のニーズに常に目を向ける。應戯  

2：医療の粗い羊として、社会のニーズに対応する方法を提案する。（知識・態度）  

3．医療の担い手にふさわしい態度を示す．（態度）   

【医療行為に関わるこころ構え】  
到達目標：  

1．ヘルシンキ宣言の内容を概説できる。  

2．医療の担い手が守るべき倫理規範を説明できる。  
3．インフォームトコンセントの定義と必要性を説明できる。  

4．患者の基本的権利と自己決定権を尊達する。（施変）  

5．医療事疲回避の重要性を自らの言葉で表現する。（態度  

1   

平成14年8月  

日本薬草会  

薬学教育カリキュラムを検討する協議会  

座長 市川 厚  



【地域社会の人々との信頼関係】  
到達目標：  

1，薬の専門家と鹿貌ヒ会の関わりを列挙できる。  
2．薬の専門家に対する地域社会のニーズを収集し、討試する。（態度）  

【研究活動に求められるこころ構え】  
到達目標：  

1・研究に必要な独創的考え方、能力を醸成する。  
2・研究者に求められる自立した態度を身につけも（胞勢  

3・他の研究者の意見を理解し、討論する能力を身につける。（騒度）   

【医薬串の創製と供給に関わるこころ構え】  
到達◆目標：  

1・医薬品の創製と供給が社会に及ぼす影響に常に目を向けるも（鮭剋  

2・医薬品の使用に関わる事故回避の重要性を自らの青葉で表現する。（放射   

ほ畠学習・生涯学習】  
到達目標：  

1・医療に関わる諸間組から、自ら課題を見出し、それ朗牢決する能力を醸成する。伽和・技能・態度  

2・医療の軌、手として、生涯にわたって自ら学習する大切さを吾珊する。（億度）   

（3）信頼関係の擁立を目指して  

「般目標：   

医療の担い手の一員である異学専門家として、患者、同傲地域社会との信郷関係を独立できるようになる  
ために、相手の心理、立場、環境を理解するための基本的知識、技能、態度を修得する。   

【コミュニケーション】  

到達目標：  

1．苫号吾的および非言語的コミュニケーションの方法を概説できる。  
2．意思、情報の伝達に必要な要素を列挙できる。．  

3・相手の立場、文化習憤などによって、コミュニケーションのあり方が異なることを例示できる。   

【相手の気持ちに配蛙する】  
到達目標：  

1．対人関係に影響を及ぼす心理的要因を観できる。  
2．相手の心理状態とその変化に配厳し、適切に対応する。挨哺い態度）  
3．対立意見を尊重し、協力してよりよい解決法を見出すことができる。（技青む   

【患者の気持ちに配賠する】  
到達目標：  

1．病気が患者に及ぼす心理的耕について説明できる。  
2．患者ゐ心理状億を把握し、配撤する。蜘職・懐度）  

3．患者の家族の心痙状態を把握し、肥田－る一。知識・態戯■  
4．患者やその家族の持つ価値観が多様であることを潤し、柔軟に対応できるよ▲う努力する。（態度）  

5．不自由体験などの体験学習を通して、患者の気持ちについて討放する。知識・態戯   

【チームワーク】  
到達目標：  

1．チームワークの重要性を例示して説明できる。  

2：チームに参加し、協調的態度で役割を果た丸（態度）  

3．自己の能力の眼界を認識し、必要に応じて他者に援助を求める。（楓軒  

B イントロダクション  

一般目標：  

薬学生としてのモチベーションを高めるために、薬の専門家として身につけるべき基本的知瓢技私儀度  

を修得し、卒共生の活躍する現場などを体験する。   

（1）薬学への招待  

一般目標：  

鄭）専門家として必要な基本姿勢を身にちけるために、・医痕社会における薬学の役臥薬剤師の使命を知  

り、どのように薬学が発展してきたかを理解する。   

【薬学の歴史】  

到達目標：  

1．薬学の歴史的な流れと医療において薬学が果たしてきた役割を概説できる。  

曳．罪剤師の誕生と変遷の歴史を概説できる。   

【薬剤師の活動分野】  
到達目標：  

1．薬剤師の活動分卸（医療機関、製薬企業、衛生行政な切について概説できる。  
2．薬剤師と共に働く医療チームの職種を挙げ、その仕事を概説できる0  
3．医薬品の適正使用における薬剤師の役割について概説できる。  
4．医薬品の創掛こおける薬剤師の役割について概説できる。  
5．疾病の予防および健廉管理たおける薬剤師の役割について概説できる凸   

【薬について】   

到達目標：  

1．「薬とは何かjを概鋭できる。  
2．薬の発見の歴史を具体例を挙げて概説できる。  
3．化学鰍許が医薬品として治療に使用されるまでの流れを概説ヤきる。   
4，種々の剤形とその使い方について概説できる。   

5．「般用医罪晶七医虎用医薬品の違いを概説できる。   

【現代社会と燕学との接点】   
到達目標：  

1．先摘医療を支える医薬品開発の現状について概説できる。 
2．麻薬、，大麻、覚せい剤などを乱用することによる健康〈の影響を概説できるb   

3．薬零について具体例を挙げ、その背景を概説できる。  

【日本茶局方】   
到達目標：  

1．日本薬局方の意義と内容について概説できる。  
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2）フアンデルワールスカについて例を挙げて説明できる。   

畠）双極子間相互作用について例を挙げて説明できる。   

4）分散力について例を挙げて説明できる。   

5）水素結合について例を挙げて説明できる。   

6）電荷移肋について例を挙げて説明できる。   

7）疎水性相互作用について例を挙げて説明できる。   

【原子・分子】   
到達目標：  

1）髄磁波わ性質および物質との相互作用を説明できる。   

2）分子の振動、回駄．電子遷移について説明できる。   

3）スピンとその磁気共鳴について説明できる。   

4）分子の分極と双極子モーメントについて説明できる，   

5〉代表的な分光スペクトルを測定し、櫛童との関避を説明できる。伽碑・技能）   

6）偏光および旋光他について説明できる。   

7〉散舌しおよび干渉について説明できる。   

8）結晶構造と回折現象について説明できる。   

【放抽絶と放射能】   
到達目標：  

1）原子の構造と放射應変について説明できる。   

2）電離脚寸線の種籾を列挙し、それらの物質との相互作用について説明できる．   

3）代表的な放射性核租の物理的性矧こついて説明できる。   

4）核反応および放射平衡こついて説明できる。   

5）▼放射線の測定原理について説明できる。   

（2）物質の状櫨Ⅰ  

一般目標：   

物質の状態および相互変換過程を解析できるようになるために、熱力学の基本的知和と技能を修得する。   

【総絡】   
到達目標：  

1）フアンデルワールスの状態方程式について説明できる。・   

2〉気体の分子運動とエネルギーの関係について説明できる。   

3）エネルギーの丑子化とボルツマン分布について説明できる。   

【ェネ／レギー】   

到達目棲：   

1）系、外界、境界について説明できる。   

2）状態関数の種類と特徴について説明できる。   

3）仕事および熟の概念を説明できる。   

4）定容熱容盈および定圧熱容量について説明できる。   

5）熱力学第一法則について式を用いて説明できる。   

6）代表的な過程（変化における熱と仕事を計算できる。扶職E、技能）  

．7）エンタルビーについて説明できる。   

8）代表的な物理変化、化学変化に伴う標準エンクルピー変化を説明し、看十罪できる。（知乱技能）   

9）標準生成エンタルビーについて説明できる。  
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【総合演習】  
到達目棟：  

1・医療と薬剤師の関わりについて考えを述べる。（態度）  
2・身近な医薬品を日本案局方などを用いて調べる。（技能）   

（2）早期体験学習  

「役目標：   

薬学生として学習に対するモチベーションを高めるために、卒業生の活躍する現場などを体験する。   

到達目標：  

以下の例示を参考にして、到達目標を設定し適切に実施する。   

1・病院における薬剤師および他の医療スタッフの業務を見開し、その重要性について自分の意見をまとめ、  

発表する。（知織・態度）  
2・開局顔剤師の業務を見聞し、その重要性について自分の意見をまとめ、発表する。蜘潤い櫨度）  
3・製薬企楽および保健衛生、健康に関わる行政機関の業務を見聞し、社会において果たしている役割につい  

て討放する。挨［槻・態度）  

4・保鮎、福祉の重要性を具体的な体験に基づいて発表する。（知馳・態度）  

C 薬学専門教育  

【物理系薬学を学ぶ】   

Cl物質の物納性質  
一般目標：  

化学物質の基本的性聾を理解するために、原子・分子の構造、熱力諷反応臨などの基本的知識を修得  

し、それらを応用する技能を身につける。   

（1）物質の構造  

「般目棲：   

物質を構成する基本単位である原子および分子の性質を理解するために、原子雅弘分子構造および化学結  
合に関する基本的知硝と技能を修得する。   

【化学紆釦   
到達目棲：  

1）化学結合の成り立ちについて説明できる。   

2）軌道の混成について説明できる。   

3）分子軌道の基本概念を説明できる。   

4）共役や共鳴の概念を説明できる。   

【分子間相互作用】   
到達目積：  

1）静魔神互作用について例を挙げて説明できる。  

4  
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【自発的な変化】．   

到達目標：   

T）エントロピーについて説明できる。   

2）熱力学第二法則について説明できる。   

3）‘代表的な物理変化、化学変化に伴うエントロピー変化を計算できる。鯛、技能）   

4）熱力学第三法則について説明できる。   

5）・自由エネルギーについて説明できる。   

6）熱力学関数の計算結果から、自発的な変化の方向と程度を予測できる。（知時、技青斡   

7）自由エネルギーの圧力と温度による変化を、式を用いて説明できる。   

8）自由エネルギーと平衡定数の温度依存性bdtHo茸の式）について説明できる。  

△9）兵役反応について例を挙げて説明できる。   

（3）物質の状態Ⅱ  

「役目療：   

複雑な系における物質の状態および相互変換過程を熱力学に基づき解析できるようになるために、溶恢およ  

び電気化学に関する基本的知識と技能を修得する。   

【物理平衡】   
到達目壌：  

1）相変化に伴う熱の移動（Clau5il遁・Cl叩eymnの式など）について説明できる。   

2）相平衡と相御こついて説明できる。   

3）代襲的な状態図（一成分系、二成分系、三成分系相図）について説明できる。   

4）物質の御窄平衡について説明できる。   

5）溶液の束一的性質（浸透圧、沸点上昇、凝周点降下など）について説明できる。   

6）界面における平附こついて説明できる 

7）吸着平衡について説明できる。  

△8）代衷的な物理平衡を観測し、平衡定数を求めることができる。（技能）   

【溶織の化学】、   
到達目標：  

1）化学ポテンシャルについて説明できる。   

2）清澄と括丑係数について説明できる。   

3）平衡と化学ポテンシヤノレの関係を説明できる．   

4）喝解蟹のモル伝導度の浪度変化を説明できる。  

◆ 5）イオンの輪率と移動度について説明できる。   

6）イオン晩熟こついて説明できる．   

7）砥解炸の活塵係数の漉度依存性のebye・Hucblの封について説明できる。   

【暖気†ヒ学】   
到達目標：  

1）代表的な化学低地の鱒析とその榊成について説明できる。   

2）・棲準亀奄電位について説明できる。   

3）起砥力と標準自由エネルギー変化の関係を説明できる。  

△4）Nern5tの式が誘導できる。   

5）濃淡電池について説明できる。  

△6）膜髄位と能動愉送について説明できる。  

（4）物質の変化  

一般目標： 
物質の変換過程を理解するために、化学反応速度論、および反応速度に影響を与ネる諸因子に関する基本的  

知和と技能を修得する。   

【反応速度】   

到達目標：  

1）反応次数と速度定数について説明できる。   

2）微分型速度式を布三分型速度式に変換できる。（知識・技能）  

3）代表的な反応次数の決定法を列挙し、説明できる。   

4）代表的な㈱一次反応の反応速度を洲定し、速度定数を求めることができる。（技能）‘   

5）代表的な場合反応（可逆反応、平行反応、連続反応など）．の特徴について鋭明できる。   

6）反応速度と湿度との関係（A汀beI血sの式）を説朋できる。  

△7）衝突埋玲について概説できる。  

△8）遷移状態理論について概説できる。   

9）代表的な触媒反応（酸・塩基触媒反応など）について説明できる。 

10）－酵素反応、およびその桔抗阻奮と非括抗阻害の糠附こついて説明できる。   

【物質の移動】   
到達目標：   

1）拡散および溶解速度について説明できる。   

2）沈降現象について説明できる。   
3）流動現象および粘度について説明できる。  

C2 化学物質の分析  

一般目標：   

化学物質（医薬品を含む）をその性矧こ基づいて分析できるようになるために物質の定性、定盤などに必  

要な基本的知識と技能を修塙する。   

（1）化学平衡  

「般目標：   

水溶液中での物質の性質を理解するために、各種のイ開こ関する基本的知識と軌定の基棚を修得  

する。   

【酸と塩惑   
到達目標：  

1）酸・塩基平衡を覿明できる。  

△2）溶液の水素イオン濃度（pH）を測定できる。（技能）   

3）溶液のpHを計算できる。（知識t技青勒   

4）緩衝作用について具体例を挙げて説明できる。   

5）代表的な緩衝液の特徴とその調製法を説明できる。   

6）化学物質のpHによる分子形、イオン形の変化を説明できる。   

【各種の化学平野】   
至り連日壕：   

1）■錐体・・キレート生成平衡について説明できる。  
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（3）分析技術の臨床応用・  

「般目標：   

薬学研究や臨床瑚で分析技術を適切に応用するために、代袈的な分析法の基本的知識と技能を修得する。   

【分析の鞘胴   
到達目標：  

△1）代表的な生体試料について、目的に即した前処理と適切な取扱いができる。（技能）   

2）臨床分析における精度管理および擦準物質の悪戯を説明できる。   

【分析技術】   
到達目標：  

1）臨床分析の分野で用いられる代表的な分析法を列挙できる。  

・2）免疫反応を用いた分析法の原理、実施法および応用例を説明できる。   

3）酵素を用いた代穀的な分析払の原理を説明し、実施できる。（知撒・技能）   

4）電気泳動怯の原理を説明し、実施できる。（知和・技能）   

5）代表的なセンサーを列挙し、原理および応用例を説明できる。  

△6）代表的なドライケミストリーについて概説できる。   

7）代表的な画像診断技術Ⅸ線検査、mスキャン、MRL超音波、核医学検査など）について概説でき  
る。   

8）画像診断薬（造形剤、放射性医薬品など）について概説できる。  

△9）薬学領域で繁用されるその他の分析技術（バイオイメージング、マイクロチップなど）について概説できる。   

【薬毒物の分析】   
到達目標：  

1）毒物中毒における生体試料の取扱いについて説明できる。   

2）代表的な中幕原因物質（乱用薬物を含む）のスクリーニング法を列挙し、説明できふ  

△3）代表的な中森原因物質を分析できる。（技能）  

C∂ 生体分子の姿・かたちをとらえる  

一般目標：   

生体の機能や医薬品の働きが三次元的な相互作用によって支配されていることを理解するために、生体分子  

の立体構造、生体分子が関与する相互作用、およびそれらを解析する手法に関する基本的知穐と技能を修得す  

る。   

（1）生体分子を解析する手法  

一般目標：   

生体分子、化学物質の姿、かたちをとらえるために、それらの解析に必要な方法に関する基本的知織と技餞  

を修得する。   

【分光分析法】   
到達目標：  

1）紫外可視吸光度測定法の原理を説明し、生体分子の解析への応用例について説明できる。   

2）蛍光光度法の原理を説明し、生体分子の解析への応用例について説明できる。  

△3）赤外・ラマン分光スペクトルの原理と、生体分子の解析への応用例について説明できる。  

△4）電子スビン共鳴0詔R）スペクトル測定法の原理と、生体分子の解析への応用例について説明できる。   

5）旋光度測定法（旋光分個人円偏光二色性測定法の原理と、生体分子の解析への応用例について説明できる。  
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2）沈殿平衡俺解度と溶解度穣）について説明できる。   

3）酸化還元電位について説明できる。   
4）酸化還元率衡について説明できる。   
5）分配平衡について説明できる，   
6）イオン交換について説明できる。   

（2）化学物質の検出と定量  

一般目棲：   

試料中に存在する物質の種類および濃度を正確に知るために、代表的な医薬品、その他瑚ヒ学物質の定性・  
定量法を含む各種の分離分析法の基本的知識と技能を修得する。   

【定性試険】   
到達目標：  

1）代表的な無機イオンの定性反応を説明できる。   
2）日本薬局方収載の代表的な医薬品の確瓢試験を列挙し、その内容を説明できる。  

・3）日本案局方収瓶の代表的な医薬品の純度試験を列挙し、その内容を説明できる。   

【定盤の基礎】   

到達日標：  

△1）実験値を用いた計算および統計処理ができる。（技能）   
2）医薬品分析法のバリデーションについて説明できる。   

3）日本薬局方収載の重盛分析法の原理および換作法を説明できる。   
4）日本薬局方収触の容盈分析法にっいて列挙できる。   
5）日本薬局方収職の生物学的定過法の特徴を説明できる。   

【容塵分析】   

到達目標：  

1）中和繍定の原理、操作法および応用例を説明できる。   
2）非水満定の原理、操作法および応用例を説明できる。   
●3）キレート滑走の原理、操作法および応用例を説明できる。   
4・）沈殿摘定の原理、操作法および応用例を説明できる。   

5）酸化遊元滑走の原理、操作払および応用例を説明できる。   
6）電気柵定偶位差肺魚電気伝導度滴定など）の原理、操作法および応用例を説明できる。  

△7）日本薬局方収鶴の代表的な医薬品の容塵分析を実施できる。（技在勤   

【金属元素わ分析】   
到達目標：  

1）原子吸光光度法の原理、．操作法および応用例を説明できる。   
2）発光分析法の原理、操作法および応用例を説明できる。   

【クロマトグラフィー】   
到達目標：  

1）クロマトグラフィーの種類を列挙し、それぞれの特徴と分離機構を説明できる。   
2）クロマトグラフィーで用いられる代表的な検出法と装檻を説明できる。  

△3）帝層クロマトグラフィー、液体クロマトグラフィーなどのクロマトグラフィーを用いて代表的な化学物  
質を分願分析できる。扶職■技石粉  
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【化学系薬学を学ぶ】   

C－4 化学物質の性質と反応  

一般目標：  

二化学物質（医薬品および生拗を含む）の基本的な反応性を醐写するために、代変的な反瓜分離法、構  

造決旋法などについての基本的知識と、それらを実施するための基本的技能を修痔する。   

（1）化学物質の基本的性質  

ナ般目標：   

基本的な鯉倦および有機化含物の樗直物性、反応性を理解するために、稲子配把、電子密度、化学結合の  

性質などに関する基本的知識を修得する。   

【基本葡萄口  
到達目標：  

1）基本的な化合物を命名し、ルイス棒造式で怒くことができる。   

2）薬学脚或で用いられる代表的化合物を肌用名で記述できる。   

3）有機化合物の性矧こ及ぼす共鳴の影響について説明できる。   

4）有機反応における結合の開裂と生成の様式について説明できる。   

5）基本的な有機反応（位換、付加、脱帆船の特徴を概説できる。  
．，6）・ルイス酸・塩基を定放することができる。   

7）炭素原子を含む反応中間体（カルポカチオン、カルペニオン、ラジ才人カノレベン）の構造と性質を説  

明できる占   
8）反応の進行を、エネルギー図を用いて説明できる。  

■ 9）有機反応を、電子の動きを示す矢印を用いて説明できる。   

【有機化合物の立体構造】   
到達目標：   

1）構造異性体と立体異性体について説明できる。   

2）キラリティーと光学静性を概悦できる。   

3）エナンチオマーとジアステレオマ一について説明できる。   

4）ラセミ体とメソ化合物について説明できる。   

5）絶対商己直の袈示法を説明できる。   

6）Fi監her投影式とNeⅥnm投影式を用いて有機化合物の構造を書くことができる。   

7）エタンおよびブタンの立体配座と安定性について鋭明できる。   

【無敗化合物】   
到達目標：－   

1）代表的な典型元素を列挙し、その特徴を説明できる．   

2）代穀的な避移元素を列挙し、その特徴を説明できる。   

3）窒素酸化物の名称、構造、性質を列挙できる。   

4）イオウ、リン、ハロゲンの酸化物、オキソ化合物の名称、構造、性質を列挙できる。   

5）代表的な無機医薬品を列挙できる。   

【錯桐   
到達目標：   

1）代表的な錐体の名称、構造、基本的性質を説明できる。  

■11  

△6）代表的な生体分子（核酸、タンパク質）の紫外および蛍光スペクトルを測定し、構造上の特徴と関連付  

けて説明できる。（知識・技青め   

【細島スペクトル】   
到達目標：  

1）核社気共鳴スベタトノ凋り定法の原理を説明できる。  
△2）生体分子の解析への核磁気共鳴スペクナノ噌愴法の応用例について醜明できる。   

【質螢分析】   
到達目標  
1）質量分析法の原理を説明できる．  

△2）生体分子の解析への質量分析の応用例について説明できる。   

【Ⅹ舶励鞘吊   
到達目標  
1）Ⅹ線結晶解析の原理を概鋭できる。  

△2）生体分子の解析へのⅩ線結晶解析の応用例について説明できる。   

【相互作用の解析法1   

到達目標  
△1）生体分子間相互作用の解析法を概説できる。   

（2）生体分子の立体構造と相互作用  

一般目標：   

生体分子の機能および医罪晶の働きを立体的、動的にとらえる・た酬もタンパク質、核酸および脂質などの  
立体榊造やそれらの相互作用に関する基本的知純を修得する。   

【立体賑割   
到達目標：  

1）生体分子（タンパク玖核酸、脂質など）の立体構造を概説できる。  
△ブ）タンパク質の立体構造の自由度について概説できる。   

3）タンパク質の立体構造を規定する因子働く性相互作用、静電相互作用、水非結合など）について、具  
体例を用いて説明できる。  

△4）タンパク質わ折りたたみ過程について概説できる。   

5）■核酸の立体構造を規定する相封乍用について、具体例を挙げて説明できる。   
6）生体膜の立体構造を規定する相互作用について、具体例を挙げて説明できる。   

【相互作用】   
到達目標：  

1）鍵と鍵穴モデルおよび誘導適合モデ／吊こついて、具体例を挙げて説明できる。  
△2）■転写・覇珊モ、シグナル伝達における代表的な生体分子間相互作用について、・具体例を挙げて説明できる．   

3）脂質の水中における分子集合構造仏乳 ミセル、膜タンパク質など〉について説明できる。  
△4）生体高分子と医薬品の相互作用における立体構造的要因の重要性を、具体例を挙げて説明セきる。  

10  
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【概説】   
到達目標：  

1〉代表的な官能基を列挙し、個々の官能基を有する化合物冬Ⅳ払Cの規紬こ従って命名できる。   
2）複数の官了氾基を有する化合物をImCの規則に従って命名できる。   

3）生体内高分子と乗物の相互作用における各官能基の役割を説明できる。  

△4）代表的な官能基の定性試験を実施できる。（技能）   

5）官能基の性質を利用した分離摘剥を実施できる。（技胎   

6）日常生活で用いられる化学物質を官能基男引こ列挙できる。   

【有格ハロゲン化合物】   
到達目横：  

1）有槻ハロゲン化合物の代袈的な性質と反応を列挙し、説明できる。   

2）求核渾換反応伍NlおよびSN2反応）の機構について、立体化学を含めて説明できる。   

3）／、ログン化アルキルの脱ハロゲ珂ヒ水兼の機構を図示し、反応の位置選択性岱ayt次郎り）を説明でき  

る。   

【アルヲールフェノール・チオール】   
到達目楳：  

1）アルコール類の代表的な性質と反応を列挙し、説明できる。   

2），フェノーノ順の代表的な性質と反応を列挙し、硯明できる。   

3）フェノール顆、チか／順の抗酸化作用について説明できる．   

【エーテル】   
到達目標：  

1）エーテル煩の代表的な性質と反応を列挙し、説明できる。．   

2）オキシラン類の開環反応における立体棒異性と位攫選択性を説明できる。   

【アルデヒド・ケトン・カルポン酸】   

到達目標：  

1）アノレデヒド窺およびケトン類の性質と、代表的な求核付加反応を列挙し、説明．できるb   

2）カルポン酸の代表的な性質と反応を列挙し、説明できる。   

3）カルポン酸誘導体（酸ハロゲン化物、酸無水物、エステル、アミド、ニトリル）の代表的な性質と反応  

を列挙し、説明できる，   

【アミン】   
到達目標：   

1）アミン嬢の代表的な性質と反応を列挙し、説明できる。   
2）代表的な生体内アミンを列挙し、構造式を番くことができる。   

【官能基の酸性度・塩基性度】   

到達目標：   

1）アルコール、チオール、フェノール、カルポン酸などの酸性度を比較して説明できる。   

2）アルコール、フェノール、カルポン酸、およびその誘導体の酸性度に影郡を及ぼす因子を列挙し、説明  

できる。   
3）含窒素化合物の塩基性度を説明できる。  

2）配位結合を説明できる。   

3）代表的なドナー原子、配位基、キレート試薬を列挙できる。   
4）鎗体の安定度定数について説明できる。   

5）錯体の安定性に与える配位子の構造的要素（キレート効果）について説明できる。   

6）錯体の反応性について醐できる。   

7）医薬品として用いられる代表的な銘体を列挙できる。   

（2）有機化合物の骨格  

一般目標：   

脂肪族および芳香鮒ヒ水素の性質を㈲‾るために、．それぞれの基本隋造、物理的性質、反応性に閑する  
基本的知識を修得する。‾   

【アルカン】   

到達目標：  

1）基本的な炭化水素およびアルキル基をⅠ肝ACの規則に従って命名することができる。   
2）アルカンの基本的な物性について説明できる。   

3）アルカンの構造異性体を圃示し、その数を示すことができる。   
4）㌣クロアルカンの環の歪みを決定する要因について説明できる。   
5）シクロヘキサンのいす形配座と舟形配座を図示できる。．   

6）シクロヘキサンのいす形配座における水素の結合方向（アキシァル、エクアトリアル）を図示できる。   
7）置換シクロヘキサンの安定な立体配座を決定する要因について説明できる。   

【アルケン・アルキンの反応性】   

到達目桜：  

1）アルケンへの代表的なシン型付加反応を列挙し、反応機構を説明できる。   
2）アルケンへの臭素の付加反応の機構を図示し、反応の立体特異性（アンチ付加）を鋭明できる。   
3）アルケンへのハロゲン化水琴の付加反応の位置選択性毎頭ovnikov月脇について説明できるこ   

4）カルポカチオンの級数と安定性について説明できる。   

5）共役ジェンヘ？ハロゲンの付加反応の特徴について説明できる。   
6）アルケンの酸化的開裂反応を列挙し、構造解析への応用について説明できる。   

7）アルキンの代表的な反応を列挙し、説明できる。   

【芳香族化合物の反応性】   
到達目標：  

1）代表的な芳香族化合物を列挙し、その物性と反応性を説明できる。   
2）糊生田u止el如）の概念を説明できる。   
3）芳香族化合物の求電子置換反応の機構を説明できる8   

4）芳香族†ヒ合物の求魔子置換反応の反応性および配両性に及ぼす醍換基の効果を説明できる。   
5）芳酎釘ヒ合物の代表的な求核置換反応について説明できる。   

（3）官能進  

一紋日標：   

官能基が有機化倉吻k与える効果を理解するために、カルポニル温アミノ基などの官能韮を有する有機化  

合物について、反応性およびその他の性矧こ関する基本的知租を修得し、それらを応用するための基本的技能  
を身につける。  
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【比旋光度】   
到達目標：  

1）比旋光度測定法の概略を説明できる。  

△2）実測値を用いて比旋光度を計界できる。．（技能）  

△3ト比旋光度と絶対配置のl娼係を説明できる。  

△4）旋光分散と円二色性について、原理の概略と用途を説明できる。   

【総合演習】   

到達目標：  

1）十モ襲的な機器分析法を用いて、基本的な化合物の構造決定かできる。（技船   

C－5 ターゲット分子の合成  
一般目標：   

入手容易なイ出合物を出発物質として、医非品を含む目的化合物′｝ヒ学変換するために、有槻合成法の基本的  

知育級、・技能∴態度を修得する。   

（1）官能基の乱入・変換  

「般目標：   

個々の官能韮を獄入、変換するために、それらに関する州と技能を修得する。  

到達目療：   

1）アルケンの代表的な合成法について説明できる。   

2）アルキンの代表的な合成法について鋭明できる。   

3）有挽ハロゲン化合物の代表的な合成法について税明できる。   

4）アルコールの代表的な合成法について説明できる。   

5）フェノールの代表的な合成法について説明できる。   

6）エーテルの代表的な合成法について説明できる。   

7）アルデヒドおよぴケトンの代表的な合成牡について説朋できる。   

8）カルポン酸の代表的な合成法について説明できる。   

9）ガルボン酉押導体（エステル、アミド、ニトリノh酸ハロゲン化物、酸無水物）の代表的な合成法につ  

いて説明できる。  
10）アミンの代表的な合成法について説明できる．  

11）．代表的な官能基選択的反応を列挙し、その機構と応用例について説明できる。  

12）代表的な官能基を他の官能基に変換できる。（技胞   

（2）複純な化合物の合成  

「般目標：   

医薬品を含む目的化合物を合成するために、代表的な炭頚骨格の構築法などに関する基本的知和、技弛、態  

度を修得する。   

【炭ヨ絹・格の構築法】   
到達目標：   

1）Diels一心der反応の特徴を具体例を用いて説明できる白   

2）転位反応を用いた代表的な炭素骨格の構築法を列挙できる。   

3）代表的な炭兼松の占Ⅹaと反応性の関係を説明できる。  

（4）化学物質の  

「般目標：   

基本的な化学物質の構造決定ができるようになるために、核磁気共鳴餅MR）スペクトル、表外吸収OR）  
スべクトノhマススペクトルな．どの代表的な臓器分析法の基本的知瓢と、データ解析のための基本的技能を修  

得ナる。   

【総論】   
到達目標：  

1）化学物質の構造決定に用いられる機器分析法の特徴を説明できる。   

【1HNMR】   

到達目標：  

1）皿スペクトルの概要と測定法を説明できる。   
2）化学シフトに及ぼす構造的要因を説明できる。   
3）有機化合物中の代表的水素原子について、おおよそ瑚ヒ学シフト借を示すことができる．   

4）重水添加によ◆る重水素置換の方法と原理を説明できる。   
5）1HNMRの積分値の意味を説明できるら   

6）1HNMRシグナルが近接プロトンにより分裂（カップリンのする理由と、分裂様式を説明できる．   
7）1HNMRのスピン結合定数から得られる情報を列挙し、その内容を説明できる。   
8）代表的化合物の部分村B堂を1HNMRから決定できる。㈱   

【13CNMR】   

到達目標：  

1）1ユCNMRの測定により得られる情報の概略を説明できる。   
2）代表的な構造中の炭素について、おおよその化学シフト借を示すことができる。   

【mスペクトル】   

到達目標：：  

1）mスペクトルめ概要と測定法を説明できる。   
2）．mスペクトル上わ基本的な官能基の樹生吸収を列挙し、帰属することができる。（知識・技能）   

【紫外可視吸収スペクトル】   
到達目標：   

1）化学物質の柵造決定における紫外可視吸収スペクトルの役割を説明できる。   

lマススペクトル】   

到達目標：  

1）マススペグトルの概要と測定法を説明できる。   
2）イオン化の方法を列挙し、それらの特徴を説明できる。   
3）ピークの種類（基準ビナク、分子イオンピーク、同位体ピーク、フラグメントピーク）を説明ができる。   
4）塩葬原子や臭素原子を含む化合物のマススベクトノlの特徴を説明できる。  

′ 5）代表的なフラグメンテーションについて概説できる。   

6）高分解能マススペクトルにおける分子式の決定法を説明できる。   

7）基本的な化合物のマススペクトルを解析できる。（技把  
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【生体内で放能する錨体・無敗一蛤物】   

到達目標：  

1）生体内に存在する代表的な金属イオンおよび錐体の機能について説明できる。   

2）活性酸索の構造、電子配匠と性質を説明できる。   

3）一酸化窒索の電子配世と性質を説明できる。   

【化学から観る生体ダイナミクス】   
到達目標：  

1）代襲的な酵素の基質結合部位が有する構造上の特徴を具体例を挙げて説明できる。  

△2）代表的な酵素（キモトリプシン、リボヌクレアーゼなど）の作用機構を分子レベルで説明できる。  

△3）タンパク質リン酸化におけるATPの役割を化学的に説明できる。   

（2）医薬品のコアとパーツ  

一般目標：   

医薬品の作用を化学構造と関運づけて現降するために、医非晶に含まれる代袈的な柵造とその性矧こ閲する  

基本的知循と技能を修得する。   

【医賽晶のコンポーネント】   
到達目標：   

1）代表的な医薬品のコア構遁（ファーマコフォア）を指摘し、分析できる。  

△2）医薬品に含まれる代表的な官能基を、その性矧こよって分煩し、医薬品の効果と結びつけて説明できる。   

【医薬品に含まれる複糊】   
到達目標：  

1）医薬品として禄糊化合物が繁用される根拠を説明できる。   

2）医薬品！こ含まれる代表的な複素琉化合物を指摘し、分類することができる。   

3）代表的な芳香族複糊化合物の性質を芳香族性と関連づけて説明できる．   

4）代表的芳香族複素環の脚直子育噛こ対する反応性および配向性に？いて説明できる。   

5）代表的芳香族複素環の求核試薬に対する反応性およて．昭己向性について説明できる。   

【医薬品と生体高分子】   
到達目標：   

1）生体高分子と非共有結合的に相互作用しうる官能基を列挙できる。   

2）生体高分子と共有結合で相互作用しうる官能甚を列挙できる。  

△3）分子模型、コンピューターソフトなどを用いて化学物質の立体構造をシミュレートできる。伽掛技能）   

【生体分子を模倣した医薬品】   
到達目標：   

1）カテコールアミンアナログの医薬品を列挙し、それらの化学構造を比較できる。   
2）アセチルコリンアナログの医薬品を列挙し、それらの化学構造を比故できる。   

3）ステロイドアナログの医薬品を列挙し、それらの化学構造を比敏できる．   

4）核酸アナログの医薬品を列挙し、・それらの化学構造を比較できる。   

5）ペプチドアナログの医薬品を列挙し、それらの化学構造を比牧できる。   

【生体内分子と反応する医英晶】   

到達目標（例示）：   

1）アルキ／叫ヒ剤とDNA塩基の反応を説明できる。  
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4）代表的な炭素・炭素結合生成反応（アルドール反応、マロン酸エステル合成、アセト酢酸エステル合成、  

Michael付加、Mannich反応、Gripa適反応、Witdg反応など）について概説できるこ   

【位置および立体選択性】   
到達■目標：  

1）代表的な位置選択的反応を列挙し、その機構と応用例について説明できる．   

2）代表的な立体選択的反応を列挙し、その機構と応用例について説明できる。   

【保護基】   
到達目標：  

△1）官能基毎に代表的な保護塞を列挙し、その応闇例を説明できる。   

【光学悟性化合物】   
到達目凛：  

1）光学活性化合物を得るための代表的な手法（光学分割、不斉合成など）を説明できる。   

【総合演習】   
到達目標ニ  
1）課題として与えられた化合物の合成法を立案できる。知識・技能）  

△2）課題として与えられた医薬品を合成できる。（技昔日  

△3）反応廃液を適切に処理する。（技能・態度）  

C・6生体分子■医薬品を化学で理解する  

一般目棲：   

生体分子の機能と医薬品の作用を化学構造と関連づけて理解するために、それらにl撤する基本的知識と技  

能を修得する。   

（1）生体分子のコアとパーツ  

一般目標：   

生体分子の機能を理解するために、生体分子の基本桃造とその化学的性矧こ関する基本的知識を修得する。   

【生体分子の化学構造】   
到達目標：  

1）タンパク質の高次構造を規定する結合（アミド基間の水素結合、ジスルフィド結合など）および相互作  
用について説明できる。   

2）糖類および多地類の基本構造を概説できる。   

3）糖とタンパク質の代簸的な結合様式を示すことができる。   

4）核酸の立体構造を規定する化学結合、相互作用について説明できる。   

5）生体膜を桃成する脂質の化学借造の特徴を説明できる。   

【生体内で隆能する複素環】   
到達目凛：  

1）生体内に存在する代表的な複素賃化合物を列挙し、．構造式を番くことができる。   

2）核離塩基の構造を背き、水素結合を形成する位倍を示すことができる。  

△3）複素界を含む代表的な補酵素（フラビン、NAD、チアミン、ヒリドキサーノh葉酸など）の機能を化学  

反応性と関連させて説明できる。  

16  



【生薬の同定と品質評価】   
到達目標：  

1）日本薬局方の生爽総則および生薬試験掛こついて説明できる。   

2）代袈的な生薬を鋸Bりできる。（技㈲  
△3）代表的な生薬の確認試験を実施できる。（技胞  

△4）代表的な生薬の純度試験を実施できる。（村脚   
5）生薬の同定と品質評価掛こついて概説できる。   

（2）其の宝庫としての天然物  

一般目標：   

医薬品開発における天然物の重要性と多棟性を理解するために、自然界由来のシーズ（医薬品の副および  

抗生物質などに関する基本的知和と技能をイ参持する．   

【シーズの探索】   
到達目標：  

1）医薬品として使われている天然有㈲ヒ合物およびその誘導体を、具体例を挙げて税明できる。  

△2）シーズの探索に巽赦してきた伝統医学、民族植物学を例示して概説できる。  
△3）医凍原料としての天然物質の資源柵保に関して問題点を列挙できる。   

【天然物質の取扱い】   
到達目標：  

1）天物質の代表的な抽出牡、分離精製鍵を列挙し、実施できる．（技能）  
△2）代表的な天然有撒化合物の榊速決定阻こついて具体例を挙げて概説できる。   

l微生物が生み出す医療品】   

到達目標：   

1）抗生物質とは何かを説明し、化学構造に基づいて分類できる。   

【発酵による医薬品の生産】   
到達目標：   

1）微生物による抗生物質（ペニシリン、ストレプトマイシンなど）生産の過程を概説できる。   

【発酵による有用物質の生産1   

到達目標：   

1）微生物の生産する代表的な糖質、酵素を列挙し、利用法を説明できる。   

（3）現代医療の中の生薬・漢方薬■  

一般目標：   

頸代医療で使用される草葉・漢方矧こついて理解するために、漢方医学の考え方、代表的な漠方処方の適用、  
薬効刑臓こついての基本的知撒と技碓を儲尋する。   

【漢方医学の基礎】   
到達目標：   

1）漢方医学の特徴について概説できる。   

2）淡方策と民間薬、代替医療との相違につレ、て説明できる。   

3）漢方薬と西洋薬の基本的な利用法の違いを概説できる。   
4）漢方処方と「証」との関係について概説できる。  
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2）インタTカレークーの作用竣序を図示し、説明できる。  

3）βうクタムを持つ医薬品の作用機序を化学的に説明できる。  

C・7 自然が生み出す薬物・  

一般目標：自然界に存在する物質を医薬品として利用するために、代表的な天然物質の起源、特色、臨床応用  
および天然物質の含有成分の単離、構造、物性、生合成系などについての基醐と、それらを活用するた  
めの基本的技能を修得する。   

（1）罪になる勒植鉱物  

「般目標：   

薬として用いられる動物・植物・鉱物由来の生薬の基棚を理解するために、それらの基原、性駄、含  
有成分、生合成、品質評価、生産と流温歴史的背景などについての基軸勺知乳およぴそれらを活用するた  
めの基本摘支給を修得する。   

【生薬とは何か】   
到達目標：  

1）代表的な生薬を列挙し、その特徴を説明できる。・   
2）生薬の歴史について概説できる。・  

△3）生薬の生産と流通について概説できる。   

●【薬用植物】   

到達目標：  

△1）代表的な琴称縫物の形憶を観察する。（技組   
2）代表的な薬用植物の学名、薬用部位、薬効などを列挙できる。   

3）代表的な生薬の産地と韮麻植物の関係について、具体例を挙げて説明できるi  

△4）代表的な薬用植物を形傲らき似ている植物と区別できる。（技能）   
5）代表的な蒸用植物に含有される薬効成分を説明できる。   

【植物以外ゐ医薬資源】   
到達目標：   

1）動物、鉱物由来の医薬品について具体例を挙げて説明できる。   

【生共成分の構造と生合成】   
到達目標：   

1）代表的な生薬成分を化学柵造から分赦し、それらの生合成経路を概説できる。   
2）代表的なテ／レぺノイド‘坤等速を生合成経路に基づいて説明し、その基原植物を挙げることができる。   
3）代表的な執亡席己糖体の構造を生合成経路に基づいて説明し、その基原植物を挙げることができる。   
4）代表的なアルカロイドの構造を生合成経路に基づいて説明し、その基原綿物を挙げることができる。   

5）代表的なフラボノイドの構造を生合脚に基づいて説明し、その基原植物を挙げることができる。   

6）代表的なフユニルプロパノイドの柵窒を生合成経路に基づいて説明し、その基原種物を挙げることができ  

る。   

7）代表的なポリケチドの構造を生合成経路に基づいて説明し、その基原種物を奉げることができる。   

【膜、香粧晶としての利用】   
到達甘標：  

1）天然物質の農薬、香粧晶などの原料としての有用性について、具体例を挙げて説明できる。  
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【呼吸器系】   
到達目標：－  

1）肺、気管支について機能と構造を関連づけて説明できる。  

【消化措系】   
到達目標：  

1）胃、／j、腸、大腸などの消化管について機能と構造を関連づけて説明できる。   

2）肝放、躇臥月旦矧こついて機能と構造を関連づけて説明できる。   

【泌尿器系】   
到達目標：  

1）常軌膀胱などの泌尿器系臓器について機能と構造を関連づけて説明できる。   

【生殖器系】   
到達目標：  

1） 

【内分泌系】   
到達目標：  

1）脳下垂体、甲状腺、副腎などの内分泌系臓矧こついて機能と構造を関連づけて説明できる。   

【感覚器系】   
到達目凄：  

1）限、耳、鼻などの感覚器について機能と構造を関連づけて説明できる。   

【血液・造血器系】   
到達目標：  

1）骨髄、牌臓、胸腺などの血鞭・造血器系腱について機能と構造を関連づけて説明できる。   

（2）．生命体の基本単位としての糾庖  

「股目標：   

多細包生物の成り立ちを納包レベルで理解するために、細胞の増殖、分化、死の制御と組紐構築に関する基  

本的知砕を修得し、それらを扱うための基本的技能を身につける。   

【細胞と組純】  
到達目標：  

1）細胞集合による組織構築について説明できる。   

2）臓器、組織を構成す‾る代穀的な細胞の種類を列挙し、形態的串よび機能的特徴を説明できる。  
△3）代表的な細包およてノ醐睦顕微鏡を用いて観察できるニ（技能）   

【細鱒踵】   

到達目標：  

1）細胞膜の構造と性質について説明できる。   

2）細胞幌を構成する代表的な生体分子を列挙し、その機能を説明できる。   

3）細胞膜を介した物質移動について説明できる。  

5）代表的な漢方処方の適応症と配合生薬を説明できる。   

6）漢方処方に配合されている代表的な生薬を例示し、その有効成分を説明できる。  
△7）漢方エキス製剤の特徴を煎液と比較して列挙できる。   

【漢方処方の応用】   
到達目積：  

1）代表的な疾患に用いられる生薬及び漢方処方の応用、使用上の注意について概説できる。   

2）漢方薬の代表的な副作用や注意事項を説明できる。  

［生物系薬学を学ぶ】   

C8 生命体の成り立ち  
「役目棲：  

生命体の成り立ちを個休、器官、細胞レ′勺レで理解するために、生命体の構造と機能調節などに関する基本  
楓技舌鼓櫨度をイ断る。   

（1）ヒトの成り立ち  

一般目標：  

人体の基本構造を理解するために、各器官系の構造と機胞こ関する基本的知和を修得する。   

【概論】  
・到達目標：  

1）ヒトの身体を柄成する臓器の名称、形儲および確内での位促を説明できる。   

2）ヒトの身体を構成する各臓器の役割分担について概説できる。   

【神経系】   
到達目標：  

1）中枢神経系の構成と機能の概要を説明できる。  

・2）体性神経系の構成と機能の概要を説明できる。   

3）自律神経系の柵成と機詑の概要を説明できる。   

【骨格系・筋肉系】   
到達目標：  

1）主な骨と関節の名称を挙げ、位偲を示すことができる。   

2）主な骨格筋の名称を挙げ、位位を示すことができる。   

【皮膚】   
到達目標：  

1）皮偶について機能と構造を関連づけて説明できる。   

【循環器系】   
到達目標：  

1）心臓について機能と構造を関連づけて説明できる。   

2）血管系について機能と構造を関連づけて説明できる。   

3）リンパ系について機能と構造を関連づけて説明できる。  
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【亨削ヒ■吸収の調節蝕構】   
到達目標：  

■1）消化吸収における神経の役割について説明できる。   

2）消化、吸収におけるホノレモンの役割について説明できる。   

【体温の調節蛾構】   
到達目標：  

1）体温の調節機構を説明できる。   

（4）小さな生き物たち  

一般目機：  

微生物の基本的l蛾を理解するために、微生物の分類、構造、生活史などに関する基本的知識を修得し、併  

せて代表的な微生物取扱いのための基本的技能と憶度を身につける．   

【l   
到達目標：  

1）生憶系の中での微生物の役割について説明できる。   

2）原核生物と真核生物の違いを鋭明できる。   

【細菌】  
・到達目標：  

1）細菌の構撃と増榔を説明できる。  
△2）細菌の系統的分類について説明でき、主な細菌を列挙できる。   

3）グラム陽性菌と陰性歯、好気性菌と嫌気性菌の違いを説明できる。   

4）マイコプラズマ、リケッチア、クラミジアナスビロ′、←タ、放線菌についてその特性を説明できる。   

5）月謝磯田菌の役酬こついて説明できる。   

6）細菌の漣伝子伝達（横合、形栗箪入、形質幅換）について説明できる。  

【細胞内小器官】   

到達目標：  

1）坤胞内小器官解くミトコンドリア、ノJ、胞体、リソソーム、カレジ体、ペルオキシソームなど）の構造  

と機能を説明できる。   

【細胞の分裂と死】   
到達目標：  

1）体細胞分裂の機楓こついて説明できる。   

2）生殖細胞の分裂機構について説明できる。   

3）アポトーシスとネクローシスについて説明できる。   

4）正常細胞とがん細胞の違いを対比して説明できる。   

【細胞間コミュニケーション】   

到達目標：  

1）細胞間の接着珊造、享な細胞接着分子の種類と特徴を説明できるb   

2）主な細胞外マトリックス分子の種類、分布、性質を説明できる．   

（3）生体の機方巨御節  

一般日額：   

ホメオスタシス（恒常性）の維持機構を個体レ／勺レで理解するために、生体のダイナミックな調節娩矧こ関  

する基本的知識を修頑する。   

【神経・筋の調矧幾構】   
到；垂目凛：  

1）神経系の興奮と伝導の調節機柵を説明できる。   

2）シナプス伝達の調節脚を説明できる。   

3）神経系、感覚器を介するホメオスタシスの調節機桃の代表例を列挙し、概説できる．   

4）筋収和の調節機構を説明できる。   

【ホルモンによる調節放酵】   

到達目標：  

1）主要なホルモンの分泌機構および作用機構を説明できる。   

2）血糖の調節機構を説明できる。   

【循潰・呼吸系の調節放栴】   
到達目標．：  

1）血圧の調節機構を説明できる。   

2）肺および組織におけるガス交換を説明できる．   

3）廟・線溶系の機構を説明できる。  

【体液の調節抄構】   

到達目標：   

1）体液の調節衡柄を説明できる。   

2）尿の生劇脚臥床盈の調節機構を説明できる。  

【細菌毒索】   
到達目模：  

1）代表的な細菌毒素の作用を説明できる。   

【ウイルス】   
到達目標：  

1）代表的なウイルスの析造と増殖過程を説明できる。  

△2）ウイルスの分類法について概説できる。  

△3）代表的な動物ウイルスの培養法、定量法について説明できる。   

【其菌■・原虫∴その他の微生物】   

到達目標：  

1）主な其菌の性状について説明できる。  

△2）主な原虫、寄生虫の生活史について説明できる。   

【消奄と滅菌】   
到達目標：  

1）滅菌、消毒、防腐および殺菌、静菌の概念を説明できる。  

△2）主な消毒薬を適切に使用する。（技能・態度）  

23  
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3）ビタミンの欠乏と過剰による症状を説明できる。   

（2）生命情報を：担う迫伝子  

一般目標：   

生命のプログラムである遺伝子を理解するために、核酸の構造、機能および代謝に関する基本的知識を修得  
する。   

【女クレオチドと核酸】   
到達目標：  

1）核酸塩基の代謝（生合成と分解）を説明できる。   

2）DNAの構造について説明できる。   

3トRNAの構造について説明できる。   

【辿伝情報を担う分子】   
到達目標：  

1）遺伝子発現に関するセントラルドグマについて概説できる。   

2）・DNA鎖とRNA鎖の顆似点と相遊点を説明できる。   

3）ゲノムと遼伝子の関係を説明できる。   

4）染色体の構造を説明できる。   

5）遺伝子の構造に関する基本的用語（プロモーター、エン／＼ンサー、エキソン、イントロンなど）を説明  

できる。   

6）RNAの税額と働きについて説明できるこ   

【怯写と翻訳のメカニズム】   
到達目標：  

1）DNAからRNAへの転写について説明できる．   
2）転写の調節について、例を挙げて説明できる。   

3）RNAのプロセシングについて説明できる。   

4）RNAからタンパク質への翻訳の過程について説明できる。   

5）リボソームの構造と機能について説明できる。   

【遺伝子の複製・変異・修復】   

到達目標∴   
1）DNA．の複製の過程について説明できる。   

2）遺伝子の変異・（突然変異）について説明できる。   

3）DNAの修復の過程について説明できる。   

【遺伝子多型】   
到達目標：  

1）一塩基変異（SNPs）が槻緒におよぽす影掛こついて概説できる。   

（3）生命活動を捜うタンパク質  

′一般目標■：   

生命活動の担い手であるタンパク質、酵素について理解するために、その構造、性状、代謝についての基本  

的知純を修得し、それらを取り扱うための基本的技能を身につける。  

△3）主な滅菌法を実施できる。（技青田  （OSCEの対彙）  

【検出方法】   
到達目凛：  

△1）グラム染色を実施できる。（技能）  
△2）無菌操作を実施できる。（技能）  

△3）代表的な細菌または其菌の分離増養、純培養を実施できる。（技能）  
△4）細菌の同定に用いる代表的な試験法◆牲化学的性状試験、血清型別試験、分子生物学的弼斜について  

説明できる。  

△5）代表的な細菌を同定できる。（技能）  

C9 生命をミクロに理解する・  

「般目標：   

生物をミクロなレノウレで理解するために、細胞の機餞や生命活動を支える分子の役割についての基本的知和  
を修得し、併せてそれらわ生体分子を取り扱うための基本的技能と態度を身につける。   

（1）細胞を構成する分子  

「般一目標：   

生命の活動単位としての御地の成り立ちを分子レベルで理解するために、その構成分子の構造、生合成、性  
状、・機能に関す右連木的無間を修待し、それらを取り扱うための基本的技能を身につける。   

【トけ呉】   

到達目標：  

1）脂質を分類し、構造の特徴と役割を説明できる。   
2）脂肪酸の称頬と役割を説明できる。   

3）脂肪酸の生合成経路を説明できる。   
4）コレステロールの生合成経路と代謝を説明できる。   

【糖賛】   
到達目標：  

1）カレコ」スの構造、性質、役割を説明できる。   
2）グルコース以外の代表的な単級、および二糖の聯、構造、性質、役割を説明できる。   
3）代表的な多糖の構造と役割を説明できる。  

△4）糖質の定性お、よび定量試験法を実施できるら（技細   

【アミノ酸】   

到達目標：  

1）アミノ酸を列挙し、その構造に基づいて性質を説明できる。   

2）アミノ酸分子中の炭素および窒素の代鰍こついて説明できも。  

△3）アミノ破の定性および定盤試験法を実施できる。（技胞   

【ビタミン】   
到達目標：  

1）水狩性ビタミンを列挙し、各々の構造、基本的陸風禰酵素や補欠分子として関与する生体内反応につ  
いて説明できる。   

2）脂溶性ビタミンを列挙し、各々の構造、基本的性許と生理触能を説明できる。  

24  
25  

38   
29  



7）エネルギー産生におけるミトコンドリアの役割を説明できる。   

8）AT？産生阻零物質を列挙し、その粗書機構を説明できる。   
9）ベントースリン酸回路の生理的役割を説明できる。  

10）アルコール発酵、苧L激発酵の生理的役割を説明できる。   

【飢餓状騒と飽食状憶】′   
到達目撰：  

1）グリコーゲンの役割について説明できる。   

2）塘新生について説明できる。   
3）飢餓状櫨のエネルギー代謝（ケトン体の利用など）について説明できる。   

4）余剰のエネルギーを番えるしくみを説明できる。   

5）食餌性の血謄変掛こついて説明できる。   
6）インスリンとグル声ゴンの役割を説明できる。   

7）糖から脂肪酸への合成経路を鋭明できる。   
8）ケト原性アミノ酸と糖原性アミノ観こついて説明できる。   

（5）生餌性分子とシグナノl分子  

一般目標：  

生体のダイナミックな情報ネッ．トワーク脚を吻酎璃鵬レ～レで理解するために、代表的な情報伝達物質  
の種籾、作用発現機構などに関する基本的知瓢を修得する。   

【ホルモン】   
到達目標：  

1）代表的なべプチド性ホルモンを挙げ、その産生臓器、生理作用および分泌調節機構を岱明できる。  
．2）代表的なアミノ酸誘導体ホルモンを挙げ、その構温産生臓器、生理イ乍用および分泌調節機構を説明で  

きる。   
3）代表的なステロイドホルモンを挙げ、その構造、醜生理作用および分棚節機構を説明できるb   
4）代表的なホルモン異常による疾患を挙げ、その病億を説明できる。   

【オータコイドなど】   
●到達目標：   

1）エイコサノイドとはどのようなものか説明できる。   
2）代表的なエイコサノイドを挙げ、その生合成経路を鋭明できる。   
3）代表的なエイコサノイドを挙げ、その生理的意義（生理活性）を説明できる。   
4）主な生理活性アミン（セロトニン、ヒスタミンなnの生合成と役割について説明できる．   
5）主な生理汚性ペプチド（アンギオテンシン、プラジキニンなど）の役割について鋭明できる。   

6）一酸化窒素の生合成経路と生体内での役割を説明できる。   

・【神経伝静物質】   
到達目標：   

1）モノアミン系神経伝達物質を列挙し、その生合成経路、分解経路、生理活性を説明できる。   
2）アミノ酸系神経伝達物質を列挙し、その生合成経路、分解経路、生理活性を説明できる。   
3）ペプチド系神経伝達物質を列挙し、その生合成経路、分解経路、生理活性を説明できる。   

4）アセチルコリンの生合成経濾、分解経路、生理浄性を説明できる。  

【タンパク質の構造と棟把】   

到達目標：  

1）タンパク質の主要な機能を列挙できる。   

2）タンパク質の一次、二次、三次、四次構造を説明できる。   

3）タンパク質の横能発現に必要な翻訳後修飾について説明できる。   

【酵素】   
到達目標：  

1）酵素反応の締性を一蜘勺な化学反応と対比させて説明できる。   

2）酵素を反応様式により分類し、代表的なものについて性質と役割を説明できる。   

3）酵素反応における補酵素、◆微量金属の役割を説明できる。   

4）酵索反応速度苫創こついて説明できる。   

5）代表的な酸素活性調節脚を説明できる。  

△6）代表的な酵索の活性を測定できる∴（技能）   

【晰以外の機能タンパク質】   

到達目標：  

1）細胞内外の物肇や情租の授受に必要なタンパク質（受容体、チャネルな打の構造と槻能を概説できる。   
2）物質の輸送を担うタンパク質の構造と機能を概説できる。   

3）血妹リポタンパク質の種類と拙能を概説できる。   

4）細胞内で情報を伝達する主要なタンパク質を列挙し、その機能を概説できる。   

5）細胞骨格を形成するタンパク質の種類と役割について概説できる。   

【タンパク質の取扱い】   
到達目標：  

△1）タンパク質の定性、定丑試験法を実施できる。（技能）   
2）タンパク質の分離、精製と分子丑の測定法を説明し、実施できる。蜘潤い・技有卦  ゝ  

△3）タンパク質のアミノ閻配列決定法を説明できる。   

（4）生休エネルギー  

ー般目棟：   

生命活動が生体エネルギーにより支えられていることを理解するために、創勿成分からのエネルギーの誕生、  
および瓶脂質、タンパク質の代掛こ関する基本的知識を修得し、．それらを取り扱うための基本的技能を身  

につける。   

【栄猿楽の利用】   
到達目標：  

1）食物中の栄鶉成分の消化・吸収、体内過般について概説できる。   

【AⅡ？の匪生】   

到達目標：  

1）皿が高エネルギー化合物であることを、化学構造をもとに説明できる。   

2）僻地系について説明できる。   

3）クエン酸回路について説明できる。   

4）電子伝達系（酸化的リン酸†出について説明できる。   

5）脂肪酸のβ百財ヒ反応について説明できる。   

6）アセチ／レCoAのエネルギー代謝における役割を説明できる。  
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ClO 生体防御  

一輝目標：   

内的、外的安居によって生体の匝劉生が崩れた時に生ずる変化を理解するために、生体防御機構とその触綻  
による疾軋および代表的な外的要因としての病原微生物に関する基本的知糀と技能を修得する．■   

（1）身体をまもる  

一般目標：  

ヒトの主な生体防御反応について、その機構を組織、細胞、分子レベルで理解するために、免疫系にl廻する  

基本的知穐を修特する。   

【生体防御反応】   
到達目標：  

1）自然免疫と硬得免疫の特徴とそのi軌、を説明できる。   

2）異物の侵入に対する物理的、生理的、化学的バリアーにつ∨、て説明できる。   

3）補体について、その悟性化経路と機能を説明できる。   

4）免疫反応の特徴（自己と非自己、特異性、記憶）を説明できる。   

5）クローン選択説を鋭明できる。   

6）体根性免疫と細胞性免疫を比較して説明できる。   

【免疫を担当する組織・細胞】   
到達目標：   

1）免疫に関与する組織と細胞を列挙できる．   

2）免疫担当細胞の廟と役割を説明できる．   

3）食細胞が自然免疫で果たす役割を説明できる．   

4）免疫反応における主な細胞間ネットワークについて説明できる。   

【分子レ′勺レで見た免疫のしくみ】   
到達目標：・  

1）抗体分子の種類、構造、役割を説明できる。   

2）MHC抗原の構造と機能およ≡び抗原援示経路での役割について説明できる。   

3）T細胞による抗原の駆軌について説明できる。   

4）抗体分子およびT細胞抗原受容体の多様性を生み出す機構（遺伝子再構成）を概説できる。   

5）免疫系に関わる主なサイトカイン、ケモカインを挙げ、その作用を説明できる。   

（2）免疫系の破綻・免疫系の応用  

「股目棟：   

免疫反応に基づく生体の異常を理解するために、代表的な免疫関連疾患についての基本的知織を修得する。  
併せて、免疫反応の臨床応用に関する基本的知悶と技能を身につける。 ′   

【角度系が関係する疾息】   

到達目標：   

1〉アレルギーについて分類し、’埴当細胞および反応機構を説明できる。   

2）炎症の一般的症状、担当細胞および反応機構について説明できる。   

3）代表的な自己免疫疾患の特徴と成因について説明できる。   

4）代表的な免疫不全症候群を挙げ、その特徴と成因を説明できる。  

【サイトカイン・増殖因子・ケモカイン】   
到達目標：  

1ト代表的なサイトカインを挙げ、それらの役割を概説できる。  

◆皇）代表的な増殖因子を挙げ、それらの役割を概説できる。  
△3）代表的なケ干カインを挙げ、それらの役割を概説できる。   

【細胞内情報伝達】   
到達目標：．  

1）細胞内情報伝達に関与するセカンドメッセンジャーおよびカルシウムイオンなどを、具体例を挙げて説  

明できる。 
2）細胞膜受容体からGタンパク系を介して細胞内へ情報を伝達する主な経路について概説できる。   

3）細包膜受容座タンパぞ質などのリン酸化を介しで「青報を伝達する主な経路について概説でき畠．   
4）代表的な細包内（核内）受容体の具体例を挙げて説明できる。   

（6）迫伝子を操作する  

「般目梯：   

′Vオテクノロジーを薬学領域で応用できるようになるために、遮伝子操作に関する基本的知級、技能、態  

度を修得す鼓   

．【脚免作の基本】   

到達目標：  

1）組換えDNA技術の概要を説朋できる。  
△2）細胞からDNAを抽出できる。（技能）  
△3）DNAを制限酵素により切断し、電気泳動法により分陳できる。（技能）  

△4）組換えD仙実験指針を理解し守る。（櫨度〉  

△5）迫伝子取扱いに関する安全性と倫矧こついて配放する。（態度）   

【迫伝子のクローニング技術】   

到達目標：  

1）過伝チクローニ㌢グ法の概要を脱明できる。   
2）d〕NAとゲノミヅクDNAの速いについて説明できる。   
3）過伝子ライブラリーについて説明できる。   

4）PCR故による迫伝子増幅の原理を説明レ、実施できる。蜘珊・技昔日   

5）R仙の逆転写と逆転写酵素について説明できる。   

6）DNA塩基配列の決定法を説明できる。  

△7）コンピューターを用いて特徴的な塩基配列を検索できる。（技能）   

【退転子機陀の解析技術】   
到達目標：   

1）細胞㈲職）における特定のDNAおよびRNAを検出する方法を説明できる。   

2）外来迫伝子を細胞中で発現させる方法を概説できる。  

△3）特定の遺伝子を濫入した砂臥あるいii特定の辿伝子を破壊した動物の作成法を概説できる．  

△4）迎伝チエ学の医療分野での応用について例を挙Iヂて説明できる。  
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巨   

11）真率（アス～レギルス、クリプトコックス、カンジグ、△ムーコル）ゐ微生物学的特徴とそれが引き起   
こす代表的な疾患について概説できる。  

12）代表的な原虫、寄生虫の代表的な疾患について概説できる。  
13）プリオン感染症の病原体の特徴と発症拗序について概説できる8   

【感当症の予防】  

到達目標  
1）院憾について、発生要因、感染経路、原因微生物、およびその防止対策を概説できる。  

【免疫応答のコントロール】   

到達目標：  

1）臓器移植と免疫反応の関わり（拒絶反応、免疫抑制剤など）について説明できる。   

2）細菌、ウイルス、寄生虫などの感染症と免疫応答との関わりについて説明できる．  

3）臓轡楓こ関与する免疫血こについ領明できる。  
△4）代表的な免疫賦活療時について概説できる。   

【予防接種】   
到達目標：  

1）予防接種ゐ原理とワクチンにつレ）て説明できる。   

2）主なワクチン（生ワクチン、不精化ワクチン、トキソイド、混合ワクチン）について基本的特徴を説明  

でき号8   

3）予防接種について，その種類と実施状況を説明できる。   

【免疫反応の利用】   
到達目標：  

△1）モノクローナル抗体とポリクローナル抗体の作製方法を説明できる。   

2）抗原抗体反応を利用した代表的な検査方法の原理を説明できる。  

△3）沈降、凝集反応を利用して抗原を検出できる。（技青む  

△4）EuSA法、ウエスタンプロット法などを用いて抗原を検出、判定できる。（技船   

（3）感染症にかかる  

一般目標：・   

代表的な感染症を理解するため、病原微生物に関する基本的知撒を修得する。   

【代≡鼓的な感染症】   
到達目標：   

1）主なDNAウイルス（△サイトメガロウイルス、△EBウイルス、ヒト〈ルくスウイルス、△アデノウ  
イルス、△パルボウイルスB19、B型肝炎ウイ／レス）が引き起こす代表的な疾患について概説できる．   

2）主なRNAウイルス（△ポリオウイルス、△コクサッキーウイルス、△エコーウイルス、△ライノウイ  
ルス、A型肝炎ウイルス、C型肝炎ウイルス、インフルエンザウイルス、△麻疹ウイルス、△ムンブスウ  

イルス）が引き起こす代表的な疾患について概説できる。   

3）レトロウイルス任ⅡⅤ、打mⅥが引き起こす疾患について概説できる。   

4）グラム陽性球菌（ブドウ球菌、レンサ球菌）の細薗学的特徴とそれが引き起こす代表的な疾患について  

概説できる。   
5）グラム陰性球菌（淋菌、△髄膜炎菌）の細菌学的特徴とそれが引き起こす代表的な疾患について概説で  

きる。   
6）グラム陽性梓菌向変傷風菌、△ガス旗症菌、ボツリヌス薗、△ジフテリア菌、△炭症菌）の細菌学的特  

徴とそれが引き起こす代表的な疾患について概説できる。   
7）グラム陰性梓薗（大腸菌、赤痢薗、サノレモネラ菌、△チフス薗、△ベスト薗、コレラ菌、△百日咳菌、  

腸炎ビブリオ菌、緑隙臥△プノレセラ薗、レジオネラ菌、△インフルエンザ菌）の細菌学的特徴とそれ  

が引き起こす代表的な疾患について概説できる。   
8▼）グラム陰性スビリルム尻病原菌（ヘリコバククー■ビロリ菌）の細菌学的特徴とそれが引き起こす代表  

的な疾患たっいて概説できる。   
9）抗酸菌（結核菌、非定型抗酸酎の細菌学的特徴とそれが引き起こす代表的な疾患について鱒説できる．  

10）スビロへユタ、マイコプラズマ、リケッチア、クラミジアの微生物学的特徴とそれが引き起こす代表的  
な疾患について概説できる。  
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【健康と環境】   

Cll地脈  
一般目標：  

人とその集団の健康の維持、向上に貢献できるようになるために、栄蓑と地政現代社会における疾病とそ  
の予防に関する基本的知瓢、弧．態度を修得する。   

（1）栄養と健康  

一般目標：   

健腕植樹こ必要な栄華を科学的に鋤けるために、栄輩索、代臥食品の安全性と狩生管理などに関する基  
本的知経と技能を修得する。   

【栄喪索】   
到達目標：  

1）栄養素（三大栄養鼠ビタミン、ミネラノりを列挙し、それぞれの役割について鋭明できる8   
2）各栄養素の消化吸収、代謝のプロセスを概説できる。   
3）月旨質の体内運紬こおける血揆リポタンパク質の栄猥学的密漁を説明できる。   
4）食品中めタンパク質の栄華的な価値（栄矧酌を説明できる。   
5）エネルギー代謝に関わる基礎代謝盈、呼吸商、エネルギー所要量の意味を説明できる。   
6）栄養素の栄養所要盈の恐掛こついて説明できる。   
7）日本における栄猿摂取の現状と問温熱こついて説明できる凸   

8）栄養素の過不足による主な疾病を列挙し、説明できる。   

【食品の品質と管理】   
到達目標：   

1）食品が腐敗する機構について説明できる。   
2）湖旨が変放する機構を説明し、油脂の変質試験を実施できる。衡識・技有鉛   
3）食品の褐変を引き起こす主な反応とその機構を説明できる。   

4）食品の変質を防ぐ方法（保存法）を説明できる。   
5）食品成分由来の発がん物質を列挙し、その生成機梓を説明できる。   

6）代表的な食品添加物を用途別に列挙し、それらの働きを説明できる。   

7）食品添加物の法的規制と間凰尉こついて説明できる。  

△8）主な食品添力胸中詳除法を実施できる。（技胞   
9）代表的な保健機能食品を列挙し、その特徴を説明できる。  
10）遺伝子組換え食品の現状を説明し、．その間温和こついて討詰する。（知識・態度）  
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【健康とは】   

到達目標：  

1）健康と疾病の概念の変遷と、その理由を説明できる。   

2）世界保健機構（Ⅴ拓王○）の役割について概説できる。   

【疾病の予防とは】   
到達目標：  

1）疾病の予防について、一次、二次、三次予防という青菜を用いて説明できる。   

2）疾病の予防における予防接種の意義について説明でぎる。   

3）新生児マススクリーニングの意義について説明し、代表的な検査項目を列挙できる。  

△4）疾病の予防における薬剤師の役割について討放する。（態度）   

【感染症の現状とその予防】   
到達目標：  

1）現代における感染症（日和見感染、院内感染、．国際感染症など）の特徴について説明できる。   

2）新興感染症および再興感染症について代表的な例を挙げて説明できる，   

3）－、二、三頼感染症および代表的な四類感染症を列挙し、分類の根拠を説明できる。   

4）母子感染する疾患を列挙し、その予防対う捌こついて説明できる。   

5）性行為感染症を列挙し、その予防対策と治療について説明できる。   

6）予防接種法と結核予防法の定める定期予防接碓の種棟を挙げ、援軍卸春期などを説明できる。   

【生活習慣病とその予防】   
到達目標：  

1）生活習慣病の嘩類とその動向について説明できる。   

2）生活習慣病のリスク要因を列挙できる。   

3）食生活と喫煙などの生活習恨と疾病の関わりについて説明できる。   

【職業病とその予防】   
到達目標：  

1）主な職業病を列挙し、その原因と症状を説明できる。  

C12 環境  
一般目標：   

人の健康にとってより良い環境の維持と向上に冥献できるようになるために、化学物質の人への影響、およ  
び生活環境や地球生態系と人の健康との関わりについての基本的知瓢、良能、態度を修得する。   

（1）・化学物質の生体への影響  

一般目標：   

有事な化学物質などの生体への影響を回避できるようになるために、化学物質の毒性などに関する基本的知．  

識を修得し、これに関連する基本的技能と態度を身につける。   

【化学物質の代謝・代別的浄財ヒ】   

到達目標：  

1）代表的な有害化学物質の吸収，分布、代謝、排泄の基本的なプロセスについて説明できる。   

2）第一相反応が関わる代謝、代謝的活性化について概説できるこ   

3）第二相反応が関わる代酎、代謝的活性化について概説できる。  
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【食中毒】   
到達目標：  

1）食中毒の種類を列挙し、発生状況を説明できる．   
2）代表的な細菌性・ウイルス性食中毒を列挙し、それらの原因となる微生物の性質、症状、原因食品およ  

び予防方法止っいて説明できる。   
3）食中毒の原因となる自然毒を列挙し、その原因物質、作用機構、症状の特徴を説明できる。   
4）代表的なマイコトキシンを列挙し、それによる健康障害について概説できる。   
5）．化学物質（重金属、残留農薬など）による食品汚染の具体例を挙げ、ヒトの健康に及l欄を説明で  

きる。   

（2）社会・集団と健康  

一般目標：  

社会における集団の健康と疾病の現状およびその影響要因を把捉するために保健統計と疫学に関する基本  
的知識、技能、態度を修得する。   

【保健統計】   
到達目標：  

1）集団の健康と疾病の現状を把捜する上での人口統計の意義を概説できる。   
2）人口静態と人口動態iこついて説明できる。．   
3）国勢調査の目的と意義を説明できる。   
4）死亡に関する様々な指標の定義と意義について説明できる。   
5）人口の将来予測に必要な指壊を列挙し、その意義について説明できる。◆   

【健康と疾病をめぐる日本の現状】   
到j垂目標：  

1）死因別死亡率の変遷について説明できる。  

■2）日本における人口の推移と将来予測について説明できる。   
3）高齢化と少子化により．もたらされる問題点を列挙し、討鶴する。蜘糀・憧度）   

【疫学】   
到達目標：  

1）疾病の予防における疫学の役割を説明できる。   
2）疫学の三要因（病因、環境巽臥宿主要因）について説明できる。   
3）疫学の種板信己述疫学、．分析疫学なn とその方法について説明できる。   
4）患者■対照研究の方準の概要を説明し、オッズ比を計罪できる。伽弧・技青む   

5）要因・対照研究（コホート研究）の方法の概要を説明し、相対危険度、寄与危険度を計算できる。（知掛  
技昔日．  

△6）医薬品の作用・副作用の調査における疫学的手法の有用性を概説できる。  
△7）疫学データを解釈する上での注意点を列挙できる。   

（3）疾病の予防  

⊥般目標：   

公衆相生の向上に貢献するために、感染症、生活習慣病、職業病についての現状とその予防に関する基本的  
知綴、技能」態度を修得する。  
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【地球環境と生態系】   
到達目標：  

1）地球環境の成り立ちについて概説できる。   

2．）生態系の柄歳旦を列嘩し、その特徴と相互関係を説明できる。  
△3）人の健辟と環境わ関係を人が生態系の一見であることをふまえて討放する。（値度）   

4）地球規模の環境問題の成因、人に与える影響について説明できる。   

5）食物連鎖を介した化学物質の生物濃紺こついて具体例を挙げて説明できる。   
6）化学物質の坑境内動億と人の健康への影響について例を挙げて説明できる。   
7）環境中に存在する主な放肘性核磯」天然、人力を挙げ、人の健康への影矧こついて説明できる。   

【水環境】   
到達目標：  

1）原水の種類を挙げ、特徴を説明できる。   

2）水の浄化法につし†て説明できる。   
3）水の塩素処理の原理と開腹尉こついて説明できる。   
4）水道水の水質基準の主な項目を列挙し、測定できる。（知撒・技能）   

5）下水処理および排水処理の主な方故について説明できる。   
6）水質汚濁の主な指標を水域ごとに列挙し、その意味を説明できるd  

△7）DO，BOD，CODを測定できる。（技能）   
8）富栄財ヒの原因とそれによってもたらされる問題点を挙げ、対節を説明できる。   

【大気環境】   
到達目標：   

1）空気の成分を説明できる。   
2）主な大気汚染物喫を列挙し、その推移と発生楓こついて説明できる8   
3）主な大気汚染劫噺の温度を測定し、性能紗掛こついて説明できるb伽弛・技能）   

4）大気汚染に影響する気象要因（逆転屑など）を概説できる。   

【室内環弊】   
到達目標：  

1）室内沫眞を評価するための代表的な指慄を列挙し、測定できる。蜘識・技石粉   

2）室内環境と健康との関係についで説明できる。   
3）室内環境の保全のために配慮すべき事項について説明できる。   

4）シックハウス症候群について概説できる。   

【廃棄物】   
到達目標：   

1）廃棄物の種類を列挙できる。   
2）廃棄物処理の問題点を列挙し、その対策を説明できる。  

△3）医療廃棄物を安全に廃棄、処理する。（技陀・態戯   
4）マニフェスト制度について説明できる。   

5）Pm法について概説できる。   

【環境保全と法的規紺  
到達目標：   

1）典型七公賓とその軍政、および四大公害について説明できる。   

2）環境基本法の理念を説明できるこ  
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【化学物質による発がん】   
到達目標：  

1）発がん牲物質などの代謝的活性化の機構を列挙し、その反応機構を鱒明できる。   

2）変異原性試験仏me日経など〉の原理を説明し、実施できる。（知識・技肥   
3）発がんのイニシエーションとプロモーションについて概説できる。  

△4）代表的ながん逓伝子とがん抑制連伝子を挙げ、それらの異常とがん化との関連を説明できる。   

【化学物質の毒性】   
到達日額：  

1）化学物質の毒性を評価するための主な試験法を列挙し、概説できる。   
2）肝臓、腎臓、神経などに特異的に毒性を示す主な化学物質を列挙できる。   
3）重金属、頗、PCB、ダイオキシンなどの代表的な有害化学物質の急性毒性、慢性蓉性の特徴について  

説明できる。・   

4）重金属や徳性酸素による障害を防ぐための生体防御因子について具体例を挙げて説明できる。   
5）毒性討肇の結果を評価するのに必要な丑・反応関係、開催、鰻重性免田OAEL）・などについて概説でき 

る。   

6）化学物質の安全摂取丑（1日許容摂取丑など）について説明できる。   
7）▲有事化学物矧こよる人体影曙を防ぐための法的規制“ヒ審法など）を説明できる。   
8）環境ホルモン（内分泌撹乱化学物質）が人の健康に及ぼす影型を説明し、その予防策を提尭ナる。（態度） 」   

【化学物矧こよる中額と処置】   
到達目標：  

1）代表的な中毒原因物質の解毒埋没を説明できる，  
△2）化学物質の中馨迫、作用器官、中毒症状、救急処置法、解海浜を換索することができる。（技能）   

【昭靴放射線の生体〈の影壁】   
到達目標：  

1）人に影顧を与える砥都放射線の裡類を列挙できる。   
2）亀朝蜘寸線静掛こおける線放と生体損傷の舶を体外被曝と体内被曝に分けて説明できる．   
3）髄鞘放射線および放射性核種の標的臓誇・組織を挙げ、その感受性の差異を説明できる。   
4）電再脚寸線の生体影叩に変化を及ぼす因子（酸索効果など）について説明できる。   

5）亀推覿寸線を防御する方法につい‾q胱説できる。   
6）旬班托放射線の医療への応用について概説できる。   

【非確都政射線の生体への彪野】   
到達目標：   

1）非喝雛放射線の種類を列挙できる。   

2）紫外線の種類を列挙し、その時微と生体に及l憫について説明できる。   
3）赤外線の種類を列挙し、その特徴と生体に及I棚について説明できる∴   

（2）生閻境と健康  

一般目標：   

生態系や生活教範を保全、紬寺ナるために、それらに影準を及ぼす自然現象、人為的活動を理解し、環境汚  
染物質などの成因、人体への影竿乳汚染防止、汚染除去などに関する州と技能を修得し、珊汚の改替  
に向かって努力する態度を身につける．  
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△3）実験動物での代表的な薬物投与法を実施できる。（技掲   

（2）薬の効き方I  

r般目標：  

神経系、相澤岩系、呼吸器系に作用する粛勿に1娼する基本的知識を修得し、その作用を検出するための基本  

的技能を身につける。   

【中枢神経系に作用する薬】   
到達目標：  

1）代表的な全身麻酔薬を挙げ、その薬理作用、機序、主な副作用について説明できる。   

2）代表的な催眠薬を挙げ、その燕理作用、機序、主な副作用について説明できる。   

3）代襲的な鋏痛薬を挙げ、その耕作用、秘事、主な副作用について説明できる。   

4）代表的な中枢神経疾患（てんかん、イく－キンソン病、アルツハイマー病など）の治療薬を挙げ、その薬  

理作用、機序、主な副作用について説明できる。   
5）代表的な精神疾患（統合失調症、うつ病など）の治療兼を挙げ、その莱理作用、機序、主な副作用につ  

いて説明できる。  

△6）中枢神経に作用する代表的な薬物の効果を測定できる。   

【自御】経系に作用する薬】   
到達目標：  

1）交感神経系に作用し、その支配器官の機能を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、牧序、主な副作  

用について説明できる。   
2）副交感神経系に作用し、その支配器官の機能を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、拗序、主な副  

作用について説明できる。   
β）神経節に作用する代表的な拗を挙げ、薬理作用、他市、主な副作用について説明できる。  

△4）自律神経系に作用する代表的な薬物の効果を測定できる。（技育幻）△技能であるからCBTには馴染ま  

ない   

【知覚神経系・遁枠l｝経系に作用する薬】   

到避目凛：  

1）知覚神経に作用する代表的な薬物（局所麻酔薬など）を挙げ、典型作用、機序、主な副作用にちいて説  
明できる。   

2）堰動神経系に作用する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用について説明できる。  

△3）知覚神経、運動神経に作用する代表的な薬物の効果を測定できる．（技首旨））－   

【循環器系に作用する薬】   
到達目標：   

1）代表的な抗不整脈薬を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用について説明できる。   

2）代表的な心不全治療薬を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用について説明できる。   

3）代表的な虚血性心疾患拾療薬を挙げ∴薬理作用、機序、主な副作用について説明できる。   

4）代表的な高血圧治療薬を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用について説明できる。   

【呼吸器系に作用する薬】   
到達目標：  

1）代表的な呼吸興奮薬を麹ヂ、薬理作東機序、主な高一作用について説明できる。   
2）代表的な鍵該・去疲薬を挙げ、薬理作用、披序、主な副作用について説明できる。   

3）代表的な気管支喘息治療薬を挙げ、薬理作用、榔序、主な副作用について説明できる。  
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3）大気汚染を防止するための法規制について説明できる。  

4）水質汚濁を防止するための法規制について説明できる。  

【薬と疾病］   

C13薬の効くプロセス  

「般目標：   

医薬品の作間する過程を理解するために、代表的な薬物の作用、作用機序、および体内での運命に関する基  
本的知識と態度を修得し、それらを応用する基本的技能を身につける。   

（1）其の作用と生体内運命  

一般目棲．：   

作用都位に達した薬物中盤と作用により薬効が決まることを理解ナるために、薬物の生体内における動きと  
作用に関する基本的知識、技能、態度をイ参侍する。   

【其の作用】   
到達目標：  

1）薬物の用放と作用の関係を説明できる。   

2）アゴニストとアンタゴニストについて説明できる。   

3）薬物の作用するしくみについて、受容体、酵素およぴチャネルを例に奉げて説明できる。   

4）■代表的な薬物受容体を列挙し、刺激あるいは阻著された場合の生理反応を説明できる。   

5）薬物の作用発現に関連する代表的な細胞内情報伝達系を列挙し、活性化された場合の生理反応を説明で  
きるb   

6）薬効に個人差が生じる要因を列挙できる。   

7）代表的な濾物相互作用の牧序について説明できる。   

8）薬物依存性について具体例を挙げて説明できる。   

‘【薬の運命】   
到遠目標：  

1）薬物の体内勅憶（吸収、分布、代謝、排亨齢 と粟軌発現の関わりについて説明できる。   

2）薬物の代衆的な投与方法（剤形、投与経路）を列挙し、その意義を説明できる。   

3）経口投与された製剤が吸収されるまでに受ける変化（崩壊、分散、溶研など）を説明できる。   

4）薬物の生体内分布における循環系の重要性を説明できる。   

5）生体内の薬物の主要な排泄経路を、例を挙げて説明できる．   

【薬の副作用】   
到達目壊：  

1）薬物の主作用と副作用（有事作用）、確性との関連について説明できる。   

2〉副作用と有密事象の逝いについて説明できる。   

【動物実験】   

到達目標：  

△1）動物実験における倫理について配慮する。（旗度）  

△2う代表的な実験動物を適正に取り扱うことができる。（技㈲  
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【化学襟造】   
到連日棟： 
1）上記の薬物のうち代表的なものについて基本構造を示すことができる。   

（4）薬物の臓器への到達と消失  

一般目標：   

薬物の生体内運命を理解するために、吸収分布、代臥排他の過程に関する基本的知識とそれらを解析す  

るための基本的技能を修得する。   

【吸収】   
到達8標：  

1）薬物の主な吸収部位を列挙できる。   

2）消化管の構造、機能と薬物吸収の関係を現明やきる。   

3）受動拡散（単純拡散）、促進拡散の特徴を説明できる。   

4）能動輸送の特徴を説明できる。   

5）非経口投与彼の薬物吸収について昏鵬矧」に説明できる。   

6）薬物の吸収に影響する因子を列挙し説明できる。   

【分布】   
到達目標：   

1）薬物が生体内に取り込まれた後、鯛描聞で濃度差が生じる要因を説明できる。   

2）薬物の脳への移行について、その機構と血敵髄慨門の意巌を脱明できる。   

3）薬物の胎児への移行について、その機構と血液一胎姫関門の藩義を説明できる。   

4）薬物の体液中での存在状憶（血膜タンパク結合など）を組織への移行と関連づけて税明できる。   

5）薬物分布の変動要因（血流傲、タンパク結合阻分布容孜など）について説明できる。   

6）分布容積が著しく大きい代表的な産物を列挙できる。  

△7）代表的な薬物のタンパク結合能を測定できる。（技柑   

【代謝l   

到達目標：   

1）薬物分子の体内での化学的変化とそれが起こる部位を列挙して説明できる．   

2）薬物代謝が薬効に及ぼす影響について説明できる。   

3）輿桝七別様式とそれに関わる代表的な酵素を列挙できる。   

4）シトクロムP・45Dの構造、性質、反応様式について説明できる。   

5）薬物の酸化反応について具体的な例を挙げて説明できる。   

6）薬物の澤元・加水分解、抱合について具体的な例を挙げて説明できる。   

7）薬物代謝酵素の変動要因（誘導、．阻害、加齢、SNPsなど）について説明できる。   

8）初回通過効果について説明できる。   

9）肝および固有クリアランスについて説明セきる。 

【排泄I   

到達目標ご   
1）常における排泄機構について説明できる。   

2）腎クリアランスについて説明できる。   

3）糸球体ろ過速度について鋭明できる。   

4）胆汁中排他について説明できる。   

5）脚‡循環を戎明し、代表的な腸肝循環の薬物を夕l摩できる。  
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【化欄   
到達目標：  

1）上記の薬物のうち代表的なものについて基本構造を示すことができる。   

（3）薬の効き方Ⅱ  

「般目標：   

内分泌系、子削ヒ器系、腎、血液・・造血器系、代謝系、炎症、アレルギーに作用する薬物に関する基本的知許  
を修得する。   

【ホルモンと薬】   

到達目標：  

1）ホノレモンの分泌異常に用いられる代表的治療薬の薬理作用、機序、主な副作用を鋭明できる。   

2）代表的な糖質コノレチコイド代用薬の薬理作用、機序、臨床応用および主な副作用について説明できる。   

3）◆代表的な性ホノレモン代用薬および括抗粟の薬理作用、槻序、臨床応用および主な副借利こついて説明で  

きる。   

【消化器系に作用する薬】   
到達目標：  

1）代表的な胃・十二指腸潰瘍治療薬を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用について説明できる。   
2）その他の消化性疾患た対する代表的愉庶薬を挙げ、薬理作用、槻序、主な副作用について説明できる。 

3）代表的な催吐薬と制吐薬を挙げ、作用挽序および主な副乍用につい七説明できる。   
4）代表的な肝臓疾患治療薬を挙げ、薬理作用、脈主な副作用について説明できる。   

5）代表的な輔疾患治療薬を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用について鋭明できる。   

【腎に作用する薬1   

到達目標：  

1）利尿薬を作用執事別に分類し、卿および主な副作用について説明できる。   

【血液ご造血器系に作用する英】   
到達目標：  

1）代袈的な止血薬を挙げ、作用機序と主な副作用について説明できる。   
2）代表的な抗血栓薬を挙げ、作用機序と主な副作用について説明できる。   

3）代表的な造血薬を挙げ、作用概序と主な副作用について説明できる。   

【代謝系に作用する薬】   
到達目標：   

1）代表的な糖尿病治庶薬を挙げ、作用槻序と主な副作用について説明できる。   

2）代襲的な高脂血症治療薬を挙げ、作用機序と主な副作用について説明できる。   

3）代衆的な商尿酸血症・痛風治摂薬を挙げ、作用梯序と主な副作用について説明できる。   

4）カノレンウム代謝調節・骨代謝に関連する代衷的な治療薬をあげ、薬理作用、機序、主な副作用について  

説明できる。   

’【炎症・アレルギーと薬】   
到達目標：   

1）代表的な炎症治療薬を挙げ、作用機序串よび主な副作用について説明できる。   

2）僚性関節リウマチの代表的な治療薬を挙げ、作用機序および主な副作用について説明できる。   

3）アレレギーの代表的な治療薬を車状作用披序、臨床応用、および主な副作用たっいて現明できる。  
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【症尉   
到達目標：  

1）以下の症候について、生じる原因とそれらを伴う代表的疾患を説明できる。   

発熱、頭痛、発疹、黄症、チアノーゼ、脱水、浮腫、悪心ノ嘔吐、喋下障奮、腹痛・下痢、   

便秘、腰部膨満、貧血、出血傾向、胸痛、心惇冗進・動悸、高血圧、低血圧、ショック、   
呼吸取払咳、口掲、月経異常、痛み、意純障奪、う謳脚草書、知覚障害、記憶陪審、しび  

■ れ、けいれん、血尿、頻尿、排尿障害、視力障害、聴力障害、めまい   

【症候と臨床検査値】   
到達目標：  

1）代表的な肝臓酬郵査を列挙し、その検査値の異常から推測される主な疾病を挙げることができる。   
2）代表的な腎臓搬能検査を列挙し、その検査値の異常から雄凱はれる主な疾病を挙げることができる。   

3）代表的な呼吸故紙検査を列挙し、その検査値の異常から推測される主な疾鱒を挙げることができる。   

4）代表的な心臓機能頒査を列挙し、その検査値の異常から推測される主な疾病を挙げることができる。   

5）代表的な血液および血液凝個傾査を列挙し、その検査値の異常から推測される主な疾病を挙げること．が  

できる。   
6）代表的な内分泌・代朝棋風こ関する検査を列挙し、そゐ検査値の異常から推測される主な疾病を挙げる  

ことができる。   

7）感染時および炎症時に醒められる代表的な臨床検査値の変動を述べることができる。   

8）悪性腫瘍に関する代表的な臨床検査を列挙し、脚はれる腫瘍部位を挙げることができる。   

9）尿および糞便を用いた代表的な臨床検査を列挙し、その検査値の異常から推測される主な疾病を挙げる  

ことができる。  
10）動脈血ガス分析の検査項目を列挙し、その検査値の軌末的意義を鋭明できる。  
11）代表的な／くイタノレナインを列挙できる。   

（2）1疾患と薫物鴨頗（心臓疾患等）  

一般目棲：  

将来、適切な薬物治療に貫麟できるようになるために、心臓と血管系疾患、血按・造血器疾患、消化器系疾  

患、およびそれらの治療に用いられる代表的な医薬品に関する基本的知識を修得する。併せて、薬物治療実施  
に必要な情報を自ら収集するための基本的技能を身につける。   

【薬物治療の位置づけ】   

到達目標：  

1）代表的な疾患における薬物治療と非薬物治療外科手術、食事療法など）の位置づけを説明できる。   

2）適切な治療薬の選択について、薬効薬理、薬物動態に基づいて判断できる。（知識・技青田   

【ノL職・血管系の疾恩】  

．到達目標：  

1）心臓および血管系における代表的な疾患を挙げることができる。   

2）不整脈の病態生理、適切な治疲薬、およびその使用上の注意について説明できる。   

3）心不全の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。   

4）■高血圧の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。   

5）虚血性心疾患の病態生理、適切な治療、およびその使用上の注意について説明できる。   

6）以下の疾患について概説できる。  

閉塞性動脈硬化症、心原性ショック  

6）唾液一礼汁中への排泄について説明できる。   

7）尿中排泄率の高い代表的な薬物を列挙できる。   

【相互作用】   
如連日壕：  

1）薬物動態に起因する相互作用の代表的な例を挙げ、回避のための方法を説明できる。   

2）■薬効に起因する相互作用の代表的な例を挙げ、回避のための方法を説明できる。   

（5）薬物動態の解析  

一般目標：   

薬効や副作用を体内の薬物動態から定量的に理解できるようになるために、薬物動態の理論的解析に関する  
基本朗知穐と技能を修得する。．   

【薬効学】   
到達目標：  

1）薬物動態に関わる代表的なパラメーターを列挙し、・概説できる。   

2・）薬物の生物学的利用能の意味とその計算法を説明できる。   
3）線形1・コンパートメントモデルを説明し、これに基づいた亨十算ができる。（知撒・技青む  

△4）線形2・コンパートメントモデルを説明し、これに基づいた計算ができる。（知識・技能）   

5）線形コンパートメントモデルと非線形コンパートメントモデルの違いを説明できる。   

6）生物学的半減期を説明し、計算できる。（知織・技吉日   

7）全身クリアランスについて説明し、計算できる。（知撒t技能）   

8）非線形性の薬物動態について具体例を挙げて説明できる。   

9）モデ／レによらない薬物動慮の解析法を列挙し説明できる■。  

△10）薬物の肝および腎クリアランスの計許ができる。（技青む  

△11）点滴静注の血中混度計弥ができる。（技能）  

△12）連続投引；おける血中濃度計許ができる。（技胞   

【T℃M（I一触ra匹u血DmgMon血血∂】   
到達目標：  

1）治療的薬物モニタリングmM）の意義を説明できる。‾   
2）mMが必要とされる代袈的な薬物を列挙できる。  

△3）薬物血中汲度の代表的な測定法を実施できる。（技碓）  

△4）至適血中浪度を剤臼寺するための投与計画について、薬効学的パラメーターを用いて説明できる。  

△5）代表的な薬物についてモデルデータから投与計画をシミュレートできる。（技青扮  

C14 薬物治療  
一般目標：   

疾病に伴う症状と臨床検査値の変化など的確な患者情報を取得し、患者個々に応じた薬の選択、用汝・用故  

の設定および各々の医薬品の「使用上の注乱を考慮した適正な薫物渦靡に参画できるようになるために、薬  

物治療に関する基本的知和と技能を修得する。   

（1）一体の変化を知る  

「役目標：   

身体の病的変化を病態生理学的に理解するために、代数的な症候（呼吸困難、発熱など）と臨床検査値に関  

する基本的知識を修得する。  
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【呼吸器・胸部の疾患】  

到達目標：  

1）肺と気道に関する代表的な疾患を挙げることができる。  

2）閉塞性気道疾患（気管支喘息、肺乳齢の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について  

説明できる。  
声）以下の疾患について概説できる。  

上気道炎（かぜ症候群）、インフルエンザ、慢性閉塞性肺疾患、肺炎、肺結核、肺癌、乳癌   

【内分泌系疾患】  
到達目棲：  

1）■ホルモンの産生臓器別に代表的な疾患を挙げることができる。   

芦）甲状腺榔ヒ異常症の病値生理、適切な治療薬、およぴその故用上の注慈について説明できる。   

3）クッシング症候群の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。   

4）尿崩症の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意について説明できる。   

5）以下の疾患について概説できる。  

上皮小体機能品常症、、アルドステロン症、◆ァジソン病   

【代謝性疾患卜  
到達目標：  

1）糖尿病とその合併症の病膿生理、適切な治療薬、およびその使用上の注憩について説明できる。   
2）高脂血症の病態生理、適切な櫓療薬、およぴその使用上の注意について説明できる。   

3）描尿酸血症・痛風の病態生理、適切な治療薬、およぴその佐用上の注意について説明できる。   

【神経・筋の疾患】   
到達目標：  

1）神経・筋に関する代表的な疾患を挙げることがで号る。   

2）脳血管疾患の病纏生理、適切な治吸およびその使用上の注意について説明できる。   

3）てんかんの病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意について説明できる。   

4）パーキンソン病の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意について説明できる。   

5）アルツノ＼イマー病の病懐生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。   

郎以下の疾患について概説できる，  

重症筋無力症、．脳炎・髄膜炎、熱性けいれん、月肱－i創動随監血発作、脳血管性痴呆   

【綺合演習】  
到達目壕：  

△1）指定された疾患例について必要な情報を収集し、適切な薬物治療法を考案す卑ことができる。   

（4）疾患と薬物治療飾当判I疾患等）  

一般目壕：   

将来適切な薫物治療に貢献できるようになるために精神疾應、耳鼻咽喉の疾患、皮膚の疾患、眼疾息、  

感染症、アレルギー・免疫疾患、骨・関節疾患、およびそれらの治療に用いられる代表的な医薬品に隣す‾る基  
本的知識を修得する。併せて、薬物治肢実施に必要な情報を自ら収集するための基本的技能を身につける。   

【精神疾患】   
到達目標：   

1）代表的な精神疾患を挙げるこ七ができる。   

2）統合失調症の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意に？いて説明できる。  
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【血液・造血器の疾患】  

一到達目標：  

1）血液・造血器における代表的な疾患を挙げることができる。   

2）・貧血の病態生理、適切な治療薬、およびその鮭用上の注意について説明できる。   

3）白血病ゐ病態生理、・適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。   

4）播種性血管内凝固症候群旺叩）の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意について説明で  

きる。   
5）以下の疾患について概説できる。  

血友病、悪性リンパ腫、紫斑病、白血球減少症、血栓・塞栓   

【消化器系疾患】   
到達目標：  

1）消化器系の普脚IJ（食道、胃・・十二指腸、小腸・大腸、胆道、肝臓、膵㈱に代表的な疾患を挙げること  

ができる。   
2）消化性潰瘍の病應生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。   
3）腸炎の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。   

4）胴炎・月間変の病態生理、適切な拍療薬、およぴその使用上の注意について説明できる。   

5）膵炎の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意につい七説明できる。   

6）以下の疾患について概説できる。■  

食道癌、胃癌、肝癌、大腸癌、胃炎、薬剤性肝障審、旭石症、虫垂炎、クローン病   

【；敵合演習】   

到達目標：  

△1）■指建された疾患例にづいて必要な情報を収集し、適切な薬物渦療法を考案することができる。（技1㈲   

（3）疾患と薬物憺頗（腎臓疾牌）  

一般目標：   

将来，適切な薬物治療に貢献できるようになるために、腎臓と尿路の疾患、生殖器疾患、呼吸器・胸細弧・  
内分竜必系の疾患、代謝性疾怨、神経・筋疾患、およぴそれらの治療に用いられる代衷的な医薬品に関する基本  
的知珊を修得する。倒せて、薄物治療実施に必要な冊報を自ら収典するための基本的技能を身につける。   

【腎臓・尿路の疾患】   
到達目標：   

1）腎臓および尿路における代表的な疾患を挙げることができる．   

2）腎不全の病憶生理、適切な治療罪、およぴその使用上の注意について説明できる。   

3）ネフローゼ症候畔の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注酎こついて説明できる。   

4）以下の疾患について概説できる。  

糸球体腎炎、糖尿病性腎症、尿路感染症、薬剤性腎症、尿路結石   

【生槻】   

到達目標：  

1）男性および女性生殖器に関する代表的な疾患を挙げることができる。   

2）前剥朋巴大症の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注寮について説明できる。   

3）以下の疾患について概説できる。  

前立腺癌、異常妊娠、異常分娩、不妊、子宮癌、子宮内膜症  

l。   
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【援牙ロケアと長期廊襲】   
到達目標：  

1）癌性痺痛に対して使用される薬物を列挙し、使用上の注意について説明できる。  

△2）長期腋矧こ付随する合併症を列挙し、その薬物袷療について説明できる。   

【総合演習】   
到達目標：  

△1）指定された疾患例について必要な情報を収集し、適切な薬物治療法を考案することができる。（技能）  

（5）病原微生物・悪性新生物と戦う  

一般目標：   

生体内で異翻こ増殖あるいは複製することにより人体に疾患卑生じる細菌、ウイルスなど、および悪性新生  
物に対する薬物の作用機ノ字を理解し、薬卿台療へ応用できるようになるた捌こ、抗菌薬、抗哲也正勝などに  

関する基本的知識をイ断等する。   

【感染症】   
到達目標：  

1）主な感染症を列挙し、その病態と原因を説頭セきる．   

【抗箇薬】   
到達目標ニ   

1）抗菌薬を作用点に基づいて分類できるb   

2）代表的な抗菌粟の基本構造を示すことができる。   

3）代表的なβ・ラククム系抗菌薬を抗菌スべクト／レに基づいて分析し、有効な感染症を列挙できる。   

4）テトラサイクリン系抗菌丼の抗菌スペクトルと、有効な感染症を列挙できる。   

5）マクロライド系抗菌薬の抗菌スペクトルと、有効な感染症を列挙できる。   

6）アミノ配糖体系抗菌薬を抗菌スペクトルに基づいて分煉し、有効な感染症を列挙できる。   

7）どリドンカルポン酸系抗菌薬の抗菌スペクトルと、有効な感染症を列挙できる。   

8）サルファ菜（ST合剤を含む）の有効な感染症を列挙できる。   

9）代表的な抗結核薬を列挙し、作用機序を説明できる。  

△10）細菌感染症に関係する代表的な生物学的製剤を挙げ、その作用拗序を説明できる。  

11）代表的な抗菌薬の使用上の注意にづいて説明できる。  

12）特徴的な組織移行性を示す抗菌薬を列挙できる。   

【抗原虫・寄生虫賭】 
到達目棟：  

△1）代表的な抗原虫■寄生虫薬を列挙し、作用挽序および臨床応用を説明できる。   

【抗演菌薬】   

到達日額：   

1）代表的な抗其菌薬を列挙し、作用機序および臨床応用を説明できる。   

【抗ウイルス薬】   
到達目標：   

1）代表的な抗ウイルス弄を列挙し、作用機序および臨床応用を説明できる。  

△2）抗ウイ／レス薬の併用療法において考慮すべき点を挙げ、説明できる。  
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3）うつ病、換うつ病の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意について説明できる。  

4）以下の疾患を概説できる。  

神経症、心身症、薬物依存症、アルコール依存症   

【耳鼻咽喉の疾患】  
到達目標：  

1）耳鼻咽喉に関する代表的な疾患を挙げることができる。  
2）めまいの病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。  

3）以下の疾患を概説できる。  

メニエール病、アレルギー性鼻炎、花粉症、副鼻腔炎、中耳炎   

【皮膚疾患】  
到達日額：  

1）皮膚に関する代表的な疾患を挙げることができる。  
2）アトピー性皮膚炎の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。  

3）皮膚其菌症の病懐生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。  

4）以下の疾患を概説できる。  

専麻疹、薬疹、水病症、穐隠接触性皮膚炎■、光線：過敏症   

【眼疾息】  
到達目標：  

1）・眼に関する代表的な疾患を挙げることができる。  

2）緑内障の病憶生理、適切な治療英、およびその使用上の注意について説明できる。  

3）白内障の痛憤生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意叱ついて説明できる。  

4）以下め疾患を概説できる。   

寵膜炎、網膜症   

【骨・関節の疾患】  
到達目標：  

1）骨、関節た関する代表的な疾患を挙げることができる。  

2）棚症の病態生理、滴切な治療薬、およびその鑑用上の性悪について説明できる。  

3）慢性関節リウマチの病魅生理、適切な治療落、およぴその使用上の注意について説明できる。  

4）以下の疾息を概説できる。  

変形性関節症、骨軟化症   

【アレルギーーーー・免疫疾駄】  

到達目標：  

1）代表的なアレルギー・免疫に関する疾患を挙げることができる。・   

2）アナフィラキシーショックの病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意について説明できる。  

3）自己免疫疾患（全身性エリテマトーデスなど）の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意に  

ついて説明できる。  
4）後天性免疫不全症の痛憤生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。   

【移植医痴】  ′＼  

到達已標：  

1）移植に関連しキ病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注酎こついて鋭明できる。  
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【抗菌薬の耐性と副作用】   
到達目標■：  

△1）主要な化学療法薬の耐性獲得機構を説明できる。   

2）主要な化学療法薬の主な副作用を列挙し、その症状を説明できるb   

【苛性腫瘍の病態と治療】   
到達目標：  

1）悪性腫瘍の痛態生理、症状、治療について概説できる。  

△2）悪性腫瘍の治療における薬物治療の位置づけについて概説できる．  

△3）一化学療法薬が有効な帝性腫瘍を、治療例を挙げて説明できる．   

【抗唖】   

到達目棲：  

1）代表的な抗悪性腫瘍巽を列挙できる。   

2）代表的なアルキノ呵ヒ薬を列挙し、作用機序を説明できる；   
3）代表的な代謝桔抗薬を列挙し、作用機序を説明できる。   

4）代表的な抗腫瘍抗生物質を列挙し、作用槻序を説明できる。   

5）抗馳駆として用いられる代表的な植物アルカロイドを列挙し、作用機序を説明できる。   

6）抗腫瘍薬として用いられる代表的なホノレモン関連薬を列挙し、作用機序を説明できる。   

7）代表的な白金錐体を挙げ、作用機序を説明できる。  

△8）代表的な抗溶性腫瘍薬の基本構造を示すことができる。   

【康雌の耐性と副作用】   
到達官撰：◆  

△1）主要な抗恐性脛癌捌こ対する耐性野待機構を説明できる。   
2）主要な抗悪性逓疲巽の主な副作用を列挙し、その症状を説明できる。   

3）副作用軽減のための対処法を説明できる。  

【情報源】   
到達目標：  

1）医薬品情幸厭の一次資料、二次資料、三次栗料につい七説明できる。   
2）庭薬品情報漁として代衆的な二次資料、三次資料を列挙し、それらの特徴を説明できる。   

3）厚生労倣乱製薬企業などの発行する資料を列挙し、それらの特徴を説明できる。   
4）医薬品添付文背（医療用、一般用）の法的位慣づけと‘用途を説明できる。   

5）医薬品鮒文革（医療用、一般用） 

． 

△7）医療用医躇晶添付文審と医薬品インタビューフォームの使い分けができる。（技船   

【収集・評価・加工・提供・管理】   
到達目標：  

△1）目的物能効果、紬乍用、相互作用、罪剤鑑別、妊婦への投与、中海など）に合った適切な情報源を選  

択し、必要な情報を検索、収集できる。（技能）   
2）医燕晶情報を質的に評価する際た必要な基本的項目を列挙できる。－  

△3）医薬品情報を目的に合わせて適切に加エし、提供できる。（技能）  
△4）・医薬品情報の加工∴提供、管理の際に、知的所有権、守秘義務に配慮する．伽識・腺釦  
△5）主な医薬品情報の提供手段を列挙し、それらの特徴を説明できる。   

【データートーース】   

到達目標：  

1）代表的な医薬品情報データベースを列挙し、それらの特徴を説明できる。  
△2）医学・・薬学文献データベース検索におけるキーワード、▲シソーラスの重要性を理解し、適切に検索でき  

る。（知識・技青田  

△3）インターネット寧どを利用して代表的な医策晶憎朝盈収集できる。（接触   

【E召M伽deIl此・丑a監dM血）】   

到達目標：   

1）・EBMの基本概念と有用性について説明できる。   
2）E寧叫実践のプロセスを概説できる。  

△3）臨床研究法（ランダムイ址t劇群数、コホート研免症例対照研究など）の長所と短所を概説できる。  
△4）メタアナリシスの概念を痙解し、結果を評価できる。蜘翻・技能）  
△5）其のエンドポイントと代用のエンドポイントの違いを説明できる。  

△6）臨床適用上の効果指標（オッズ比、必要治療数、相対危険度など）につし†て説明できる。   

【総合演習】   
到達目標：  

△1）医薬品の挽用、選択に当たって検討すべき項目を列挙できる。  
△2）医薬品に関する論文を評価、要約し、臨床上の問題考解決するために必要な情報を挽示できる。伽識・  

技抱   

（2）恩者情報  

一般目標：   

個々の患者への適正な薬物治療に貢献できるようになるために、患者からの情報の収集、評価に必要な基本  
的知識、技能、怯度を修得する。  

C15 薬物慨に役立つ情報  
一般目標：   

業物治療に必要な情報を医療チームおよび愚者に援供するために、医薬品情報ならびに曲者から得られる情  
報わ収集、評価、加エなどに関する基本的知識を修得し、それらを活用するための基本的技籠と態度を身につ  

ける。   

（1）医井晶情報  

一般目標：   

医薬品の適正使用に必要な医薬品情朝を理解し、正しく取り扱うことができるようになるために、医薬品情  
報の収集、評防、加工、提供、管矧こ関する基本的知識、技能、髄度を修得する。   

【情報】   

到達目棲：   

1）医薬品として必須の情報を列挙できる。   

2）医薬品情鍬こ蘭わっている職位を列挙し、その役割を説明できる。   

3）医薬品の開発過程で得られる情報の種類を夕！J挙できる。◆   

4）医薬品の市版後に得られる情報の種類を列挙できる。   

5）医薬品情報に関係ナる代表的な法律と制度について概説できる。  
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2）ポピュレ“ションファーマコキネテイクスの概念と応用について概説できるも  

△3 
4）薬物作用の日内変動を考慮した用法について概説できる。  

【情報と情報源】   
到達目標：  

1）薬物治療に必要な患者基本情報を列挙できる。   

2）患者情報源の種類を列挙し、それぞれの違いを説明でき右。   

【収集・評価・管理】   
到達目顔：  

1）問題志向型システム 伊OS）を説明できる。  

△2）薬歴、診療録、看護記録などから患者基本情報を収集できる。（技能）  

△3）患者、■介護者・との適切なインタビューから患者基本情報を収集できる。（技㈲  

△4）得られた患者情報から医薬品の効果および副作用などを評価し、対処法を提案する。扶［職・．技能）  

△5）SOAPなどの形式で患者記録を作成できる。・（技把）  

△6）チーム医療において患者情報を共有することの重要性を感じとる。（態度）  

△7）患者情報の取扱いにおいて守秘義務を遵守し、管理の重要性を説明でき翫．蜘硝い態度   

（3）テーラーメイド薬物治療を目指して  

一般目標■：   

個々の患者に応じた投与計画を立案できるようたなるために、薬物治療の個別化に関する基和的知識と技能  
を修得する。   

【辿伝的素因】   
到達目棟：  

1）薬物の作用発現に及ぼす代表的な迫伝的素因について、例を挙げて説明できる。   
Z）丼物動態に影関する代表的な追伝的素因について、例を挙げて説明できる。   

3）遺伝的楽園を考放した薬物治療について、例を挙げて説明できる。   

【年齢的要因】   
到達目擦・：   

1）新生児、軋脚こ対する薬物治療で注意すべき点を説明できる。，   

2）幼児、小児に対する薬物治療で注意すべき点を鱒明できる。   

3）高僻者に対する薬物治療で注放すペき点を説明できる。．   

【生理的要因】   
到達目標：  

1）生殖、女動静寺における薬物治療で注意すべき点を説明できる。   

2）授乎し婦に対する薬物治療で注意すべき点を説明できる。  

△3〉栄養状態の異なる患者臼巴満など）に対する薬物治療で注意すべき点を説明できる。   

【合併症】   
到達目標：  

1）腎臓疾患を伴った患者における薬物治療で注意すべき点を説明できる。   

2）肝臓疾患を伴った患者における稟物治療で注意すべき点を鋭明できる。   

3）心臓疾息を伴った患者における薬物治療で注意すべき点を説明セきる。   

【投与計画l  

到達目標：  

△1）患者固有の薬動学的パラメーターを用いて投与設計ができる。（知糀・技能）  
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【医薬品をつくる］  

C16 製剤化のサイエンス  

「般目標：   

製剤化の方法と意義を理解するために、薬物と製剤材料の物性、医薬品へ甲加工、および薬物送達システム  

に関する基本的知識と技能を修得する。   

（1）鮎副材料の性悪  

一般目棲：  

薬物と剋剤材料の性質を理解し、応用するために、それらの物性に関する基本的知弛、および取頻小に関す  

る基本的技能をイ断尋する。   

【物畢の瞭解】   
到達目標：  

1）溶液の濃度と性矧こついて説明できる。   

2）物質の柳平とその速度に？いて説明できる。   

3）溶解した物質の月施変過速度について説明できる。   

4〉物質の溶柵こ対しF酸・塩基反応が果たす雀描略説明できる。   

【分散系】   
到達目標：  

1）界面の性質にっいて説明できる。   

2）代表的な界面活性剤の種類と性質について説明できる。   

3）乳剤の型と性矧こついて説明できる。   

4）代表的な分散系を列挙し、その性質について説明できる。   

5）分散粒子の沈踵現象について説明できる。   

【製剤材料の物性】   
到達自頓：  

1）流動と変形（レオロジー）の概念を理解し、代表的なモデルについて説明できる．  

△2）高分子の構造と高分子溶液の性質について説明できる。．   

3）製剤分野で汎用される高分子の物性について説明できる。   

4）粉体の睦矧こついて説明できる。   

5）製剤材料としての分子集合体について説明できる。   

6）薬物と製剤材料の安定性に影響する要因、安定化方法を列挙し、説明できる。  

△7）粉末Ⅹ繰回折測定法の原理と利用法について概略を説明できる。  

△8）製剤材料の物性を測定できる。（技官尉）  
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1瞬・   

【クーグティング】   
到達目標：  

1）クーゲティングの概要と意義について説明できる。   

2）－代表的な㌢ラッグキャリアーを列挙し、そのメカニズムを説明できる。   

【プロドラッグ】   

到達目標：  

1）代表的なプロドラッグを列挙し、そのメカニズムと有用性について説明できる。   

【その他のDI）S】   

到達目標：  

△．1）代表的な生休瞑透過促進法について説明できる。  

（2）剤形をつくる  

一般目標：   

医薬品の用途に応じを適切な剤形を調製するために、・製剤の種頸、有効阻安全性、品質などに関する基本・  
的知識と∴調製を行う際の基本的技能を修得ナる。   

【代表的な製剤】   
到達目標：  

1）代表的な剤形の種類と特徴を説明できる。   

2）代表的な固形製剤の種類と性質について説明できる。   
3）代表的な半固形製剤の種類と性質について説明できる。、   

4）代表的な液状製剤の種類と性質について説明できる。   
5）代表的な無菌製剤の種類と性質について説明できる。   
6）エアゾーリレ剤とその類似製剤について説明できる。   
7）代表的な製剤添加物の種類と性質について説明できる。   
8）代表的な製剤の有効性と安全性評価法について説明できる。   

【製剤化】   
到達目標：   

1）製剤化の単位操作および汎嗣される製斉l磯城について説明できる。  
△2）■単位操作を組み合わせて代表的製剤を調製できる。（技一粉  
△3）汎用される容器、包装の種板や特徴について説明できる。   

【製剤試験法】   
到達目標：   

1）日本薬局方の製剤に関連する試験法を列挙できる。  
△2）日本薬局方の製剤に関連する代表的な試験法を実施し、品質管理に適用でき予。（技能）   

（3）DDSのmgDe蜘eⅣSystem：薬物送達システム）  

一般目培：   

謝勿拾療の有効性、安全性、借摂性を高めるために、薬物の投与形憶や薬物体内動懐の制御法などをエ夫し  
たD工）Sに関する基本的知瓢を修得する。   

【DDSの必要性】  

．到達目標：   

1）従来の医薬品製剤の有効性、安全阻信頼性における主な問題点を列挙できる。   

2）DI〕Sの概念と有用性について説明できる。   

【放出糾御型製剤】   
到達目標：   

1）放出制御型襲酔い揮覗掴塾臍を含む）の利点について説明できる。   

2）代表的な放出制御撃斯陣列挙できる。   
3）代表的な徐放性製剤における徐放化の辛皮について説明できる。   
4）徐放性製斉りに用いられる製斉l」材料の蘭と性質について説明できる。   

5）経皮投与製剤の特徴と利点について説明できる   

6）腸溶製剤の特徴と利点について説明できる。  

C17 医薬品の開発と生産  

一般目標：   

将来、医薬品開発と生産に参画できるようになるために、医茶晶開発の各プロセスについての基本的知取を  
修得し、併せてそれらを実施する上で求められる適切な憶度を身につける。   

（1）医薬品開発と生産のながれ  

一般目標：   

医薬品関節と生産の突灘を理解するために、医薬品創型と製造の各プロセスに関する基本的知識を修得し、  

社会的重要性に目を向ける懐度を身につける。   

【医藤晶開発のコンセプト】   

到達目標：  

△．1）医薬品開発を計画する際に考慮すべき因子を列挙できる。  

・2）疾病統計により示される日本の疾病の特徴について説明できる。   

【医薬品市場と開発すべき医薬品】   
到達目標：  

△1）医療用医薬品で日本市場および世界市場でめ売上高上位の医薬品を列挙できる。  

△2）新規医薬品の価格を決定する要因について概説できる。   

3）ジュネリック医英晶の役割について概説できる。  

△4）希少疾病に対する医薬品（オーファンドラッグ）開発の重野性について説明できる．   

【非臨床試験】   
到達目標：  

△i）非臨床試験の目的と実施概要を説明できる。   

【医薬品の哀醐   
到達目標：  

△1）臨床試験の目的と実施概要を説明できる。  

△2）医薬品の販売承認申請から、承醒までのプロセスを説明できる。   

3）市販後調査の制度とその意蕗について説明できる。  

△4）医薬品開発における国際的ハーモナイゼーション江CH）について概説できる。  
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（3）バイオ医薬品とゲノム情報  

一般目機：  

医薬品としてのタンパク風速伝子、緬嘩を適正に利用するために、それらを用いる治療に関する基本的知  
識を修得し、倫粗相痘度を身につけるト倒せて、ゲノム情報の利用に関する基本的知純を修得するd   

【組換え体医薬品】   

到達目標：  

1）組換え体医薬皐の絆色と有用性を説明できる．   
2）代表的な組換え体医薬品を列挙できる。   
3）鱒換え体医薬品の安全性について概説できるd   

【遮伝手指療】   

到達目標：  

△1）遺伝子治療の原理、方法と手順、現状、および倫理的問題点を概説できる。伽純・鰻お   

【細鱒を利用した治療】  
到達目標：  

． △1）再生医療の原理、方法と手順、現状、および倫理的問題点を概説できる。（知撒・健康）   

【ゲノム情報の創薬への利用】   
到達目標：  

△1）ヒトゲノムの構造と多様性を説明できる。  
△2）バイオインフォマテイクスについて概説できる．  
△3）遺伝子多型炊扱、制覇の解附こ用いられる方位（ゲノミックサザンプロット法など）について概説  

できる．  

△4）ゲノム情報の創案への利用について、創薬ターゲットの探索の代表例（イマチニブなど）を挙げ、ゲノ  
ム創薬の流れについて説明できる。  

【疾患関連遺伝子】   
到達目標：  

△1）代表的な疾庖（癌、糖尿病な∽関連迫伝子について説明できる。  
△2）疾患関連遺伝子情報の薬物療法への応用例を挙げ、概説できる。   

（4）治験  

一般目標：   

医薬品開発において†台験がどのように行われるかを理解するために、†台験に関する基本的知識とそれを実施  
する上で求められる適切な態度を修得する。   

【治験の意義と業務】   
到達目標：   

1）治験に関してヘルシンキ宣言が意図するところを説明できる。   
2）医薬品創製における治験の役割を説明できる。   

3）治験（第Ⅰ、Ⅱ、およびⅢ相）の内容を説明できる。  
△4二）・公正な治験の推進を碑保するための制度を説明できる。  
△5）治験における被験者の人権の保雄官安全性の確嵐および福祉の重要性について討鼓する。（態度）  

△6）治験業務に携わる各組織の役割と受任を概説できる。  
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【医薬品の製造と品質管理】   
到達目標：  

△1）医薬品の工業的規模での製造工程の特色を開発レベルのそれと対比させて概説できる。  

△2）医薬品の品質管理の意義と、薬剤師の役割について説明できる。  

△3）医薬品製造において環境保全に配慮すべき点を列挙し、その対処法を概説できる。   

【規範】   
到達目標三  
Il）GI眉（G∝dLatK）ratOryPracdce）、GMP紬旭n通ctunngPractice）、GCP他力dCli血icalPrac血）、  

GPMSP餌Post・MarketingSurveinancePra血ce）の概略と意義に？いて説明できる。   

【特許】   
到達目標：  

△1）医薬品の創製における知的財産権について概鋭できる。   

【薬害】   
到達目棲：  

1）代表的な薬害の例（サリドマイド、スモン、非力晴灸血液製剤、ソリブジンなど）について、その原因と  

社会的背景を説明し、これらを回避するための手段を討撤する。伊都・櫨度）   

（2）リ」下化合物の創製と最適化  

一般目標：   

ドラッグデザインの科学的な考え方を理解するために、標的生体分子との相互作用および基絶となるサイキ  

ンスと技術に関する基本的知識と技能を修得する。   

【医室築晶創隈の歴史】   
到達目標：  

1）古典的な医薬品開発から理論的な創薬への歴史について説明できる。   

【標的生体分子との相互作用】   
到達目模：  

△1）医薬品開発の標的となる代表的な生体分子を列挙できる。  

△2）医薬品と模的生体分子の相互作用を、具体例を挙げて立体化学的観点から説明で草る。  

△3）立体異性体と生物宿性の関係について具体例を挙げて説明できる。  

△4）医凍晶の構造とアゴニスト活性、アンタゴニスト活性との関係について具体例を挙げて説明できる。   

【スクリーニング】   

到達目標：  

△1）スクリーニングの対象となる化合物の起源について説明できる。  

△2）代表的なスクリーニング睦を列挙し、概説できる。   

【リー円ヒ合物の斑噺ヒ】   

到達目標：  

△1）定丑的構造悟性相関のパラメーターを列挙し、その薬理活性に及ぼす効果について概説できる。（5）  

△2）生物学的等価性（バイオアイソスター）の意義について概説できる。（1）（5）  

△3）薬物動懐を考慮したドラッグデザインについて概説できる。（1）（5）  
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【医；療の担い手としての使命】   

到達目標：  

△1）薬剤師の医療の担い手としての倫卿任を自覚する。（態度）  
△2）医療過誤、リスクマネージメントにおける薬剤師の賢任と歳務を果た■h（膿度）   

【蜘と制度】   
到達目標：  

1）弟剤師に開運する法令の榊成を説明できる。   

2）薬事法の重要な項目を列挙し、その内容を説明できる．   

3）薬剤師法の重要な項目を列挙し、その内容を鋭明できる。   

4）薬剤師に関わる医療法の内容を説明できる。  

△5）医師駄歯科医師性、保健師助産師看破師法などの関連法規と薬剤師の関わりを説明できる。   

6）医薬品による副作用が生じた場合の被害救済について、その制度と内容を概説できる。   

7）製造物職任法を概説できる。   

【管到主薬】   
到達目標：  

1）麻薬及び向柑傾取締法を概説し、疲制される代表的な医薬品を列挙できる。   

2）党せい剤取締法を概説し、規制される代表的な医薬品を列挙できる。   

3）大麻取締法およびあへん法を概鱒できる。   

4）毒物及び劇物取締法を概説できる。   

【放射聯晶】   
到達目標：  

△1）放射性医薬品の管理、取扱いに関する基準倣射性医業晶基準など）および制度について概説できる。  

△2）代表的な放射性医薬品を列挙し、その品質管矧こ関する試験法を概説できる．   

（2）社会保障制度と顔剤趣済  

一般目標：   

公平で質の高い医療を受ける患者の権利を保障するしくみを理解するためlこ社会保障制度と粟剤経済の基  

本的知放と技能を修得する。   

【社会保障制度】   
到達目標：   

1）日本における社会保障制度のしくみを説明できる。  

．2）社会保障制度の中での医療保険制度の役割を概説できる。   

3）介披保険制皮ゎしくみを説明できる。   

4）高齢者医療保健制度のしくみを説明できる。   

【医療†利剣   
到達目標：   

1）医療保険の成り立ちと現状を説明できる。   

2）医戎準険のしくみを説明できる。   

3）医療保険の徽を列挙できる。  

△4）国民の福祉施庚における医療保険の貢献と問題点について概説できる。  

【治験における薬剤師の役割】   

到達目標 
△1）治験における薬剤師の役割（治験薬管理者など）を説明できる。  

△2）治験コーディネーターの業務と斉任を説明できる。 

△3）治験に際し、．被験者に説明すべき項目を列挙できる。  

△4）インフォームド・コンセントと治験情掛こ関する守秘義務の重要性について討議する。（態度）   

（5）ノVオスタテイスティクス  

「股日凛：   

医薬申開発、薬剤疫学、薬剤経済学などの験域において、プロトコル立案、データ解析、および評価に必要  

な統計学の基本的知識と技能を修得する。   

【生物統計の基礎】   
到達目標：  

△1）働輔感瑚捻を説明できる。  
△2）バラメトリック検定とノンバラメトリック検定の使い分けを説明できる。  

△3）主なこ群間の平均値の差の検定法（亡検定、Mann・Wht批yU検定）l三っいて、適用できるデータの特  

性を説明し、実施できる。（知和・技拒）  

△4）ズ2検定の適用できるデータの特性を説明し、実施できる。（知闘ぃ技能）  

△5）最小二乗法による直線回帰を説明でき、回帰係数の有意性を換定できる。伽撒・技能）  

△6）主な多重比較検定法扮散分析、Dunnett検定、取払y検定など）の概要を説明できる。  

△7）主な多変丑解析の概要を説明できる。   

【臨床〈の応用】   
到達 

△1）・臨床試験の代表的な研究デザイン（症例対照研究、コホート研究、ランダムイ址ヒ較弼紬の特色を説明  

できるか  
△2）バイアスの種類をあげ、特徴を説明できる。  

△3）バイアスを回避するための計画上の技法（盲検イヒ ランダムイ出 について説明できる。  

△4）リスク園子の評価として、オッズ比相対危険度および信頼区間について税明し、計算できる。（知詞卜  

技昭  
△5）基本的な生存時間乃抑テ法亀pkn・Meier曲線など）わ特徴を説明できる。  

【薬学と社会】   

C18 薬学と社会  
」般日櫻：   

社会において薬剤師が果たすべき焚任、耕等を正しく理解できるようになるために、薬学を取り巻く軌  

制度、経済およて牒掲業掛こ関する基棚を修得し、それらを活用するための基本的技能と偲度を身につ  

ける。   

（1）薬剤師を取り巻く法律と制度  

「股目標：   

盛者の稚利を考慮し、安住をもって医療に参画できるようになるために、薬餌法、薬剤師法などの医療およ  

聞係法規、制度の精神とその施行に関する基本的知和を修得し、それらを遵守する櫨度を身につける。  
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【薬剤経済】   
到達目標：  

△1）国民医療費の動向を概説できる。   

2）保険医療と薬価制度の関係を概説できる。  

△3）診療報酬と薬価基準について説明できる。  

△4）医療費の内訳を概説できる。  

△5）薬物治療の経済評価手法を概説できる。  

△6）代表的な症例をもとに、薬物治療を経済的な観点から解析できる。（知識・技能）   

（3）コミュニティーファーマシー  

一般目標：   

コミュニティーファーマシー（地峡薬局）のあり方と業務を理解するために、薬局の役割や業務内容、医薬  

分業の意義、セルフメディケーションなどに関する基本的知識と、それらを活用するための基本的態度を修得  

する。   

【地域薬局の役割】   
到達目標：  

1）地域薬局の役割を列挙できる。   

2）在宅医療および居宅介言掛こおける弟局と薬剤師の役割を説明できる。   

3）学校薬剤師の役割を説明できる。   

【医薬分業】   
到達目標：  

1）医薬分痍のしくみと意義を説明できる。  

△2）医薬分業の弓見状を概説し、将来傲を展望する。扶［餓・値度）  

△3）かかりつけ薬局の意義を説明できる。   

【薬局の蜘営】   

到達目標：  

1）保険薬剤師療狂担当規則および保険医療車扱当規則を概説できる。  

△2）薬局の形態および業務運営ガイドラインを概説できる。  

△3）医薬品の流通のしくみを概説できる。  

△4）調剤報酬および調剤報酬明細醇（レセプト）について説明できる。   

【OTC薬・セ／レフメディケーション】   

到達日額：  

△1）地域住民のセルフメディケーションのために薬斉Ij師が果たす役割を討議する。（態度）  

・2）主な一般用医薬品（OTC薬）を列挙し、使用目的を説明できる。   

3）漢方薬、生活改善薬、サプリメント、保健機能愈晶について概説できる。  

実務・実習モデル・コアカリキュラム  
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目 次  
実務実習モデル・コアカリキユラムの作成について  

ム・  

1．モデル・コアカリキュラム作成の経緯  

（1）モデル・コアカリキュラム作成の必要性  

G蓋恵まこ…昌≧蓋工芸£〕  

薬学教育の改善・充実に関する調査研究協力者会談（以下、「協力者全紙」という。）   

において、すべての薬学生にとって必須なものとして実務実習を位置づけ、その充鼻   

を図ることが重要であるとの点で認識の一致が見られた。他方、実務実習の現状を見   
ると、．実施期間、実施内容ともに大学毎に異なっており、また、受け入れ休制につい   
ても、各団体において組織的な受け入れ方策についての検討が行われているものの、  

．現段階では学生自身の努力に委ねられている部分が大きいとの指摘が行われた。  
そこで、実務実習の長期化も含めた充実を図るためには、実務実習に関するコア・・   

カリキュラムとなる到達目標を策・定し、それを実施するための方略を作成することが   

必要である、との点で協力者会舐は一致し、実務実習モデル・コアカリキュラムを作  

成することとなった。  

（2）作成の経緯  

小委員会は第1回の会合を平成15年7月2日に開催し、作業の方針及び作業部会   
の設置について合意が行われた。7月16日に小委員会と作業部会の合同会合が開催  

され、作業の方針及び今後のスケジュールが示された。  

作業部会は平成15年7月26日、27月及び8月10日に会合を開催した。この   
作業部会には、大学関係軋病院関係考、薬局関係者が参加し、実務実習モデル．・コ  
アカリキュラムの目標（←般目標と到達目標）及び方略についての検討を行った。こ  

の作業部会における検討の結果は、平成1■5年9月5日付で全国の薬科大学（薬学部）  

にアンケート形式でフィードバックされ、各大学から提出された意見を踏まえて、小   

委員会において9月22日に検討が行われたふ   

（3）作業に当たっての留意事項   

① 大学教育に必要なものとして作成したこと  

本モデル・コアカリキュラムは大学教育における薬学教育として必要となる実務実  

習内容を盛り込んだものである。すなわち、薬系大学・学部・研究科において、共通  

して学んでおくべき事項を整理したものである。   

② 積み上げ方式で作成したこと   

・今後の薬学教育において必要となる内容は何か、それを十分に学生に履修させるた  

教育目標（一般目標・到達目標）  

（Ⅰ）実務実習事前学習  

（1）事前学習を始めるにあたり  

（2）処方せんと調剤  

（3）疑義照会  

（4）医薬品の管理と供給  

（5）リスクマネージメント  

（6）服薬説明と患者接遇  

（7）事前学習のまとめ  

（Ⅱ）病院実習  

（1）’病院調剤を実践する  

（2）医薬品を動かす・砲保する  

（．3）情報壷正しく扱う  

（4）ベッドサイドで学ぶ  

（5）薬剤を造る・調べる  

（6）医療人としての薬剤師  

（Ⅲ）薬局実習  

（I）薬局アイテムと管理  

（2）情報のアクセスと活用  

（3）薬局調剤を実践する  

（4）薬局カウンターで学ぶ  

（5）地域で清和する薬剤師  

（6）非局箕黎を総合的に学ぶ  

3
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7
 
7
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（Ⅰ）実務実習司事前学習  

（1）事前学習を始めるにあたり  

（2）処方せんと調剤  

（3）・疑濃照会  

（4）医薬品の管迎と供給  

（5）リスクマネージメント  

（6）服薬説明と患者接遇  

（7）耶前学習のまとめ  

（Ⅱ）病院実習  

（1）病院間剤を葵践する  

（2）医薬品一を助かす・柵保する  

（3）情報を正しく敬う  

（4）ベッドサイドで学ぶ  

（5）井剤を遣る・朋べる  

（6）医療人としての薬剤師  

（Ⅲ）薬局実習  

（1）薬局アイテムと管理  

（2）情報のアクセスと活用  

（3）茶席調剤を実践する  

（4）薬局カウンターで学ぶ  

（5）地域で活躍する薬剤師  

（6）薬局業談を総合的に学ぶ  
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すべての大学において均一で良質な内容の実務実習が実施されるようにするためには、   

この方略た基づき、各大学においてカリキュラム編成が行われることが望ま．しい。   

4．評価について  

このモデル・コアカリキュラムにおいては、到達目標と、当該目標に到達するための   

教育の方法である方略について記載しているが、到達度を評価するための方法は記載   

していない。この評価の在り方については、後述するように、大学が中心となり、関   

係機関との間で評価方法の標準化も含めた検討が行われる必要がある。．   

5．実務実習モデル・コアカリキュラムの内容について  

（1）「到達目標」には、実務実習事前学習（「事前学習」）、「病院実務実習」及．び「薬   

局実務実習」に蔚ける到達目標を掲赦した。  

（2）「事前学習」においては、医腑に参画できるようになるために、病院実務実習・洪   

局実務実習に先立って、大学内で調剤および製剤、服薬説明などの薬剤師職務に必要  

な基本的知識、技能、態度を修得することを一般目標として、到達目標を列挙してい  

る。  

（3）「病院実務実習」においては、病院非剤師の莱務と斉任を理解し、チーム医療に参   

画できるようになるために、調剤、製剤、服薬指導などの薬剤師業務に関する基本的   

知識、技能、値度を修得することを一般目標として、到達目標を列挙している。  

（4）「薬局実務実習」においては、薬局の社会的役割と辞任を理解し、地域医療に参画  

できるようになるために、保険調剤、医薬品などの供給・管理、情報提供、健康相談、   

医療機関や地域との関わりについての基本的な知識、技能、態度を修得することを一   

般目標として、到達目標，を列車している。  

（5）「病院実務実習」及び「薬局実務実習」は、病院薬剤師、薬局薬剤師のいずれを目   

指すにせよ必要となる内容であり、双方を行うことが必要である。なお、病院実務実   

習と薬局実務実習の到達目標に一部重複が生じているが、この重複を避け、大学教育  

における効率的な学習を可能とするため、病院と薬局いずれかにおいて先に履修した   

事項を、別の機関において実習を行う附こは履修済みとして免除可能にすることとし、  

病院実務実習と薬局実務実習のどちらを先に履修しても、同様の学習効果が得られる  

ようにした。（』で示した項目が吉亥当。なお、免除の度合いについては、各大学にお   
ける教育目標が達成できるよう、臭習施設となる病院及び薬局との間で十分に調整を  

行うことが望ましい云）  

6．実習の実施時期と効異について  

（1）「事前学習」については、共用試験受験前に行うことも可能である。なお、早期に   

実習の導入教育を行うことは、学生のモチベーションを高めrるという観点、また、医  
療人としての知識・技能・態度が一体化した総合的な教育を実施するための有機的な  

カリキュラム構築という親鳥から望ましい。  

（2）「病院実務実習」及び「薬局実務実習」については、実際に調剤等を行い、患者と   

接することになることから、原則として共用試験実施後に行われることが望ましい。  
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めに必要となる各種資痕や時間数は何か、という観点から積み上げ式で作成を行った。   

③・大学関係者及び薬局・病院関係者の協力のもと作成したこと  

実務実習モデル・コアカリキュラムの到達目標及び方略は、それが効果的かつ現実   

的に実施される必要がある。そのため、主な実習受け入れ機関である薬局及び病院関   

係者が小委員会及び作業部会に参加し、作成が行われた。  

これにより、重け入れ機関側の事情にも十分に配慮した内容として実務実習モデ   

ル・コアカリキュラムの作成が可能となった■。   

2．目標について   

目標においては、各大学が編成するカリキュラムの参考となるよう、習得すべきと考   

えられる必須の基本となる事項を提示しており、各薬科大学（薬学部）における実務実  

習において必ず習得させることが必要な事項を列挙している。また、さらに充実した実  

務実習を目指して、この到達目標に基づき作成されたカリキュラムの他に、各薬科大学  

（薬学部）がその教育理念や特色に基づいたカリキュラムを設定し、各大学の特色に卒   

わせた多彩なメニューを発展的・選択的なカリキュラムとして作成するこ－とも可能であ   

る。   

3．方略について  

（1）現状における実務実習の問題点  

医療薬学教育の充実のため、実務実習を盈的にも質的にも充奏することが必要であ   

■るが、実務実習の現状は、必修とされているところもあれば選択とされているところ   

もあり、その期間も2週間から1ケ月までと、大学によってまちまちである。また、   

病院実習のみが行われている場合もあり、病院と薬局においてバランスよく実習が行   

われているとは言い難い。  

・薬科大学（薬学部）．における実務実習は、附属病院が必筐とされている医学部や歯   

学部に担ナる臨床実習と異なり、大学あるいはその地域の調整機構の依頼により、病   

院・薬局において実施されているのが通例である。組織上の関係を有しない病院や薬   

局において実務実習が行われるという薬科大学（薬学部）特有の事情故、教育内容の   

水準が担保しづらく、また、指導体制の構築、受け入れ体制の構築にあたって様々．な   

困難がある。これが、これまでの薬科大学（薬学部）における実務実習への取り組み   

がまちまちなものとなってきた原因の一つであると考えられる。  

（2）方略作成の必要性及び方略の性格  

実務実習のさらなる充実を検討する際には、すべての大学でこ・れを十分に実施する   

ことができるようにすることが必要であり、かつ、すべての大学で均一な内容のもの  

として行われる必要がある。・  
そこで、本′j、委員会においては、すべての大学に■ぉいて十分に教育の質が担保され   

た実務実習が行われるようにするため、また、そのために充実した指導体制及び受け   

入れ体制が柄築されるために、到達目標の作成とともに方略の作成を行った。  

この方略は、到達目標を実現するために必要となる学習方法、場所、人的資源、．物   

的資振、時間数の「標準」を示したものである。実務実習の質を担保するとともに、  

58  

66   



（5）違法性の阻却の問題   

本モデル・コアカリキュラネは大学教育における薬学教育として必要となる実務実   

習内容を盛り込んだものである。従って、実習の内容が薬剤師法等の医療関連法規に   

抵触することがないよう、違乾性の阻却のための要件がさらに検討される必要がある。  

（6）共煎試験の実施   

病院実務実習及び薬局実務実習を行う学生が、薬局や病院の現場に出る前に実習を   

行うに必要な基本的な知識・技能・億度を身につけていることを担保するた吟ヾ共用   

試験が実施される必要がある。共用試験において‡享、知識が十分に習得されているやゝ   

否かを問うための問題が作成される必要があり、また、技能・悠度の評価方料こ？い   

ても工夫が行われる必要がある。  

この共用試験については、実務実習モデル‥コアカ▲リキュラムの内容に従って学生   

が実習を開始する時期までに、本格的に実施される必要がある。  
（7）実務実習モデル・コアカリキュラムの実施時期についての考え方  

実務実習モデル・コアカリキュラムは、社会のニーズに応える薬剤師等を育成する   

ために必須の内容セあり、各到達目標を実現するための方略を積み上げて作成したも   
のである。この実務実習モデル・．コアカリキュラムは、協力者会続報告番で述べられ   

ている6年間の教育において履修されることが適当と考える。  
なお、このモデル■コアカリキュラムを参考にし、様々な工夫のもと、速やかに各   

大学において充実した実務実習の実施に向けた取り組みが行われることを期待する。  

（3）医療の現場におiナる実務実習を経てモチベーションを高めた学生が卒業実習を履修   

することにより、根拠に基づく医療に貢献できる能力、研究する心と態度、高い創造   

性と倫理性、問題発見・解決型の能力、論理的思考力、生涯にわたり学び続ける意思  

と能力を養うことが可能となる。   

7．実務実習モデル・コアカリキュラム実施に当たっての留意事項  

（1）単位数について  

実務実習モデル・コアカリキュラムを実施した場合の単位数については、講義・演   

習については15時間から30時間を●1単位、■実習については30時間から45時間   

で1単位という大学設置基準の定めに従い、各大学において適切に定めることが必要  

である。  

（2）受け入れ体制整備の必要性  

方賂に記された人的資源・物的資濾の確保及び時間数の確保に際しては、大学と各   

施設及び職能団体との密接な連携と協調が必要である。そのために、日本薬剤師会、   

日本病院薬剤師会及び薬学教育協諌会（調整機構）においては、薬局や病院の十分な   

協力を確廃するとと．もに、実習を受け入れる薬局及び病院■のさらなる亜備を行うこと  

が必要である。  

また、例えば、複数の施設がグループを形成して学生を受け入れることにより、実   

習内容の均質化を図る．といった工夫が行われる必要もある。  

（3）指導体制の構築  

実務実習は大学に串ける・教育として行われるものである。従って、大学が実習の質   

の担保を図る必要があ牧、医療施設との十分な連携・調整のもと、指導体制が構築さ   

れる必要がある。また、制度所管官庁及び職能団体において、実務実習の指導が十分   

に行われるよう、適切な措置が瓢じられることが必要であ 

① 病院実務実習の場合  

病院実務実習の場合、病院薬剤師が中心となって指導を行うこととなるがヾ医師や   

看護師を含めた医療チーム構成員との連携が必要であり、病院管理者、医師、看護師   

などに本実務実習の意義を十分に理解してもらい、病院一体上なった指導体制が構築  

されることが不可欠である。   

② 薬局実務実習の場合  

薬局実務実習の場合、開局薬剤師が中心となって指導を行うごととなるが、均一な   

実習を行うために、実習に対する薬局管理者又は経営者並びに地域薬剤師会の十分な   

理解と協力が必要である。  

（4）各大学が行う実務実習の評価について  

本モデル・コアカリキュラムに基づいて行われる実務実習に関しては、①実習現場   

において学生をどのように評価するか、②実習現場における指導体制をどのように評   

価するか、③大学数育としての実務実習の内衰をど甲ように評価するか、といった事   

項を明確化する必要がある。それぞれの評価が適切に行われることとなるよう、大学  

が中心となり．、関係機関との間で評価方法の標準化も含めた検討が行われる必要があ  

る。  
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教育目標（一般目標・到達目標）  

（Ⅰ）実務実習輩前教育  

一般目標：   

卒業後、医焼に参間できるようになるために、病院実務実習・薬局実務実習に先立って、大  

学内で調剤および製剤、服薬指醤などの薬剤師職務に必要な基本的知瓢、技能、態度を修得す  

る。   

（1）事前学習を始めるにあたって  

一般目操：   

事前学習に積極的に取り組むために、病院と薬局セの薬剤師業務の概架と社会的使命を理解  

する。   

《薬剤師業務に注目する》   

到達目標：  

1）医療における薬剤師の使命や倫理などについて概説できる。   

2）医療の現状をふまえて、薬剤師の位置づけと役割について概説できる。   
3）薬剤師が行う業務が患者本位のファーマシューテイカルケアの概念にそったものである  

ことについて酎談する。（態度）   

《チーム医療に注目する》   
到達目標：   

4）医療チームの構成や各構成員の役割、遊離と受任体制を税明できる。   

5）チーム医療における薬剤師の役割を説明できる。  

△6）自分の能力や辞任肺屈の限界と他の医療従事者との趣携について討儲する。（態度）   

《医薬分業に注目する》   

到達目標：   

7）医薬分業の仕組みと意幾を概説できる。   

（2）処方せんと朋剤  

一般目標：   

医療チームの一員として調剤を正確に実施できるようになるために、処方せん授受から服薬  

措＃までの流れに関連する基本的知識、技能、感度を修得する。   

《処方せんの基礎》   

到達目標：  

1）処方せんの法的位置づけと機能について説明できる。 

教．育 目▼ 標  
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2）処方オーダリングシステムを概説できる。●  

3）処方せんの種類、粋臥必要記載事項について説明できる。   
4）調剤を法的根掛こ基づいて説明できる。  

5）代表的な処方せん例の鑑査における注意点を説明できる。（知識・技能）  
6）不適切な処方せんの処置につJ、て説明できる。   

《医薬品の用法・用量》   
到達目標：   

7）代表的な医薬品の用掛用量および投与計画について説明できる。   
8）患者に適した剤形を選択できる。（知識・技能）  
9）患者の特性（新生児、小児、高齢者、妊婦など）に適した用法・用量について説明でき  

る。  

△10）患者の特性iこ適した用量を計算できる。（技能）  
11）病態（腎、肝疾患など）に適した用免役定について説明できる。   

朋良薬指導の基礎》   

到達目標：  

12）服薬指導の意義を法的、倫理的、科学的根拠に基づいて説明できる。   

《調剤茎葉務入門》   
到達目標：  

△13）代表的な処方せん例の鑑査をシミュレートできる。（技能）  
△14）処方せん例に従って、計数脚佗シミュレートできる。（技能）  
△15）処方せん例に従って、計丑調剤をシミュレートできる。（技能）  
△16）調剤された医薬品の鑑査をシミュレートできる。（技能）  
△17）処方せんの鑑査の意義とその必要性について討諏する。・（態度）   

（3）疑義照会  

一般目標：   

処方せん上の問題点が指摘できるようになるために、用法・用放、禁忌、相互作用などを含  
む調剤上注意すべき事項に関する基本的知瓢技能、憶皮を修得する。  

《疑義照会の意義と根拠》   
到達目標：  

1）．疑洩照会の意故について、法的根拠を含めて説明できる。   
2）公表塑な配合変化の組合せとその理由を説明できる。  

△3）特定の配合によって生じる医薬品の性状、外観の変化を観察する。（技能）   
4）不適切な処方せん例について、その理由を説明できる。  

《疑義照会入門）   

到達目標：  

l △5）処方せんの問温床を解決するための薬剤師と医師の連別の重要性を討託する。（態度）   
6）代表的な医薬品について効能．・効果、用法・用盈を列挙できる9   

7）代表的な医薬品について警告、禁忌、副作用を列挙できる。   

8）代表的な医薬品について相互作用を列挙できる。  

9）疑競照会の流れを説明できる。  

△10）疑義照会をシミュレートする。（技能・態度）   

（4）医薬品の管理と供給  

一般目標；  リ  

・病院・薬局における医薬品の管理と供給を正しく行うために、内服賂、注射剤などの取扱い、  
および院内製剤・薬局製剤に関する基本的知識と技能を修得する。   

《医薬品の安定性に毒生目する》   

到達目標：  

1）医薬畠管理の意義と必要性について説明できる．   

2）代表的な剤形の安定性、保存性について説明できる。   

《特別な配瓜を翠する医薬品》   
到達目標：   

3）毒薬－・劇薬の管理および取扱いにつ†、て説明できる。   

4）麻薬、向精神薬などの管理と取扱い（投薬、廃兼など）について説明できる。．   
5）血膿分画製剤の管理および取扱いについて説明できる。   

6）鱒血用血液製剤の管理および取扱いについて説明できる。   

7）代表的な生物製剤の種類と適応を説明できる。   

8）生物製剤の管理と取扱い（投薬、廃棄など）について説明できる。  

△9）麻薬の取扱いをシミュレートできる。（技能）  

△10）代表的な放射性医薬品の種類と用途を説顔できる。  

△11）放射性医薬品の管理と取扱い（投薬、廃棄など）について説明できる。  

《製剤化の基礎》   

到達目標：  

△12）院内製剤の意義、・調製上の手続き、品質管理などについて説明できる。  

△13）薬局製剤の意放、調製上の手続き、品質管理などについて説明できる。  

△14）代表的な院内製剤を調製できる・。（技能）  

△15）無菌換纏の原理を説明し、基本的な無菌操作を実施できる。（知識・技能）  

△16）抗悪性腫瘍剤などの取扱いにおけるケミカルく＼ザード回避の基本的手技を実施できる。  

（技能）  
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《服薬指導に必要な技能と態度》   

到達目標：  

1）患者の基本的権利、自己決定権、インフォームド・コンセント、守秘義務などについて  

具体的に説明できる。   

2）代表的な医薬品の服薬指導上の注意点を列挙でき■る。   

3）代表的な疾患において注意すべき生活指導項目を列挙できる。  

△4）インフォームド・コンセント、守秘義務などに配慮する。（億度）  

△5）適切な膏薬を選び、適切な手順を経て服薬指導する。（技能・値度）  

△6）医薬品に不安、抵抗感を持つ理由を理解し、それを除く努力をする。（知識・態度）   

7）患者接遇に際し、配慮しなければならない注意点を列挙できる。   

《患者榊報の重要性に注目する》   

到達目標：   

8）服薬指導に必要な患者情報を列挙できる。  

△9）患者背及、情報（コンプライアンス、経過、診療録、薬歴など）を把旋できる。（技能）  

10）医師、看護師などとの傭軸の共有化の重要性を説明できる。   

《服薬指導入門》   
到達目標：  

△11）代表的な医薬品について、適切な服射：旨導ができる。（知識・技能）  

△12）共感的確度で患者インタビューを行う。（技能・■態度）  

△13）患者背最に配慮した服薬指導ができる。（技能）  

△14）代表的な症例についての服憂酎旨導の内容を適切に記録できる。（技能）   

（7）事前学習のまとめ  

一般目標：  

病院実務実習、要局実務実習に先立って大学内で行った事前学習の効果を高めるために、調剤  

および服薬指導などの薬剤師職務を総合的に実習する。  

《注射剤と輸液》   

到達目標：  

17）注射剤の代表的な配合変化を列挙し、・その原因を説明できる。  

△18）代表的な配合変化を検出できる。（技能）  

19）代表的な輸液と経菅栄養剤の種類と適応を現明できる。  

△20）体内電解質の過不足を判断して補正できる。（技能）   

《消毒薬》   

到達目標：   

21）代表的な消毒薬の用途、使用濃度を説明できる。   

22）消毒薬調製時の注意点を説明できる。   

（5）リスクマネージメント  

一般目標：   

薬剤師業務が人命にかかわる仕事であ’ることを認識し、患者が被る危険を回i鐘できるように  

なるた捌こ、医薬品の副作用、調剤上の危険因子とその対策、院内感染などに関する基本的知  

斡、技能、態度を修得する。   

《安全管理に注目する》   

到達目標：  

1）薬剤師業務の中で起こりやすい事故事例を列挙し、その原因を説明できる。   

2）誤りを生じやすい投薬例を列挙できる。   

3）院内感染の回う盛方法について説明できる。  

《副作用に注目する》   

到達目標：   

4）代表的な医薬品の副作用の初期症状と検査所見を具体的に説明できる。  

《リスクマネージメント入門》   

到達目標：   

5）誤りを生じやすい調剤例を列挙できる。  

△6）リスクを回避するための具体策を提案する。（態度）  

△7）事故が起こった場合の対処方法について提案する。（態度）   

（6）服薬指導と患者情報  

⊥般目標：   

患者の安全柚保と耶L向上に貢献できるようになるた捌こ、服薬指導などに関する基本的知  

瓢、技能、態度を修得する。  
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23∠1．調剤機器（秤盈器、分包機など）の基本的な取扱いができる。（技能）  

24∠］．細胞静性のある医薬品の調剤について説明できる。  

25』．特別な注意を要する医薬品（抗悪性腫疹薬など）の取扱いを体験する。（技能）  

26∠】．錠剤の粉砕、およびカプセル剤の開封の可否を判断し、実施できる。（知識・技能）  

27』．調剤された医薬品に対して、鑑査の実務を体験する。（技能）   

《服薬指導》  
到達目標：  

28』，患者向けの説明文詔の必要性を理解して、作成、交付できる。（知穐・技能）  

29∠］．患者に使用上の説明が必要な眼軟膏、坐剤、吸入剤などの取扱い方を説明できる。  

304 自己注射が承認されている代表的な医薬品を調剤し、その取扱い方を説明できる。  

31∠】．お薬受け渡し窓口において、薬剤の服用方法、保智方法および使用上の注意について適   

切に説明できる。  
324期待する効果が充分に現れていないか、あるいは副作用が疑われる場合のお茶受け披し   

窓口における対処法について準奏する。（知識・態度）   

《注射剤調剤》  
到達目標：  

33．注射剤調剤の流れを概説できる。  

34．注射処方せん？記我寧項（医薬品名、分丑、用法・用丑など）が整っているか確認できる。   

・（技能）  

35．代表的な注射剤処方せんについて、処方内容が適正であるか判断できる。（技能）  

36．．処方せんの記職に従って正しく注射剤の取りそろえができる。蜘職・技能）  

37．注射剤（高カロリー栄養棉綾など）の浪合操作を実施できる。（技能）  

38．注射剤の配合変化に関して実施されている回避方法を列挙できる。、  

39．萄薬・劇薬、麻薬、向精神薬などの注射剤の調剤と適切な取扱いができる。（技能）  

40．細胞毒性のある注射剤の調剤について説明できる。  

41．特別な注意を要する注射剤（抗悪性腫瘍兼など）の取扱いを体験する。（技能）  

42．調剤された注射剤に対して、正しい鑑査の実務を体験する。（技能）  

《安全対策》  

到達目標：  

43∠！．リスクマネージメントにおいて薬剤師が果たしている役割を説明できる。  

44∠．調剤過誤を防止するために、眉際に工夫されている事項を列挙できる。  
45∠コ．商品名の綴り、発音あるいは外観が類似した代表的な医薬品を列挙できる。  

46∠】．医薬品に関わる過失あるいは過誤について、適切な対処法を討議する。（態度）  

47∠．インシデント、アクシデント報告の実例や、現坊での体験をもとに、リスクマネージメ  

ントについて討徹する8（態度）  

48∠．職務上の過失、過誤を未然に防ぐための方策を提案できる。（態度）  

49』．実習中に生じた諸問題（調剤ミス、過執事故、クレームなど）を、当該機関で用いら   

れるフォーマットに正しく記入できる 

（Ⅱ）病院実習  

†・般月標：  

病院薬剤師の業務と責任を理解し、チーム医療に参画できるよう■になるために」調剤および  
製剤、服薬指導などの薬剤師業務に関する基本的知識、技能、態度を修得する。   

（1）病院調剤を実践する  

一般目標：   

病院において調剤を通して患者に最善の医療を捷供するために、調剤、医薬品の適正な使用  
ならびにリスクマネージメントに関連する基本的知識、技能、感度を修得するム   

《病院調剤業務の全体の流れ》  

到達目標：  

1．患者の診療過操に同行し、その体験を通して診療システムを概説できる。  

2．病院内での患者情報の流れを図式化できる。  

3．病院に所属する医療スタッフの職種名を列挙し、その業務内容を相互に関連づけて説明で  

きる。  

4．薬剤部門を構成する各セクションの業務を体験し、その内容を相互に関連づけて説明でき  

る。  

5．処方せん（外来、入院患者を含む）の受付から．患者への医薬品交付＼服薬指導に至るまで  
の流れを概説できる。  

6．病院薬剤師と薬局薬剤師の連携の重要性を説明セきる。  

《計数・計丑調剤》  
到達目標：  

7．処方せん（麻薬、注射剤を含む）の形式、種購および記職事項に？いて説明できる。  

84処方せんの記職事項（医薬品名、分丑、用法・用盈など）が整っているか確認できる。  
9－d．代表的な処方せんについて、処方内容が適正であるか判断できる。  

10』．薬歴に基づき＼処方内容が適正であるか判断できる。  

11・d．適切な疑蔑照会の乗務を体験する。．  

12∠1．茶飯一薬札に記徹すべき事項を列挙し、記入できる。  

13∠］．処方せんの記戦に従って正しく医薬品の取りそろえができる。（技能）  

14』．錠剤、カプセル剤の計数調剤ができる。（技能）  

154代表的な医薬串の剤形を列挙できる。  

16∠ヨ．代表的な医薬品を色・形、織別コードから織別できる。（技能）  

17』．医薬品の級別に色、形などの外観が重要であることを、具体例を挙げて説明できる。  

18∠1．代表的な医薬品の商品名と一般名を対比できる。  

194異なる商品名で、同一有効成分を含む代表的な医薬品を列挙できる。  

20』．毒薬・劇薬、麻薬、向精神薬などの調剤ができる∴（技能）  
21』．一回盈卜包化）調剤の必要性を判断し、実施できる。（知識・技能）  

22∠］．散剤、液剤などの計量調剤ができる。（技能）  
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《情報の入手・評価・加工》  
到達目標：  

5－d．医薬品の基本的な情報を、文献、MR（医薬惰朝担当者）などの様々な情報源から収集で   

き・る。（技能）  

6．⊃Ⅰニュースなどを作成するために、医薬品情報の評価、加工を体験する。（技能）  

7－d．医薬品・医療用具等安全性情報相告用紙に二必要事項を記戟できる。（知識t技能）  

《情報提供》  

到達目標：  

8．医療スタッフからの質問に対する適切な報告事の作成を体験する。（知識・技能）  

9．医療スタッフのニーズに合った情報提供を体験する。（技能・態度）  

10・患者のチーズに合った情報の収集、加工および較供を体験する。（技能・値度）  

11．情報提供内容が適切か 否かを追跡できる。（疲能）   

（4）ベッドサイドで学ぷ  

一般目標：   

入院患者に有効性と安全性の高い薬物治療を提供するために、薬剤師病練業務の基本的知維、  

技能、態度を修得する。  

《病棟菜務の概謬肋  

到連目標：  

1．病棟楽携における薬剤師の業務（薬剤管理、与賂、リスクマネージメント、供給管理など）  

を概説できる。  

2．薬剤師の業務内容について、正確に記録をとり、報告することの目的を説明できる。  

3．・病棟における薬剤の管理と取扱いを体験する。（知織・技能・態度）  

《医療チームへの参加》  

到達目標：  

4．医療スタッフが日常使っている専門用語を適切に使用できる。（技能）  

5．病棟において医療チームの一員として他の医療スタッフとコミュニケートする。（技能・傾   

度）  

《薬剤管理指導業務》  

到達目標：  

6．診療録、寄切記録、．重要な検査所見など、種々の情報源から必要な情報を収集でき．る。（技  

能）  

7．報告に必要な要素（5WIH）に留意して、収集した情報を正確に記載できる（薬歴、服薬  
指導歴など）。（技能）  

8．収集した情和ごとに維に報告すべきか判断できる。（技能〉  

9．患者の診断名、病態から薬物治療方針を把擾できる。（技能）  

10．使用医薬品の使用上の注意と副作用を説明できる。  

11・臨床検査値の変化と使用應薬品の関連性を説明できる。  

12．医師の治療方針を理解したうえで、患者への適切な服薬指導を体験する。（技能・態度）  

13．患者の薬に対する理解を確かめるための開放型質問方法を実施する。（技能・態度）  
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（2）医薬品を動かす・確保する  

欄般目標：   

医薬品を正確かつ円滑に供給し、その品質を確保するために、医薬品の管理、供給、保存に  

必要な基本的知識、技能、態度を修得する。  

《医薬品の管理・供給・保存》  

到達目標：  

1．医薬品管理の流れを概説できる。  

2∠ゴ．医薬畠の適正在庫の意義を説明できる。  

3．納品から使用までの医薬品の動きに係わる人達の仕事を見学し、◆薬剤師業務と関連づけて  

説明できる。  

4．医薬品の品質に影響を与える因子と保存条件を説明できる。  

5∠］．納入医薬品の検収を体験し、そのチェック項目を列挙できる．  

6∠］．同一商品名の医薬品に異なった規格があるものについて具体例を列挙できる。  

7．院内における医薬品の供給方法について説明できる。  

8．請求のあった医薬品を取り揃えることができる。（技能）  

《特別な配慮を要する医薬品》  

重り遠目標：  

9∠］．麻薬・向精神薬および党せい剤原料の取扱いを体験する。（技能）  

10』．毒薬、劇薬を適切に取り扱うことができる。（技肯巳）  

11．血敷分画製剤の取扱いを体験する。（技能）  
12∠］．法的な管理が義務付けられている医薬品（麻薬、向精神薬、劇薬、毒薬、特定生物由来  

製剤など）を挙げ、その保管方法を見学し、その昔毒割こついて考察する。（態度）  

《医薬品の採用・使用中止》  

到達目標：  

13．医薬品の採用と使用中止の手続きを説明できる。  
14．代表的な同種・同効薬を列挙できる。   

（3）情報を正しく使う  

一般目標：   

医薬品の適正使用に必要な情報を提供できるようになるために、薬剤部門における医薬品情  

‾■報管理（DI）業務に必要な基本的知維、技能、態度を修得する。  

《病院での医薬品情報》  

到達目標：  

1．医薬品脚報漁のなかで、当該病院で使用しているものの種類と特徴を説明できる。  

2．院内への医薬品情報捏供の手鼠、方法を概説でき．る。  

34緊急安全性情報、不良品回収、製造中止などの緊急情報の取扱い方法について説明できる。  

4．患者、医療スタッフへの情報提供における留意点を列挙できる。  
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（6）医療人としての薬剤師  

一般目標：   

常に患者の存在を念頭におきく倫理観を持ち、かつ賛任感のある薬剤師となるために、医煉  

の担い手としてふさわしい態度を修得する。   

到達目標：  

1．患者および医薬品に関連する情報の授受と共有の重要性を感じとる。（態度）  

2．患者にとって薬に関する窓口である薬剤師の果たすべき役割を討議し、その重￥性を感じ  

とる。（態度）  

3．患者の健康の回復と維持に薬剤師が横棒的に貢献することの重要性を討舐する。（態度）・  
4．生イ如こ関わる職種であることを自覚し、ふさわしい態度で行動する。（態度）  

5．医療の粗い辛が守るべき倫理規範を遵守する。（傾度）  

6．職務上知り得た情報について守秘義務を守るこ （態度）  

14．薬に関する患者の質問に分かり易く答える。（技能・態度）  

15．患者との会話を通して、服薬状況を把握することができる。（知識・技能）  

16．代表的な医薬品の効き目を、患者との会話や患者の様子から確かめることができる。（知   

識・技能）  

17．代表的な医薬品の副作用を、患者との全盲舌や患者の様子から気づくことザできる。（知確・   

技青引  
18．患者がリラックスし自らすすんで話ができるようなコミュニーケションを実施できるこ．（技  

能・態度）  

19．患者に共感的態度で探する。（態度）  

20．患者の薬物掩療上の間層点をリストアップし、SOAPを作成できる。（技能）  

21．期待する効果が現れていないか、あるいは不十分と思われる場合の対処法について提案す  

る。（知識・技能）  

22．副作用が疑われる場合の適切な対処法について提案する。・（知識・態度）   

《処方支援への関与》  
J 到達目療：  

23．治療方針決定のプロセスおよびその実施における薬剤師の関わりを見学し、他の医療スタ   

ッフ、医療機関との連携の重要性を感じとる。（態度）  

24．適正な袈物治療の実施について、他の医療スタッフと必要な意見を交換する。（態度）   

（5）琴剤を造る・調べる  

一般目標：   

患者個々の状況に応じた適切な剤形の医薬品を提供するため、瞑内製剤の必要性を認識し、  
院内製剤の調製ならびにそれらの試験に必要とされる基本的知識、技能、櫨度を修得ナる。   

《院内で調製する製剤》  
到達目標：  

1．院内製剤の必要性を理解し、以下に例示する製剤のいずれかを調製でき・る。（軟膏、坐剤、  

散剤、液状製剤（消轟薬を含む）など）（技能）  

2．無菌製剤の必要性を理解し、以下に例示する製剤のいずれかを調製できる。（点眼液、注射  

液など）（技能）  

《薬物モニタリング》  

到達目標：  

3．実際の患者例に基づきTDMのデータを解析し、罪物治療の適正化について討議する。（技  

能・態度）   

《申告医療への貢献》  
到達目標：  

4．薬物中毒患者の中春原因物質の検出方法と解毒方法について討議する。（知鶴、態度）  
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2．職務上知り得た情報について守秘義務を守る。（態度）  
′  

《情報の入手と加工》 ■  
到達目標：  

3』・医薬品の基本的な情報漁脾生労働省、日本製薬工業協会、製薬企米、日本薬剤師会、卸   

など）の種類と特徴を正しく理解し、適切に選択できる。（知識・技能）  

4∠ゴ・基本的な医薬品情報（響告、禁忌、効能、副作用、相互作用など）を収集できる。（技能）  

5．処方内容から得られる患者情報を的確に把拉できる。（技能）  

6．薬歴静から得られる患者情報を的棉に把握できる。・（技能）  

7■d・緊急声全性情報、不良品回収、製造中止などの緊急情報の取扱い方法を説明できる。  
8∠】・問い合わせに対し、根拠に基づいた倫理的な純音串を作成できる。（知撒・技能）  

9∠】・医薬品・医療用具等安全性情報報告用紙に必要事項を記職できる。（知識・技能）   

《情報の提供》  

到達目標：  

10・入手した情報を評価し、患者に対してわかりやすい言集、衆現で適切に説明できる。（技  

能・態度）  

11・入手した患者情報を、必要に応じ、適正な手続きを経て他の医療従事者に提供できる。（技  

能・態度）  

12∠・患者および医薬品に関連する情報の授受と共有の重要性を感じとるこ（傾度）   

（3）薬局調剤を実践する  

一般目標：   

琴局調剤を適切に行うために、舶剤、医薬品の適正な使用、リスクマネージメントに関連す  
る基本的知純、技能、態度を修得する。   

《保険調剤業務の全体甲流れ》  
到達目標：  

1・保険調剤業務の全体の流れを理解し、処方せんの受付か■ら調剤報酬の綿求辛での概要を現  

明できる。  

2・保険薬局として認定声れる条件を、薬局の設備と関連づけて具体的に説明できる。   

《処方せんの受付》  
到達目標：  

3．処方せん（麻薬を含む）の形式および記織事項について説明できる。  

4・処方せん受付時の対応および注意事項（患者名の確認、患者の様子、処方せんの使用期限、   

記漑不備、偽造処方せんへの注意など）について説明できる。  

5．初来局患者への対応と初回質問表の利用について説明できる。  

6．初来局および再来局患者から収集すべき情報の内容について説明できる。  

7∠d．処方せん受付時の対応ができる。（技能・■態度）  

8■d．生命に関わる職種であることを自覚し、ふさわしい憶度で行動する。（態度）  

9∠］．患者が自らすすんで話ができるように工夫する。（技能・態度）  

（Ⅲ）薬局実習  

一般目標：   

薬局の社会的役割と常任を理解し、地域医療に参画できるようになるために、保険調剤、医  

薬品などの供給・管理、情報提供、健康相談、医療機関や地域との関わりについての基本的な  

知識、技能、態度を修得する。   

（1）薬局アイテムと管理  

一般目標：   

薬局で取り扱うアイテム（品目）の医療、保健・衛生における役割を理解し、それらの管理  

と保存に関する基本的知識と技能を修得する。   

《薬局アイテムの流れ》  

到達目標：  

1．薬局で取り扱うアイテムが医療の中で果たす役割について説明できる。  

2．薬局で取り扱うアイテムの保健・衛生、生活の質の向上に果たす役割を説明できる。  

3．薬局アイテムの流通機構に係わる人達の仕事を見学し、薬剤師業務と関迦づけて説明でき   

る。  

《薬局製剤》  
到達目標：  

4．代表的な薬局製剤・漢方製剤について概説できる。  

5．代表的な薬局製剤・漢方製剤を調製できる。   

《薬局アイテムの管理と保存》  
到達目標：  

も』．医薬品の適正在庫とその意義を説明できる。  

74納入医薬品の検収を体験し、そのチェック項目（使用期限、ロットな◆ど）を列挙できる。  

8．薬局におけるアイテムの管理、配列の概要を把擾し、実務を体験する。（知識・技能）   

《特別な配慮を要する医薬品》  

到達目標：  

9∠j．麻薬、向精神薬などの規制医薬品の取扱いについて説明できる。  

10』．毒物、劇物の取扱いについて説明できる。  

11』．法的な管理が義務付けられている医薬品（麻賂、向精神薬、劇薬、毒乳特定生物由来   

製剤など）を挙げ、その保管方位を見学し、その意故について考察する。（態度）   

（2）憫報のアクセスと活用  

一般目標こ   
医薬品の適正使用に必要な情報を提供できるようになるために、薬局における医薬品情報毎  

理業務に関する基本的知瓢、技能、態度を修得する。  

《薬剤師の心柄え》  
■到達目標：  

1．医療の担い手が守るべき倫理規範を遵守する。（態度）  
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37．薬歴簿の保管、管理の方法、期間などについて説明できる。  

38∠］．．妊婦、小児、高齢者などへの服薬指導において、配慮すべき事項を列挙できる。  

39∠】．患者に使用上の説明が必要な眼軟膏、坐剤、吸入剤などの取扱い方を説明できる。（技能）  

40』．自己注射が承認されている代表的な医薬品を調剤し、その取扱い方を説明できる。   

《服薬指キ入門実習》  
到達目ノ際：  

41－d．指示通りに医薬品を使用するように適切な指導ができる。・（技能）  
42．薬歴簿を活用した服薬指導ができる。（技能）  

43∠】．患者向けの説明文巻を使用した服薬指導ができる。（技能）  

44．お井手帳、一触康手帳を使用した服ヨ酎旨草ができる。（技能）   

制良薬指導鬼践実習》  

到達目標：  

45∠．患者に共感的憶度で接する。（態度）  

46d．患者との会話を通じて病態、服薬状況（コンプライアンス）、服薬上の問題点などを把握  

できる。（技能）  

47』．患者が必要とする情報を的碓に把握し、適切に回答できる。（技能、憶虔）  

48∠］．患者との会話を通じて使用薬の効き目、副作用に関する情報を収集し、必要に応じて対  

処法を捜索する。（技能・態度）  

49∠1ノ入手した情報を評価し、患者に対してわかりやすい言薬、表現で適切に説明できる。（技  

能・態度）  

《調剤録と処方せんの保管・管理》  
到達目標：  

50．調剤録の法的規制について説明できる。  

51．調剤録への記入事こ項について説明できる。  

52．調剤録の保管、管理の方法、期間などについて説明できる。  

53．調剤後の処方せんへの記入事項について説明できる。  

54．処方せんの保管、管理の方法、期間などについて説明できる。  

《調剤報酬》  

到達目標：  

55．調剤報酬を算定し、調剤報酬明細喪（レセプト）を作成できる。（技能）  

56，薬剤師の技術評価の対象について説明できるこ  

《安全対罪》  

到達目標：  

57．代表的な医療事故訴訟あるいは調剤過誤事例について調査し、そめ原因について指導薬剤●  

師と話し合う。（知識・態度）  

58－d．名称あるいは外観が類似した代表的な医薬品を列挙できる。  

59∠．特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性腫瘍英、抗糖尿病薬など）を列挙できる。  

60』．調剤過誤を防止するために、実際に工夫されている事項を列挙できる。  

61』．調剤中に過誤が起こりやすいポイントについて討議する。（態度）  

76  

1〆‥患者との会話などを通じて、服薬上の問題点（服薬状況、副作用の発現など）を把握で  

きる。（技能）  

《処方せんの鑑査と疑義照会》  
到達目標：・  

114 処方せんが正しく記載されていることを確認できる。（技能）  

12∠］．処方せんに記載された処方薬の妥当性を、医薬品名、分量、用法、用量、薬物相互作用  

などの知時に基づいて判断できる。（知識・技能）  

13．薬歴簿を参照一して処方内容の妥当性を判断できる。（知識・技能）  

14．疑義照会の行い方を身につける。（知識・態度）  

15．疑義照会事例を通して、医療機関との連携、患者への対応をシミュレートする。（技能・  

態度）  

《計数・計量調剤》  
到達目標．：  

16－d．薬袋、薬札に記載すべき事項を列挙できる。  

17∠，処方せんの記載に従って正しく医薬品の取りそろえができる。（技能）  

18∠］．錠剤、カプセル剤などの計数調剤ができる。（技能）  

194 代表的な医薬品の剤形を列挙できる。  

2〆．医薬品の識別に色、形なとの外観が重要であることを、具体例を挙げて説明できる。  

214 代表的な医薬品の商品名と一般名を対比できる。  

22∠】．同一商品名の医薬品に異なった規格があるものについて具体例を列挙できる。  

23∠］．異なる商品名で、同一有効成分を含む代表的な医薬品を列挙できる。  

24∠】．代表的な同種・同効薬を列挙できる。  

25∠．代表的な医薬品を色・形、級別コードから識別できる。（技能）  

26∠］．一回盈（－包化）調剤を必要■とするケースについて説明できる。  

274 一回盈（一包化）調剤を実施できる。（技能）  

28∠］．錠剤の粉砕、およびカプセル剤の開封の可否を判断し、夷施できる。（知識・技能）  

29∠】．散剤、輝剤などの計丑調剤ができる。（技能）  

304調剤機器（秤盈器、分包拗など）の基本的取扱いができる。（技能）  
31∠】．毒薬∴劇賂、麻薬、向相中薬などの調剤と取扱いができるタ（技能）  

32∠．特別な注意を要する医薬品（抗徳性腫瘍薬など）の取扱いを体験する。（技能）  

《計数・計丑調剤の鑑査》  

到達目標：  

33■d．調剤された医薬品に対して、鑑査の実務を体験する。（技能）  

《服薬増迩の基礎》  

到達目標：  

34∠つ．適切な服薬指導を行うために、患者から集める情報と伝える情報を予め把拉できる。（知  

識・技能）  

35．薬歴管理の意義と重要性を説明できる。  

36．薬歴簿ゐ記政事項を列挙し、記入できる。（知識・技能）  
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5・当該地域における休日、夜間診療と薬剤師の役割を説明セきる。  

6・当核地域での居宅介護、介雪蓮支援専門員などの医療福祉活動の状況を把塩できる。（知識・  

技能）  

《災害時医療と薬剤師》  

到達目標：  

7・緊急災宰時における、当該薬局および薬剤師の役割について説明できる。   

《地域保健》  

到達目標：・  

8．学校薬剤師の職務を見聞し、その役割を説明できる。  

9・地域住民に対する医新品の適正使用の啓発括日加こおける購剤師の役割を説明できる。  

10・麻薬・党せい剤等薬物乱用防止運動における薬剤師の役割について説明できる。  

11．日用品に係る薬剤師の役割について説明できる。  

12・日用品に含まれる化学物質の危険性を列挙し、わかりやすく説明できる。  

13・誤飲ヾ険食による中春および食中執こ対↓て適切なアド／〈イスできる。（知識・技能〉  

14．生活環境における消毒の概念について説明できる。  

15・話題性のある麗物および健康持朋割こついて、科学的にわかりやすく説明できる。   

（6）薬局業務を総合的に学ぶ  

一般目桜：   

調剤、服掛旨導、曲者・顧客接遇などの薬局薬剤師の職妨を総合的に実習する。   

《総合実習》  

到達目標：  

1．薬局業務を総合的に実践する。  

2・患者の健康の回復と維持に薬剤師が繍極的に貢献するごとの重要性を感じ取る。（態度）  

3・薬が病気の指癒、進行防止を通して、病気の予後とQOLの改善に貢献していることを感じ  

とる。（態度）  

由∠．過誤が生じたときの対応策を討議する。（態度）  

63∠1．インシデント、アクシデント報告の記載方法を説明できる。   

（4）薬局カウンターで学ぶ  

一般目標：   

地域社会での健康管理における薬局と薬剤師の役割を理解するために、薬局カウンターでの  

患者、顧客の接遇に関する基本的知識、技能、態度を修得する？   

《患者・顧客との接遇》  

到達目標：  

1，かかりつけ薬局・薬剤師の役割について指導薬剤師と話し合う。（態度）  

2．患者、顧客に対して適切な態度で接するム（態度ト  
3．疾病の予防および健康管理についてアドバイスできる。（技能・態度）  

4．医師への受診勧告を適切に行うことができる。（技能・態度）   

《一般用医薬品・医療用具・健康食品》．  

到達眉標：  

5．セルフメディケーションのための一般用医薬品、医療用具、健康食品などを適切に選択・  

供給できる。（技能）  

6∴顧客からモニタリングによって得た副作用および相互作用情報への対応策について説明で  

きる。   

《カウンター実習》  
到達目標：  

7∴顧客が自らすすんで話ができるように工夫する。（技能・億度〉  

臥顧客が必要とする情報を的確に把握する。（技能・態度）  
9．顧客との会話を通じて使用薬の効き目、副作用に関する情報を収集できる。（技能・態度）  

10．入手した情報を評価しY顧客に対してわかりやすい言葉、表現で適切に説明できる。（技  

能・態度）．   

（5）地域で活用する薬剤師  

一般目標：   

地域に密着した薬剤師として活躍できるようになるために、在宅医風地域医療、地域福祉、  
災害時医療、地域保健などに関する基本的知識、技能、態度を修得する。  

《在宅医療》  

到達目標：  

1．訪問薬剤管理指導業務について説明できる。  

2．在宅医療における医療廃棄物の取り扱いについて説明できる。  

3．薬剤師が在宅医療に関わることの意義を指導薬剤師と話し合う。（態度）  

《地域医療t地域福祉》  

到達目標：  

4．病院薬剤師と薬局薬剤師の連携の重要性を説明できる。  
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学 習 方 略  

（2）処方せんと調剤  
捌こ紬しない賜合の牽牛放は2DO名．   

場所  人的賢醒  物的駅蔽（例    時間  
LS   到達日脚   学習方法 示）       数立  セミナー  儀†  舛召出  放且  棚肋管  痢院 ！月芥l貞方  掃周 源1仇l浦  モの他   

《処方せんの基礎》   
◎処方せんの法的放置づけと職能につい  

；20l   て鱒明できる．◎処方オーダリングシス  伏在  ○  別＝＝   

テ▲を鞭兢できる．  

；モ02   ⑳処方せんの粗璃、和乳必罪記敲耶項 lこついて悦明できる 実状巽習  
修丁貌生  糀々な処方せん例  鋸＝＝   

．   
5  

◎開封を詮的用掛こ基づいて比例でき  只胡貰t！  

；20：i   る．◎代数的な処方せん例の盆更にお  1．   ぼ丁場生  様々な処方せん例  ℡8x2   
ける注意点を披明できる．（技舶   5  

；204  ◎不適切な処カせんの処置について肌明 できる 
箕浦買習  旺丁串生  聞達いを含む   90x之   

．   5   

処方せん刑  

日 用法・用量》  （医薬品の  

；205⑳代蓑的な医薬品の用法・用量おょび投   鱗教  b  き012   

与廿宵について牧明できる．  
英妨買習  

；Z06   ◎患者lこ適した剤形を遭択で卓る．（知 吐 ○  ○  修了半生  プリント・夷薬  iox2   
・′技能）   5  

◎患者の特性（新生児、小児、高齢者、  真♯苅習  
げ丁字生  プリント   90Ⅹ2   

；207   娃繰など）に適した用法・用量について 説明できる．⑳患者の特性に適した用免  I  

を汁算できる（技能）   

Sク08  ⑳椚膿（腎、肝疾患など）に過した月見 設定について説明できる 真珠実習  
皆丁寧生  プリント   90x2   

．   

（服罪指導の基礎》   

S209  ◎脱貫指導の憲農を酷的、場景的、粥隼  ・づ1て挽明できる  伏農  ○  鋸h‖  

的根拠に韮I  
！調剤塞英才入門》   

電111三Ⅸ門な弾力甘んサ1リノ鑑つエ電1／ミユ  

レートできる，（技能）◎処方せん別に  
従って、打数囲邦をシミュレートでき  貢げ冥笥  

○  2   鯵丁畢生  処方せん・臭巣・  
！tlO     る．（技能）◎処方せん例lこ従うて．  

S  蕉袋・標準調剤機鰭  IO■tO   
廿貴明剤虻シミ1レートできる．（技  

能）◎開刺された医策晶のま査をシ Llt■．11量i▲bl   
美談莫習  

○  匪丁学生  OHP   鋸hH   

ついて押紙ナる．（鳩度）   S21l  ⑳処方せんの遮壬のま麹とその必柳生に   ー演習（lO名ず つのSGD）  
5  

敗【   

（3）疑義照会  
掛。取舵しない鮨合の鮒数Iま2㈹名．   

場所  人的資源  
LS   ≡ ≡ ニ   学習方法  物順酎例示）  時間  

‡疑義l照会の意総と根拠》   
Sユ01   

法檀家  
1名  l01l   

合わて帆明できる．   

⑳代蒙的な配合変化の組合せとその理由  
を伏明で与る ◎競走の配Aに上って  舞習  

実猪実  
○  2  配合注意・禁忌の爽  引）xユ  

S302       （58名すつ）                         トrノ 生じる旺苑晶の性状、外孤の変化を軌窮  学生5  
誤   

ナる．（技能）  

Sユ03  ⑳不適切な地力せん例lこついて、その毘 できる 事故例を示ナ資料  90九2  
由を晩明．   

87  



t薙隷照会入門〉  

実請臭  
5コ0l  ⑳処方せんの聞耳点を無決ナるたわの黒 刑師と医師の連携の主要性を討議する，  演習（10名ず つのSGD）  ○   ○  習修丁  0月P   98■ユ   

学生S   

◎代表的な医薬品について効傭・・効果、．  
用法・用土を列攣できる．◎代表的な  

S305    医薬品について曹昔、磨忌、書け作用を列 ヰできる．◎代讃的な匿黒鳥について  きOx2   

相耳作用を列攣できる．◎姑厳原会の流  
九を班明できる．   

◎代衰的な匿翼品について効能・効黒、  
用陪・用量を列嘩できる．◎代衰的な  

実務舞  不適切な処方せん   Sコ08    直零晶について警告、禁忌、副作用を列  実習・潰習  ○  ○  10  90x且  

表医薬品について   学生10  資料   
ミュレート十る，（技能・油圧）   

（4） 医薬品の管理と供給  
♯に曹己  

LS   到達目標   学習方法   場所  人的資配  

】物的資醗 】（例示）   

時間  

《医罪品の安定性に注目す争》   
S401  ⑳医薬品背理の意義と必要性について挽 明できる 

．   
○  ビデオ   凱h＝   

548Z  ◎代表的な刑形の安定性、保存性につい  
て班明できる．   扶養  ○  ビデオ   与Otl   

《特別な配慮を要する医薬品》   
◎書誌t一帆謁の管理おょび取壊いについ  

S」103   て伐明できる．◎府鳳、内†斉神閑などの 管理と取扱い傲鶏、廃業など）につい  ビデオ   gOヽl   

て兢明できる．   

⑳血欺分Ⅷ劃剤の管理おょび取扱いにつ  
S40ヰ   い十伏明できる．◎抽血用血液調剤の管  

想お上び取披いについて肌明できる．   
ビデオ   9011   

◎代求的な生物製剤の檀那と適応を説明  
S引）5   できる．◎生物製剤の管理と取扱い‖貪  

沌、■尿素など）lこついてm明で舎る．   
1◆  ビデオ   駅hl   

◎符露・一削鵜の管1覆お上び職・脱いについ て説明できる 

．◎血腫分隊諷刺の管理お  
上びれ払いについて肌明できる．⑳輸血  
用血捕叔剤の管理お上び取漉いについて  真読班  

S406      説明で含る．◎代袈的な生物如剤の稚研  
と適応を紋明できる．◎生物製剤の管理  

○  ロ   牒肱丁  各丑死物見本  90x3   

と敵釦い（娩鶏、廃蒲など）について肌  
学生S  

肌できる．◎府政の取扱いをシミ1レー  
「ヽ書六．′拷tたl   

◎代数的な放射性直液晶の稚！研と用途を  
は明できる．◎放射性匿恥品の管硯と取  

S48丁    扱い（毅邦、鳳莱など）について説明で  ビ≠ォ   ・gO■l   

含る．   

《劇剤化の基礎》   

Sl08  ◎院内劇調わ東員、印璽上の手一死き、品 償守可などについて統明できる 
．   

ビデオ‾   I01†   

5409  ◎底角劇剤の夏鳥、溝袈上の中級きく晶 貿管理などについては明できる．  挿頭  ○  ビデオ   Mh‖   

S410  ◎代表的な院｛封州を明射できる．（技   実習  罪抜訣  
植）  （5（嶋‾ヂつ）  ○     野焼丁  

学生6  
朋神町舘   ，¢x3   

◎精薄睡作の原理を伐明し、基本的な無  
酋繰作主爽纏できる．（知和・技能）   非議災  クリーンペンチ・   54‘11     実習  のいる ミカルハザード同盟の基本的手技を尖施  ○  

学生5  
90x6  

できる．（技能）   
ネット   

《注射剤と輪液》   
◎性別刺の代沢的な配合変化を列珊し、  

Sl12   その杯四をは明できる ◎代梨的な紀  鎧習  
鎚法衣  

○  配合注意・妖騒の注  ioヽユ  
合資化を横山できる．（技能）   畢生5  射邦と抽碓 

◎代置的な綿崩と漉箇条黄銅の碕印と適  米朝非  
応を挽明できる ◎体内花解質の過不  那智  ○  配合注オ・冥忌の注  90xユ  
尾舎利購して補正できる．（技能）   学生5  劇剤と輸液  
砧薬》  
◎代焚的な摘花薫の用途、使用姶皮を兢  
明できる．◎摘萄絶叫封時の注乱点を  
抜明できる．   

ビデオ   98xl   

（6）服英指導と曲者情報  
料こ紬しない場合の錮批2帆   

秘所  人 的 要一 醗  
LS   到達日暁   学習方法               l物的軒酷（例 l示）  峰岡     倣証  セミナー  新  錬甲立  鹿且  誠肋者  椚尿 隠州純  帆IJ．il 札Fホ†儒  その他   
《服薬指導に必非な技能と優度》   

◎患者の基本的権利、自己決定托、イン  仏経犀1  

：601   フォームドコンセント、守秘農技などに  名C打Cl  I¢▼I   

ついて具体的に兢明でさる．   鳥  

◎代ま的な匿猥品の側聞描け上の注質点  
；6（】Z   を列挙できる，◎代表的な疾皿において  ℡01之   

注悪ナペき生活指坤項日を列準できる．   

【夢インフォー」、ド・＝ンセント、守秘段 誘などに記底↑る．（植皮）◎適切な 甘某を運び 実話熊  
；60ユ    、’適切な手刷を註て鼎苑指坊 ナる．（技能・植皮）◎直哉品に不  2   習鱈丁  SPI上巳  ビデオカメラ   9（】xヱ   

安、抵抗感t持つ理由を理解し、そ小成  
学生～  

蛤～主事・｛貞・ナス′l■瞥ホ．抽l℡1   

；6く）4  ◎仏者伐退に絆し、配促しなければなら ない往驚点を列攣できる 
．   

○  SFl名  ビデオカメラ   90x蓼   

《揖者冊軌の正非他に注目する》   
固鼎兆繹卿こ必賞状仏奄‾情報を列堺でき  
る．◎患者背景、情閣（コンプライアン  
ス、経過、蛤綬臥築堤など）を把握で  来演罪  

；605     きる．（技IE）◎医師、看護師などとの  2   暫陪丁  的x3   

情尊の共有化の重要性を兢明できる．◎  学生S  
患者接遇に持し、配l蔦しなけれはならな  
しIi士・；rdlレ万一激1t＆ス   

《服罪指導入門》   

◎代表的な圧迫品について、適切な爬猥  
指導がでヰる．（知鞭・技書E）⑳非卵b ンタビ 

実績丼  
；606    熊鷹で患者イューを行う．（技 樋・旭度）◎患者7一炊に配慮した服施指■ ＃ができる ○  10   覇修丁 （】  ロ  ■  80員 ¢   

．（扶植）◎代衰的な症例に  学生l  
ついての開削昔時の内容を適切に記録で  
きる．（技1巨）   

（7）事前学習のまとめ  

場所  1人 的 資蔽  
LS■   到達日標   学習方法  物的只鱒1湖  

l示）   

《総合実習》   
◎代表的な処方せん例の監査を朽うこ  

とができる．（蔵前E）◎成員照会をシ  
ミュレートナる．（技力た・態度）◎処方  
せん抑こ構って、汁数的剤をシミュレー  
トできる．（技能）◎処方せん例に  貫首  寡課業  

○  2   習賠丁  処方せん・率償い  
；TOl       従って、神童鯛州をシミュレートでき  半生S   薫袋・横印挿柳川ほ  90舞】ひ   

る．（技能）◎調剤された医霜晶の圧  
査をシミュレートできる．（技能）◎  
患者背景に配慮した服薬指時ができろ．  

（技篇E）  

80  
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．（Ⅱ）病院実習方略  
（り 病院調剤を実践する  

学生数は1施設にS名以内  

LS   到達目憮（SBO5）   l   場所 ■ 】  人的1F汲  l         時間  恩讐との 綱わり  備考    学習方法  声調由  薫正・ 外彙  モの他  指導 こ・・1  補助者  蝕員  （サー示）   

《病院冨轡剤兼諌の全体の流れ》   

◎点者の診庶過捷に同行し、その体験を通して診  
既システムを概説できる．◎病院内での患者情埠  
の流れを図式化できる．◎病院に所属ナる匿凍ス  

痛快  プリント  
HlOl     クッフの職種名を列挙し、その業棟内奮を相互に 関連づけて悦明できる．◎生命に関わる職種であ  全体  ロ  注1   OHPなど  ，0ヰ‡  

ることを自覚し、ふさわしい態度で行動する．◎  
匡潔の担い手が句＝るペき倫】星規範を説明で幸る．  
◎職按上知り得た情報について守秘義続を守る．   

◎薬剤郎門を構成ナる各セクションの業按を体験  
し、その内容を相互に関連づけて説明できろ．◎  

川由    処方せん・（外来、入院息者を含む）の受付から息  
者への医薬皐交付、服薬聯引こ要るまでの流れを  

90）く2  

徴税できる．◎病院邦荊師と薬局票剤師の連携の 
警4中古・憎．臍で辛る＿   

《計数・計丑研剤》●   

Hl餌  ◎処方せん（麻采、注射剤を含む）の形式、種額 お上び記載事項についで説明できろ 
＿   

粥＝1  

◎処方せんの記慨事項（医薬品名、分量、用法・  
用量など）が蛙っているか確毘できる．◎代表的 

HlO4  
注1  

如x3  

断できる．◎来歴に基づき、処方内容が琶正であ  
るか判l折できる．   

HlO5∠  ◎適切な疑蝕択吼会の実務を体験ナる．   演習・  ○  ロ  匿挿l  口 津1  らOx2  

H†06  （診兼袋，非礼に詑孤ナベき事Ⅰ月を列挙し、紀入で 寅る  ；毛習  〔）  ，0×2  

壬生1 勧且の参加が望ましい．  

（2）医薬品を動かす・確保する  
堂壌融1  

LS   剖連日l訳（S【10s）  的i吉沢】  

《医薫品の管理・供給・操存》   

（診匡購品管理の流れを肌説できる．◎区部品の逓  茶の挽  
智きれ てい  H201∠】   正在雌の憲叢を説明できる．◎納品から燥用まで の医薬品の触手に係わる人遥の仕事を見学し、熊  る  90X2  

剤師霹按と閑運づけて現明できる．   場所   

H202  ◎医薬品の品質に影響を与える因子と保存条件を 悦明できる 

．   

1■  90x2  

◎納入医薬品の検収を体験し、そのチェック11柑  
H20：】   を列鞋できる．◎同一商品名の匿罪晶に異なった  90X8  

j侃格カ．tあるものについて具体例を列挙できる．   

◎院和こおける匝邦晶の供給力牡について説明で  
H201   きる．◎謂水のあった政購品を取り揃えることが  注l  90X3  

ヤきる．（技能）   

《特別な配慮を饗する医薬品》   

◎麻薬・内持紳邦おょび党せい神原稗の取扱いを  
体験ナる．（技能）◎旬謳、問罪を逆卿こ取り扱  
うことができる．（技能）◎血液分画奥剤の取扱  

H205∠     いを体験する．（技能）◎法的な管理が義務付け られている医薬品（麻非 
、向紺神購、劇薬、毒  注1  90X3  

罪、特定生物由来製剤など）を挙げ、その保管方  
法を見学し、その昔式引こついて考燕ナ■る．（櫨  
度）   

《医渠  
H206   

は  loHPなど  】90X－  】   

注1 教員の参加が温ましい．   



◎歴師の治溌方針を曳押したうえで、息ぜベロ〕連  
切な腺阻隔堺を体験ナる．（技能・態度）◎患者  
の異に女ける埋耶を確かめるための酬放型質聞方  

（ヨ）．情報を正しく使う  
学生数は1施設に5名以内  

到達目標（S】∋Os）  

《病院での医薬品情報》  

◎医薬品情報源のなかで、当…兵病院で使用してい  
るものの種額と特‡故を説明できる．◎院内への医  
薬品情郡應償の手段、方法を概説できる．◎緊急  
安全性肝乳 不良品回収、製造中止などの緊急情  
報の取扱い方法点っいて説明できる．◎患者、医  
療スタッフへの情報提供における留意点を列挙で  
きる．  

《情報の入手■評価・加エ〉  

扱当者）などの様々な情報蔽から収集できる．  ◎医罪品の基本的な情報を、文臥岨（医薬情報  （技籠）  
◎DIニュースなどを作成ナるために、医薬品情報  
の評価、加エを体験する．（技能）  

◎医薬品・医】乗用久等安全性情報報告用附こ、必  
要事項をl已せできる．（知隋・技能）  

《情報1塁供》  

⑳医療スタッフからの貿間に対ナる適切な報告客  
の作成を体壊する．（知敗・疲寵）◎区佼スタッ  
フのニーズに合った伯租提供を体験ナる．（蛭  

◎患者のニーズに合った甘輯の収兆、加工および  
嶋供を体餞ナる．（技能・脱度）  

◎情報提供内容が適切か否かを通称できる．（技 能）  
注1 社員の8加が堕ましい．  
注2 系統の異なる疾患の仏者が入院ナる病棟で、それぞれ4遡面を日安に皿甘を担当することが望ましい（例：内科疾患と外科疾患、侵性疾患と  
急性疾仏など）  

（4）．ベッドサイドで学ぶ  
（5）薬剤を造る・調べる 

相生は1鯨三午にS水以内   

LS   到達日焼（SnO5）  

《院内で閥廻する製剤》   

◎院内製剤の必衰牲を理解し、以下に例示ナる展  
H50l   剤のいずれかを調製で幸る．（軟膏、坐剤、散  

剤、肢状魁剤（消毒脹を含む）など）（技能）   

爽習  ○  90x20  

◎無笛製剤の必要性を塑僻し、以下に例示ナる虫  
H502   剤のいずれかを調製できる．（点眼液、注射披な  

ど）（技能）   

《薬物モニタリング》   
◎芙隙の患者例に基づきT【ltのデータを朋析し、  

H5（】3   私物拾庶の適正化について村法ナる．（技能・■値 J℡l  爽習または 演習  ○  ○  011P、プ ン  90×5  リト  

《中毒医療への貢献》  

H504  ◎邦物中毒患者の中毒原田物冥の検出方法と舶拉 について討ナる 
加速筐  

方法詩．（知臥旭庶）   
○  埴、プリ  i裟状   

ント   

学生数l  

◎剤讃美務における罪剤肺の業務（薬剤隙取、与  
湛、リスタマネージメント、供給℡7往など）を依  

H－10l    説ヤきる，．◎邦剤師の糞妨内容について、正確に 妃はをとり プリン ト・抽F  ，Olさ  （⊃  、陣容ナることのβ的を説明できる．  
◎病棟における薬剤の管理と取扱いを体験する．  
（知識・技能・櫨度）   

《医療チームへの参加》   

◎匠疎スタッフが日借伐っている将門用陀を適切  6011Lhヌ  

○  匠師l．・  H．40l   に使用できる．（技能）◎痢1狛こおいて医戒チー ムの－Aとして他の医凍スタッフとコミュニケー  Z   首謀周1  
，○ ×1ロ     迅郡司ズー   

i！】聞×ヱ桐  

トナる．‘技稚・腸庇）   任注2   

《薬剤甘理指導業務》－  

◎診疎録、看は記録、◆双疋な検≡在所見など、l延々  
の情報鰍から必哲な憐憫を収集できる．（妓枯）  
◎仲暫に必努な葬祭（SYl＝に好督して、収爪し  GDDin r 

H利刀  （）  医師い  
Z  90x18  

ど）．（技能〉◎収鈍した博聞ごとに錐に粗昔ナ  
べきか判断できる，（技能）◎隠者の診断名、痴】  は注Z  

懐から薬物泊探方針を把掘できる．（技儲）  

◎使用直邦品の使用上の注荘と副作用を説明でき  9（hlllェ  

HlOl  2  90x且  適1句1  

を説明できる．   一利れ×Z  

摘庚注2   

（6）医療人としての薬剤師  
半生隕は1施設に5名以内  

的資節  
LS   到達目膜（S80き）   学習方法  畳所    人     物的定 澱 （例示）  時間  少者との 囲わり  備筆  

◎患者お上び医評品に閑辿ナる哨抑の捜受と共有  
の重要性を感じとる．（価庇）◎姐者にとって異  
に偶ナる窓口である都剤師の裁たナぺき役割を討  
払し、その東平性を感じとる．（態度）◎患者の  

HもOl      捷庚の風紋と維持に薬剤師が積幡的に弄駄ナるこ のる 0  ユ  口 注1  

と重要性む討持ナ．（胞度）◎生命に舶わる  
碑稚であることを自覚し、ふさわしい脇座で行動  
する．（態度）◎定紋の旭い辛が守るペき倫理規 を守る 
茄遵ナ．（櫨圧）◎鵜按上知り持た情軌こ  
ついて守秘義務を守る．（施度）   

注1放員の参加が望ましい、  
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（Ⅲ）薬局実習方略  
（1）薬局アイテムと管理  

《保険調剤菓務の全体の流れ〉   
◎保険粥剤美携の全体の流れを旦那し、処方  
せんの受付から調剤報酬の絹求までの軌姫を  

プリント  IOT王  P301ィ    説明できる．◎保険節用として縁定される条 牛を、兼局の㌍佑と開運づけて具揮的に説明  
できる．   

（処方せんの受付〉   

◎処カせん（麻薬を含む） 
亭∫糾こついて説明できる．◎処カせん交付時  
の対応こお上び注意事項（患者名の確臥仏者  

Pコ02   
処方せん  lOtl    患者   

追処方せんへの往裔など）について説りlでき  

ろ，◎利水伯患者への対応と初回矧判淡の利  
用について説明できる．   

L Pコ0くl  ◎初兼用おょび再来周必着から収兆すペき構 柵の内密について説明できる 
満腹・梵閏    IO暮1  

．   

裟  
◎処カセん焚付時の対応ができる．駄碓・値   
匹  見学てら分暮lヱ枚）→   

し、ふさわしい憾庇で行動ナる．（態度）◎  ロールプレイ（蛎  

P304』．  I811        怨筍・患．再来皮ど16分x8   

る．（技能・態ば）◎患者との会路などを通  
ケース）一舛I引こ  

じて、脾邦上の問畑点（服罪状況、狩‖棚の  
（】6分よ2Dケース）  

発現など）を把握できるり支龍）   

◎処二万せんが正しく記増されていることを確  
醒できる．（技能）◎処方せんに記職された  

処方せん・  

Pユ05』    処方邦の妥当性を、直訴品名、分企、用法、  津村文亨 等・コン  
用駄、兆物相互作用などの知釦こ韮づいて判  ビま「タ・   
離できる（知投・技能）   

P：〉D6  爬瓜確・処 せ  ，○Ⅹ■量    血者  柑分■1抽  
できる．（知撒・丑危）   方ん  

Pコ0丁■   

兆仏土碍．・処  
カせん・鯛  

他度）   ■lく1   

破堤碑・処   望】Ⅵ間瞥通じて■1日  ◎操菰粗金事例を通して、眩Ⅰ椚蚊購との遁   
IO十†  があったときに妬剤  

P：】08  苅l蝕  傍の対応を見学ナ‘  
能・†温庇）   

ス  
（計数  

・P309』  説明・突登  0   
薙袋・慨札  lOtl  

◎処方せんの記載に構って正しく匠錐■品の取  
りそろえができる．（技能）◎猿剤、カブセ  
ル剤などの計数乳剤ができる（技能）◎代  
表的な医邦品の剤形を列準できる．◎腔燕晶  
の笹別に色、形などの外敗が皿異であること  蛙札■カプセル村の  
を、・膿体例を挙げて説明できる．◎代兼的な  処方せんを積年ユ○練  

■p：‖0  処方せん  IO▲lO  以上．ただし、草生  

一商品名の医購晶に炎なった規格があるもの  の列i重度lこ応じて交  

について具体例を列間できる．◎典なる渾品  
貫ナる．   

名で、同一有効成分を含む代泉的な匠雑品を  
列挙できる．◎代襲的な同湖・同効燕を列斡  
できる． 
コードから撒別できる．（は能）   

◎一回皇（一旬化）調剤を必要とナるケース  
Pコ11』   について説明できる．◎一回臆（一包化）胡 捌1レ重鮪下女昌一】書倦1  伐明・共習  ○   苑既得・処 方せん  別＝‖  

P312d  ◎掟剤の粉砕、おょび．カプセル刑のl川封の可 否を判断し、采施できる．（知持・技能）  説明・実習  ○‘   質料  】○蠣1  

⑳欣如、液剤などの計量獅拍tできる．く抜  
甘剤．綿椚Iの処方せんを  

P313』   徳）．◎抑剛度器（秤政男、分包岨など）の基  
処方せん  叩竃5  は坤lOせ以上．ただし、  

草生の到は庇に応じt更  
本的取払いができる．（技能）   ▼十ム   
◎な兼・創苅、府邦、向精神基などの鯛剤と  
取払いができる．（技能）◎姉別な注蕊を弊  

P引ヰ∠    ナる医薬品（抗悪性獅非など）の取扱いを  
℡011  

体験する．（技能）   

P315∠】  ◎日己注如；ホ拉されている代狽的な医邦品 を調川し チオ   90x    l   柳榊の処刑   
、モの取扱い方を現明できる．   

（計数・計量調剤のだ査）   

p3川』  ◎隅剤された医燕品に対して、枇査の災務を 仲秋する 
巣l絶得・処  
方せん・賢  

．（技能）   fl   

《薬局アイテムの流れ》  
◎兼局で取り扱うアイテムが医庶の中で果た  
ナ役割について説明できる．◎茶席で取り扱  
うアイテムの保健・衛生、生活の質の向上に  
果たす役割を説明できる．◎某局アイテムの  
流通機構に係わる人達の仕事を見学し、薬剤  
師兼務と㈲連づけて説明できる．  

（発馬製剤）  

◎代表的な薬局卿卜漢方製剤について概現  

◎代表的な薬局製剤・漢方製剤を唄腰でき る．  
（薬局アイテムの管理と保存〉  

◎医薬品の適正在」羊とその意義を説明でき  
る．◎納．入医薬品の検収を体醸し、その  
チ‡ツクニ頃ヨ（使用期限、ロットなど）を列  
挙できる．◎某局におけるアイテムの℡理、  
配列の概要を把撞し、実務を体験ナる．（知  

（特別な配慮を輩する医業品）  

◎府第、向澗神薬などの規制医邦品の取扱い  
について説明できる，◎む物、劇物の取扱い  
について説明できる．◎法的な管1嗅が麹挨付  
けられている医薬品（鳳阻向精神罪、劇  
薬、毒罪．紳定生物由来製対など）を挙げ、  
その保管方怯を見学．し、モの置籠について考  
奏する．（臆度）  

注1 般員の参加が宴ましい．   

（2）情報のアクセスと活用  
学生数は1施政2名以内   

LS   到遠目葡冥   学習方法  損所   人的－f狐    物的片帆 （例示）  時間  患者、瑚客と の闘わり  備考     池月  指導藁調師l補助者l社員   
《罪剤仰の心構え》   

筍・大字にお  
◎歴離の担い手が守るべき倫理規範を遵守ナ  

P201・   る．（怯庇）◎確襟上知り持た柵湘こついて  口 注1   ける◆開廷伝 料、兆応で 嘘供さ九る  
守秘j挽挟を守る．（他度）   l訪ソ且   

《柵報の入手と加工》   
◎医邦品の基本的な幣柑躍（聯生野帥省、8  百搾、硝報伏  

木製邦工業協会、異邦企蕗、8本邦剤仰会、  蝕那軋イン  

P202∠】    卸など）の稚班と柿1辻を正しく】哩朋し、■邁切 にi臆択できる．（知粍・技儲）◎基本的な  
医巽品情報（警告、瀬島、効龍、副作用、相  ■  絨Rl．uS u      クーネット △悲帆明JlI リーフレク  

ト、姑付文  
互作用など）′を収娘できる．（技能）   亨、地方せん   

綿付文審、  P20：I  ◎処方内容から柑られる仏者椚柵を的確に叱 破できる．（技能）  済習  ○  ロ  処方せん  IO●I  

P204  ◎邦歴何から枯られる思甘柏絶を的附こ把趣 できる．（技能）  演習  ○   張鮎鱒  別＝‖  

各孜肌準捕    駅h‖  P205』  ◎緊急安全性暗棉、不良品回収、劇適中止な どの緊急情組の取狙い方法を説明できる．  説明・敦 習・英世  ○   博  

問い合わせ事  
明．冨挿、叫  

P208∠】  ◎問い合わせに射し、横地に基づいた論剋的 な告導をでき ○   Ⅷ丑仇罪科．  

報作成き．（如法・技能）   インターネタ  細管苫の様式は自由   
ト患書肌明  
Jnリー7レク  

P207∠  ◎医罪品・医療用具申安全性情報相官用鮒こ 必野可；耶を記職できる 耳ずl、珊告   ，○■量  
．（知苛・技能）   用紙  

《楢粗の1足供》   

石ユ’l、橘珊  

◎入手した惜憫を評価し、患者に対してわか  
岱供資料、  
インター  

P208   りやすい℡深、荻簸で漕切に説明できる．  ネット、息  
（技能・蛤度）   悲肌明用  

リーフレy  
L   

◎入手した瓜寄附鞭を、必畢に応じ、適正な  
P209   羊蹄きを経て他の匿庶従軍者に眼供できる．  必避に応じ   飢＝‖  

（抜穂・隠庇）   
た穴料  

P210．d  ◎他者および匿茶晶に関迎ナる情報の授受と 共有の址粟性を感じとる 
．（態度）   

I011ユ  

注1 扱員の参加が望ましい．  

87  
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（麻薬指導の基礎〉   

◎適切な服薬指導を行うた捌こ、患者から集  
Pa17∠】   める情報と伝える情報を予わ把握できる．  郎hl  

（知識・技縮）   

⑳菜歴管理わ意経と重要性を説明で幸る．◎  

P3川∠ゴ   莱歴簿の記載事項を列挙し、記入できる． （知識・技篤）◎薬歴欄の保管二管理の方 法 90■5  

、期間などについて説明できる．   

P319∠d  ◎妊婦、小児、高齢者などへの服果指導にお いて 
、・配鹿ナべき事項を列挙できる．   

資料  9011  

◎患者に使用上の説明が必要な揉軟膏、坐  
P820∠j   札坂入剤などの取扱い方を説明できる．・  資料  901ヱ  

（技能）   

導入門宰習）   
◎指示通りに医薬品を使用する上うに適切 

． 

P321』   
S托P＃1：見学、  

明文壬を使用した月良薬指導ができる．（技  
，Oxll  

龍）◎お菜手帳、睡康手帳を使用した服罪指  
ト注2   

導ができる＿（緒能）   

（服薬指導実践実習）   

◎患者に共感的態度で捜ナる．（態度）◎  
患者との会話を通じて病態、牌訴状況（コン  
ブライアンス）、服薬上の聞耳点などを把握  
できる．（技能）◎患者が必要とナる情報 をこし 
的附把握、薄切に回答できる．（技 STEP 113 

Pユヱ2．d  別血代  患者   指導薬剤師措け下で の実（★lこ  

の効き目、副作用に関する肝柁を収集し、必 
注1  践削ナ  

要に応じて対処法を準東ナる．（技能・態  
る）注Z   

虔）．◎入手した情騨を坪価し、患者に倒し  
てわかりヤナい富兼、表現で適切に説明でき  
ろ．（技能・腱）   

（調剤録と処方せんの保管・管理〉   

◎別割線の法的規制について説明できる．  

閃2ユ   ◎調剤録への記入事項について説明できる． ◎凱剤録の保管、管理の方法、相聞などにつ  I¢■†  

いて説明できる．   

Pこ）2」l  ◎調剤後ゐ処方せんへの記入耶頓について説 明できる 

．   

】010j  

Pコ25  ◎処方せんの保管、管Ⅶの方法、期間などに ついてでる 
説明き．   

｝O18．さ  

（調剤報酬〉   

P326  ◎隅剤報酬を算定し、渕剤抽朝明細儒（レセ プ塵でる 
ト）作成き．（技能）   

90■さ  

P：I2丁  ⑳邦剤師の技術肝価の吋如こついて説明でき  
ろ．   

叩▲ヱ  

（安全封放〉   

◎代表的な直正邪政所℡あるいは調剤過瓢嘔  
P328．d   例について調査し、その蛛臥こついて指導苅  耳伊峨  lO◆1  

剤師と偏し合うこ（知ほ・随庇）   

P329∠】  ◎名称あるいは外観が類似した代譲的な医燕． 晶を列神できる 資料（テキ ス  lqIl  

．   ト）  

P330∠】  ◎締にリスクの聞い代表的な医雑品（抗芯性 腫瘍罪 資料（テキ スト  gO■1  

、」抗糠床痢邦など）を列鋳できる．   ）  

P：I31∠］  ◎調剤過玖を防止ナるためにこ爽陳にエ夫さ れている樽明を列挙ヤきる 賢料（テキ ス  Mhl  

．   ト）  

◎調剤中に過誤が起こりやナいポイントにっ  
P332∠】   りて相島ナる．く随度）◎過椒が生じた  事例集  lい＝  

ときの対応策を討髄ナる．（値戊）   

P：I3〇∠］  ◎インシデント、アクシデント輯皆の記彼方 法を脱明できる 
．   

90★l  

◎かかりつけ邦凧・邦剤姉の役帥こついて指  
揮薬剤師と柏し合う．（愴度）◎患者、顧客  
に対して適切な態度で蹟ナる．（態度）  

進駐料、薬  
局で娘供さ  

⑨淡浦の予防おょび植康℡卿こついてアドバ イスできる．（技能・加圧）  
◎医師への受診勧告を堰抑こ行うことができ る．“貴紙・は度）  

医療用具・他山【食品》  《一般用医罪品  

品、匿庶用メし ほ戊食品などを適切に選  ◎セルフメディケーションのための一敗用医 薬  択・供給できる．（技能）  
および1日五作用信輔への対応鍾について説明  ◎府客からモニタリングに上って得た馴作用  で幸る．  

《カウンター爽智》  
顧客側応英習：◎原審が自らナナんで桔が  
できるように工夫ナる．（は龍・旭庇〉 ◎師  
客が必弊とナる情柑を的確に把凋すろ．（技  
籠，臨庄）◎原審との会ほを氾じて使用薬の  
効き目、馴作用にl姻ナる情仲を収鍾できる．  
（技籠・級度）◎入手した椚彿を評価し、顧  
客に対してわかりやすい℡葉、衷現で通卯こ  
説明できろ．（は籠・、臆戊）  

椚∽名の相客と対応  
を‾十る． 一般旺沌・  
品を扱っていない拍  
合l封也の一般用蕊取  
品を扱う薬局で実習  
む行う （必推）．  

他出【管従兵習：◎疾痢の予防おょび腫価管  
理についてアドバイスで幸る，（は亀・！瓜  
皮）◎セルフメディケーションのための一般  
用医邦品・匿躍用具などを搭卯にⅧ択・供給  
できる．（技能）◎医師への貴診勧哲を描切  
に行うことができる．（技籠・態度）◎瓜  
甘・㈲客からモニタリングに上って押た制作  
用および相互作用惜印への対応抑こついて説  
明できる．  

注1 敦員の事加が望ましい．  

（5）地域で活躍する薬剤師  
学生敵は1施旺削l内   

到達日l講   LS  学習方法  脇所  時lどlI  A省、Ⅱ客と の問わり  融埠  
《在宅匿政》   

◎坊間苅剤竹製指軍菜摘について説明でき  通院惰仲、  可能な川り劇牒」舗  
P501   る．◎在宅圧政における脛膜柾郭他の取り凄  皿逆資料・  悲、宅地などむ見隼  

いについて脱明できる．   月l品   ナる．   

P50之  ◎罪刑師が在宅直紀にl拘わることの忠舘を柑 猿楽剤師と結し合う 18●1  

．（態度）   

《地域医療・地域描祉》   
P50ユ  ◎網院罪刑肺と薬用非州仰の通水の皿異性虻 できる I811  

脱明．   

P501  ◎当鋲地域における休8、戒澗闇棚と兼剤師 の役割を説明できる．  説明・見学  休日急病 鈴疾所  ロ  IO●ミ  牧聞となる   

◎当揉地域での居宅介は、介韻文伍椚つ見な  介は支  
P505   どの医療福祉活動の状況酎巴促でき■る．1（知  媛専P11  lq■l  

粍・は俺）   員  
（災零時医療と薬剤師〉   

P508  ◎緊急災寄時における、当！兵邦周お上び那州 仰の役割につ11て説明で幸る 
．   

l011  

防災セン  
クー・、避  

P507  ◎緊急災害時におiナる、削兵那周おょび薬剤 の役別について説明できる pO虞l  

師．   
六lの欄馨 －レ、／々一・・   

（地域保他〉   

P508  ◎学校薬剤師の職携を見聞し、その没劉を説 できる ロ  学校縄 剤師  iOt量  可扁たな破り半枚を阜  
明．   挙   

P50，  ◎地域住民に対ナる医薬品の適正使用の啓発 活動における薬剤師の役割を説明できる 
．   

帥連賃料  ！8よ1  

P510  ◎J附購・覚せい剤等薬物乱用防止運勅におけ る剤師の役割について説明できる 

新．   
開運資料  ●○■l  

◎日用品に係る薬剤師の役割について説明で  
P511   きる．◎日用品に含まれる化学物理の危険性  当賦商品  M＝＝  

を列挙し、ゎかりやナく説明できる．   

P512  ◎誤紋、防食に上る中毒お■上び食中導lこ対し 丁 
、桁廿1なアドバイスできる．（如拙・緒龍l   

帥逃資料  ！01－l  

◎生活環殊における朋毒の概念について説明 でる 当該商品  90■l  
き．   

P514  ◎推理性のある難物おょび腫康聞拙こぅい て 
、科学的にわかりやナく説明できる．   

朗遠資料  駅h＝  

注1 教員の参加が望ましい 
． 注2  STE＝1且竿（帽巧粟列間の仕Wを見る）研磨：10分／患者1人x18人…180分＝ 90分x2  レポート  90分x4 指導莱剤師と  
の村椿・反省・．90分x2 ST即‡2 拇堺罪苅朋市の偵についてどう説明ナるか（立案・l削戎をしてみる〉 概算：10分／患者1人十細分／立案（リ   
アルタイムでノしⅩ9人＝ZTO分ヒ 90分x3 棺輯罪刑師との対談・反省・90分xI STEP＃3 摘草罪刑師の指時下でコミュニケーションの実践  

（爽際にする）  

88  
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】生1 教員の蓼加が望まLい．   

（6）薬局業務を総合的に学ぶ  

注1 歓員の蓼加が呈重しい．  

l■   

90  

99  



薬剤師国家試験●出題基準  

厚 生 労 働省   

■（平成1－6年3月）   



薬剤師国家試験出題基準につい 

・薬剤師国家試験出題基準は、薬剤師試験委員が▲試験問題を作成するうえで「妥  

当な出題範囲」と「ほぼ一定の問題水準」を保つために策定される基準であり、  
その一内容宰つ叶ては、学術の進歩及び薬剤師業務の変化に伴い、串おむね5年を・  

目途に見直しを行い、‾薬剤師国家試験・の改善を図っていくこととされている。   
現行の出盛基準は、第4次粟剤師国家試験出題基準改定検討会（平原10年1  

2月）における見直しから5年が経過す右ため、現行基準卑見直すべく、 
第5一次薬剤師国家試験出題基準改定検討会を発足させた。   

新基準は、現行基準の達成度こ不足点につ小て検討を行い、あわせて、この5  
年間における．寧学、．●薬学の著しいノ進歩と薬剤師職能の充実及び動向を踏まえて現  

実に対応するために、現行基準を改定■したものであるJ   

新出題基準の改定にあたっての、基本■的な考え方は以ヰのとお・りである二  

（1）出題分野   
出題分野については、現行基準どおりの「基礎薬学」、▲「・医療薬学」、「衛■ 

生薬学」．及び．「英軍関係法親及び薬事関係制度」．の4分野とした。．   

．（■2）出盛項目   
今回の基準見直しの基本的な考え方ね、現行基準の内容に沿って、 

． 

回の改定は、襲学教育の見直しにかかる・学会等の提案と現状の薬学教育を比扮  

して、一差し支えがないと思われる場合には、●大項目レベルでの事項甲整理（琉■  

合・・分離による事項名琴琴）、入れ替えを行っているが、内容に大幅な変更は  

・行っておらず、従来の見直レの灘周である。なお、・出題項月は、あく・までも出  
琴に際し、－準拠すべき基準であ って、出題がすべてこ・の範囲に拘奏されるもの   

ではない。   

・各分野の改定の概要は、以下のとおりである。  

① 基礎薬学  

．「基礎薬学」は、襲剤師職能を身につけるうえで必要不可欠な薬学の基礎  
となる・ものであり、「物質の構造と性質」、「天然医薬資源」及び「生体の  

構造と機能」の3つの大項目に分類されている。  

今回め改定にあたっての主たる要見は以下の’とおりである。  
○ 現行基準に含まれない内容を新たに加えることは可能な限り制限したが  

一部社会鱒要請の変化に対応すづく、最近の科学の進歩の中から薬剤師上  
して理解すべきと判断される項目を新規k追加した。   

○ また、包括的表現で記述されていた小項目及び小項目の内容の例示を、  
整理・統合し、一表現を具体化し、出題範囲を明．■碓化した。  

○ 他分野との整合性を明確にするため、表現を変更追加した。  
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② ●一医療薬学  

「医療薬学」は、医療に直接周係した薬剤師の職能、すなわち、適正かつ  

・安全な東物療法の遂行等忙関わる基本的な知誠・技能を対象とする分野であ   

ゃ。したがって、医薬品の作用ノ体内動態・肇剤化・品質に関わる知識と患   
者．の病醸隼理の理解から構成され、内層的には薬理学、薬剤学、毒性学に－加   

えて、基礎碑理及び基礎診断．などの分野が含まれる。   

今回の改定にあたっての主たる要点は以下のとおりで奉る。   
○ 他の分野と重複する項目を整理一統合した。   

○ 包持的葬現で記述されていた現行基準の中項目等を具体的な表現に改め  
た。   

○ 大・中・小項目間の入れ替えを行い、項目間の範囲と水準の調整を行フ  

た。   

○ 医療の進歩J変化に対応すべく、一部追加・修正・削除を行った。  
☆大項目甲整理・調整について  

●大項目は、＿「医薬品の作用ト 「医薬品の体内動態∴「 
． 

な串、現行大項目・「医療薬学総論」の中・′J）項目及・び小項目の内容の例  
示は、「薬事関係法規及び薬事関係制度」とイ医薬品の作用・」、 

「医薬品   

・め体内動態」、「薬剤師業務」に．移動・摩魂した・。   

③J衛生薬学・  

「衛生薬学」，は、’保健衛生分野でめ薬剤師に対する社会の期待を考慮して   

設けられたものでありヾ「健康と環境」■ に関わる知識、技能、態度についで・   

問うものである＿。  

今回の改定にあたっての主た・る要点は以下のとおりである。   
○ 従来、「保健衛生」、「栄養素と食品の化学」t 、「ヒトと環境」二の－3大  

項目に分類されでいた．が、・第1項目及び第2項目を「餅康」に統ニレ、■第  

3項月・を「環境」とした。それによ 
． 

○ 新たに設定された小項目の内容の例示  

☆ 新たに設定、改定きれた法律制度の内容（食品安全基本駄、．健康増進  

法、HAC CP制度、P・RTR怯）  

☆ 新たに間嘩となっている事項（内分泌撹乱化学物質、シックハウス症  
候群）   

④ 薬事関係魔規及び薬■事関係制度   

「薬事醜係法規及び薬事関係細度」は、・薬剤師と・しての業務を潜行するう   

えで必要な接的知識及びこれらに関連する各種制廣、轟剤師としての倫理・   

規範的知識などiこついて取りまと．めたものである。  
今回の改定にあたづては、基本的に現行基準の「湾・倫理・衰任」、「利  

一一 度」 
、 「薬事関係法規」、「医事関係法規」及び「医療保険関係法規」の5   

つの大項目．の編成を踏凝することとし、必要最小限の改正に留ゆた。  
今回の改定にあたって・の主たる要点は、以下のとおりであ1る。  
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○ 現行基準発表以後の法令改正及び制度の規制内容の変更等に応じ、新た  
な規制項目の．追加及び削除ならびに現行基準中の字句の表現の修正、項目  
間の移動などを行った。  

・○ 小項目・の内容の例示は、できるだけ具体附叱転載し、出題範 
した。   

O「値人情報の保護に関する法律」を加え、 

（3）一留意事項   

本出題基準に妄り問題を作成する場合の留意事項は以下のとおりである。  
① 薬剤師として具備しなけれ嬢ならない基本附な知識と技能を評価する問題   

●とする。  

．② 4つの出題分野にづいてはi－相互た密接に関連していることから、具体的   
な問題の作成にあたって．は、重複の無いよ◆う分野間の‘調整には十分な配慮が  
必要である占  

（∋ 資格試験として過度に難解な問題はさける。  

④ 問題の文章構成や条件設定に留意し、正解は⊥っだけであり、それ以外は   
正解セない問題とする。  

⑤ 問題の簸易が特定の分野モこ偏らない土ととす寧0  
⑥ 可能な限り、正しいもの（または正しいものの組合せ）を問う問題とする：。  
⑦ 回答肢の正誤も；ついての判断が全て正しくないと得点か得られない方式で  

ある「全回答肢正誤選択方式」は、＿薬剤師として最低限必要な基本的知識を一   
間う問題について出題する。   

（4）適用時期と次回改定   
新出題基準の適用については、平成17年に施行される試鹸（第90回試験）か   

ら適用する。   

また－、出題基準について鱒、おお由．ね5年を目途に改定さ・れるべきものとさ   
れているとこうだが、薬学教育の見直し．の今後の動向を勘案しな’がら、■－薬剤師   

国家試験制度の改正作業と併せで、出題基準の改定作業を行う必要がある。  

＜参考＞  
「一葉剤師国家試嘩制度改善検討委貞会最終意見（平成6年6・月）－より抜粋  

（－3）出題基準の見直し   

昭和61年11月の薬剤師国家試倣制度改善検討委員会最終意見におい  
て明らかにされているとおり、出琴基準は試験委員に出題の指標を与え、  

一定の水準を保つ†つ■の方策である。従って、出題基準は、あくまでも出  
題に際して準拠すべき基準であって、出題がすべてこの範囲となるよう拘  

．束される－ものではない。   

今回の出題基準の見直．しも引続きこの考え方に沿って、薬剤師として必  

要な基礎的知識及び技能を問う出題を食頭に、薬剤師へ■の新たな社会的ニ  
ーズを考慮し、次のとおり見直．しを行い、▲別添に示す出題基準を策定し   
∴二．  

① 科目毎の出韓萎準の作成を改め、新た・に設定する4つの試験分野毎の   
出題基準とする。・  

② 新たな出題基準は、従来の大項目、小項目を改め、大項目、中項目二  
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′J＼項目の3つに整理する。このう・ち、大項目については包括的な分類に   
改める。  

◎ 従三来甲大項目、小項目はそれぞれ、申項目、小項目．として・再整理す  
る。  

④ 

． 

うことが適当であ・る。  

なお、出題基準の策定に当たっては、その内容をあま・りにも詳細に記草  
することを避け、従凍同様、原則としてその大枠を示すミに留めることとし  
たが・、試放分野が抜本吋に改められたので、参考までに示項目の内容を具  
体的に例示することとした。  
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Ⅰ●二 基礎薬学   

薬剤師職能は、医療技術の急連な進歩にとも・ない、ますます高度化、専門化  
・が進んでいる。これらの進歩に対応できるため！こは基礎学力（理解力と応用力）  
・が必須であるという認識に基づいて、「基礎薬学」が設けうれている。   

特に、実準の過程では身に付け難い基礎力や薬剤■師と．しての生涯研修に耐え   
うる肇質、騎力を判定するために出題される・0   

「基礎薬学」に含まれる科目を例示すると薬・学確論、・物理化学、分析化学  
（日本薬局方試験法を含む）■、有機化学、生姦学、生化獣放射化学、機能形   

態学（生理・解剖学）・、分子生物学、免喪学、微生物学などである。■   

［出題に際しての留意事項］  

（1う■出題の方針  

「基礎薬学」においては、最先端の学問、技術に関する知識を問うのではな  

・．く、その分野での進歩を理解するために必要な基礎的資質を問うこととする。  
大項目「物質の構造と性質」葵び「天然医薬資源」たっいては、医薬品の構   

造十性質及びその分析、確認・純度試験なぜ甲方法論の基礎的知識を中心に出   

麺することとするこ  

大項目イ草体の構造と機階」一については、生体の粗造、機能及び生体成分の   

代謝などに関する基礎的知識を中心に問うこととする。  
日本薬局方につ’いては、記準されている記述そのものを問うことはせず、そ   

の記述を理解し応用する知識、能力を問うこととする。  
なお、簡単な満濃の化合物のIUPAc命名法及び汎用される物質の英語名  

（INN：国際一般名）▲も出題範囲た含まれる。   

（2）他分野との調整  

「基謎薬学」においては、「医療薬学」、 「衛生薬学」及び「薬事阻係法規   

及び薬事関係制度」に直接関連する出題は行わず、それらを理解するた－釧こ必   

要な基礎的知識を．問うこととする・。  
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大項・目   中項目   小項目   小項目‘の内容の例示   

1．物質の構造と性喪  Å．化学構造  a．基本的骨格  云医薬品、環境物質あるいは生体成分に含  

まれる骨格  

・アルカン、アルケン、アルキン、芳香族化合  

物（多環縮合環を含む）、ステロイド、含窒素－  

酸卦硫黄棲乗卿ヒ合物ビリジンごビリミジ  

ン、プリン、インドール、イミグゾール、ブラ  

ン、ピロールなどの誘藤林  

b．基本的薙物の柵造と名         aおもに日本薬局方収搬医薬品の榔造と名  

称  称  

c．代表的な無機化合物と   ム周糊表と原子の電子配世（同位元素を含  

金属錯体．  む）  

bハロゲン化物  

G窒素の酸化物  

d硫黄の酸化物  

eリンの酸化物  

fハロゲンの酸化物  

gオキソ化合物  

h活性酸素  

i陽イオン・陰イオンt金属楕体  

d．立体異性  aキラリテイ⊥、キラル中心・  

b立体異性体（エナンチオマー、ジアステレオ  

マー、・エビマー、アノ寺－、ラセミ体）●■、  

c捷何塊性体（シス／トランス、E／Z）  

d立体配置の表示（R／S、シス／トランス、  

F／Z、D／Lなど）  

白．’化学反応性  a・．化学結合  a共有結合  

bイオン結合  

c配位結合  

d軌道の混成  

e結合の極性  

b．分子間力  a水素結合  

b疎水性相互作用  

cフアンデルウールスカ  

d昔年電的相互作用  

c．基本的化学反応  a置換反応  

b付加反応  

c脱離反応  

d・転位反応，  

e縮合反応  

f酸一塩進度応・  

g酸化・道元反応   
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大項目  項目   項声   小項目の内容の例示   

（1．物質の梼造と性質）   （B．化学反応性）  （c．基本的化学反応）‘  

i云り環状反応  

j炭素一炭素結合生成反応  

kラジカル反応  

一光化学反応の基静  

d．官能基などの基本的な‘   

応性  ハロゲン基、水酸基、エーテル、カルポニル  

基、カルポキシル基、エステル、スルホン酸  
基、アミノ基、アミド草、シアノ基、ニトロ基ヾ  

ニトロソ基、アゾ・ジアゾ基、グアニジノ基、イ  

ソシアナト基、スルフィド基、不飽和結合、芳  

香環、キノン構造、メルカプト基、ジスルフィ  

ド結合  

b官能基の導入・・変換  

e．生体成分の基本的な反応          a糖質  

性  占アミノ酸、ペプチド、タシバウ質  

G脂質  

d核由  

C．物理化学的性質・、  a．化合物の物性  a融点  

t  

b．凝固点■ c…沸点、義気庄 Id雇折串  
t   

et比重 

f旋光度  

g粘度  

h誘電率  

i pKa, pKb 

j国際単位（Sl）  

k双極子モ丁メント  

暮可塑性、可塑剤  

己化学平衡  

b酸・塩基平衡  

c電解質の亀組平衡  

dエントロピー  

eエンクルピー  

f自由エネルギー  

g相平衡、相軌分東平衡  

h沈股平衡  

＝掛化還元平衡  

j錯体生成平衡  

k化学ポテンシャル  

b．平衡  

c．溶液の性質  a準解度  

b電解質水溶液   



大  項目   中項目・■   小項目   小項目の内容の例示   

田  こ・物質の構造と性質う■‾  †cT物理イヒ学約性琴）■‾t【  
Gコロイド溶液■■－■■  

d．高分子溶液  

e溶液の束こ性、浸透圧  

f界面張力、三セル  

g水和  

hイオン強度  

i活畳  

d．反応速度  a．速度定数  

b反応の次数  

c活性化エネルギー  

d逃移状態一．  

e■反応中間体  

f律速段憎  

0．放射性同位元素  a放射性域変  

b－放射．線の柾類と性質  

c汎用される放射性同位車乗の種類と応用  

D．構造桐析法  a．物理学的及び分光学的                  a赤外分光法・  

方法  b紫外可視分光法  

c蛍光分析法  

d核磁気共鳴法・  

e賢還分析法  

f旋光分散こ円二色性  

gX紬回折法   

b．有機化合物のズベクトル  

解析  b紫外可視分光法  

c核繊気共鳴法  

d質還分析法  

E．分鱒・精製法  a．ウロマトゲラフ法  aべ－バ「ウロマトゲラフ法  

b薄層クロマトゲラフ法  

Gカラムクロマトゲラフ法  

dカスク＿叩トグラフ法  

e液体ウロマトゲラフ法  

b．電気泳拗法  a電気泳動の原理  

bゲル閏気泳動  

cキヤピラリ叫電気泳動  

c．試料前処理法  a 

b固相紬出法  

c除タンパク法  

F．定性・定立分析   a・化学的分析法  a日本案局方収載の化学的分析法（確認試  

放法、純度試験法、定量法）   
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中項目   大項目 ▼．一．＿  小項目】．   小項目の内容の脆   

（1．物質血清造と性質）  b．物理的分析法  a日本薬局方収載の吸光度測定法、蛍光光  

度法、原音吸光光度法■、熱分析法、電気的  

滴定法  

c．生物学的分析法  aエンザイムイムノアツセイ・  

bラジオイムノアツセイ  

c酵素学的分析法  

dバイオアツセイ  

G．物理的診断法の原理  a超音波  

b MRI 

cX級CT  

b．光学技術  弓‘ラアイパースコープ  

b不線造影  

2二天然医薬吏源  A，生薬及び漢方薬  a．日本葉局方収載の生葉  

b．漢方薬  a漢方処方の野合と適用  

甲．天射勿由来の医喪畠  

構造、性臥生合成過程の基礎  

ステセイド頬、テルペノイド矩、フラボノイド  

類、ポリフェノール癌、アルカロイド軋主要  

な抗生物質、天然高分子、配糖体  

3．生体の構造と槻能  A．生休成分の榊造と性訂  a単糖  

bオリゴ糖  

c多暁  

d校合多蛇  

e鴨質の物性  

b．脂質の桝造と性質  a脂肪酸  

bトリアシルグリセロール  

c複合脂質  

dコレステロール短  

e脂質の物性  

c．アミノ酸、－ペプチド、タン  

バク質の構造と性質   b．ペプチド  

c単純タンパク質  

d糖タンパウ質  

eリボタン／くウ質  

fタンパウ質の物性  
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大項目   中項目・   小項目   小項目の内容の例示  

（一3．生体の構造と機能）‥・・ト  （A．生体成分の構造と性∴  dこ疫醸の構造と性質  a核酸塩基、  

質）  bヌクレオシド  

G不クレオチド  

d■DNA  

eRNA一  

0、ビタミシの構造と性質  

タミンB6、ビタミンB12、ビタミンC、ナイア  

シンヾ葉酸、ビオテン、パントテン酸）  

b脂溶性ビタミン（ビタミンA、ビタミンD、ビ  

タミンE、ビタミンK）  

f．無機質  aN∂、K、Ca、－Mgなど生体必須の金属元素  

b微義元索  

g．酵素と酵素反応  a基質特異性  

b寺了相手索  

c活性め調節  

d反応速度論  

e反応阻害  

f金属酌索  

B ・地質の代謝  a‡店新生  

b協鴇経路  

cグリコーゲン代言弱  

dクエン触回路  

巳ベントースリン触回路  

b．脂質の a脂肪酸代謝  

bコレステロール代謝  

。．アミノ酸の代謝  aアミノ酸代謝  

b尿頚サイクル  

cポルフィリン代謝  

d，ヌクレオチドの代謝  aプリン代言桐  

bビリミジン代謝  

8．エネルギー産生  a馬子伝達系  

b高エネルギー溌喜合  

Gエネルギー形態の変換  

C．器官の揃造と梯能  a．神経系  a■神経細胞  

b典窓の伝導▲伝達  

Gシナプス  

d中枢神経系  

e末梢神経系   

－10－  
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中項目   小項目   ・大項目  小項目の内容の例示   

（3．生体の構造と梯能）  （C．器官の構造と鹿能）  a心臓・・卑管 、  

b・循環調節  

c血管内皮・  

c．呼吸器系  a気管一肺  

b呼吸調節 l  

c酸素運搬  

d．消化器系  a消化管・肝臓・膵臓－  

り消化吸収・解毒  

e．泌尿・生殖器系  a膏臓  

b生殖器  

c性周期巧王娠．  

f．血液リンパ系  a血液  

b血球産生・破壊  

cリンパ  

g．筋肉・骨格系  a骨格筋りむ筋・平滑筋  

b骨代言封  

占，筋肉収縮  

h．内分泌系  a●視床下部  

b、下垂体t甲状腺・副腎  

L皮店・感盤台貰系  a皮膚粗雑  

・b視兜・味見、嗅覚  

D．細胞の構造と槻能  a．文枝細胞  8動物細胞  

b植物細胞  

c真西佃胞  

b．原核細胞‘  a細菌、リケッチア、マイコプラズマ、クラミジ  

ア  

。．細胞寄生体・  aDNAウイルス  

bRNAウイルス  

cプラスミド  

d．細胞小器官．  a核、核小体．  

bミトゴンドリア  

七小胞体  

dゴルジ体  

eリソソーム  

fペルオキシソーム  

二g細胞質  

h細胞骨格  

rlト  1細胞壁 



大項目   中項目  ／  ト項目   小項目の内容の例示  

（3・ニー生体の構造と機能）‘メ’丁し  （D・．・・細胞の捕造と擬能）▲‥－  

b腔透過  

c睦鴨位  

f．遺伝情緒の蝮製と発現  

b染色体  

cDNAの禎製  

d変異・修復  

eRNAの種類・車云写・逆転写  

fタンパウ質の生合成  

gタンパク質解析法  

g．●遺伝子工学の基礎  チ追伝子解析法  

h∴遺伝子工学の応用  aベクター  

b遺伝子組換え法  

cクローニング・  

d 

e遺伝子組換えタンパウ質  

E．情報伝達  a．情報伝達機構  a受容体  

b乍タンパウ質  

c・ニ次メッセンジャー・  

dタンパケ質リン酸化一脱リン酸化  

e砥解質  

b．神緯伝達物質  aアセチルコリン  

bカテコールチミン  

Gセロトニン  

dヒスタミン  

eアミノ酸類  

f一酸化窒素  

c．ホルモン  a下垂体ホルモン  

b視床下部ホルモン  

云甲状腺ホルモン  

d副甲状腺ホルモン  

e消化管ホルモン  

fすい臓ホルモシ  

g副 

h副腎髄質ホルモン  

d．エイコサノイド  aプロスタグランジン類  

bロイコ■トリ土ン短  

e．サイトカイン  aインターフェロン類  

bインターロイキン類  

cエリスロポエチン   

－12．－   
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大鼠月こ…‥．‥＿．．…＿‖＿＿．小一．＿＿  ＿史現臥．  小項目   小項眉の内容の例示＿   

（3．生体の構造と機能）  F．免疫   a．体液性免疫  a抗原  

b抗体（抗血清）  

c補体  

d抗原抗体反応  

占抗体産生機構  

b．細胞性免疫  a主要組織適合遺伝≠複合体（MHC）  

c．アレルギー  aアレルギーⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ型   

－13－   
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Ⅱ．医療薬学  

「医療轟学」とは、医薬品の適正使用を目指し、．医療に直接関係した薬剤師   

の職能を発揮．するために必要な知芸阻・技能の基本となる分野セある。  

［出題に際しての留意事項］  

（1）．出題の方針，   

従来の出 題形式に加え、固切な薬剤中濃択と投与方法、施薬指導などに閲し  

．て問う症例を中心とした総合的な出題形式を含む。さらに、保険薬局及び嫡院  
・診療所におけ亭実務実習の成果を問う間・題も対象となるこ   

（2）．他分野との調整  

．「医療薬学」は、痕学教育の諸科目と広く関連することから、閑適する基礎・   

的な知識を組み合わせた総合問題も．出題の対象となる。  

′J一  

－14－  
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Ⅱ－ 医療薬学  

中項目  小項目   小項目の内容の例示  

A．乗物の作用勝序  弓．促進菓と抑制轟  a受容体  

bイオンチャネル・  

c輸送体（トランスポーター）  

d 

b．用量：反応関係  

c．緋造活性相関  

B．末梢神経系及びその     a．．白線神経系及びその効果  

効果器ヒ作用する薬物  b副交感神経興奮様轟及び遮断菓  

c自律神経節刺激菜及び遮断薬．  

b．体性神経系及びその効果    a局所麻酔薬  

器に作用する薬物   b神経筋接合部刺激薬及び遮断薬．  

C．中枢神経系に作用す   a吸入麻酔薬  

る葉物  b音争脈麻酔菜  

己麻酔神助藻  

b．催眠薬  aベンゾジアゼピン茶菓  

bパルピッール醜系渠  

c．向精神薬  a統合失調症治療薬  

b抗不安熟神経症治療薬  

c抗うつ轟  

d抗そう粟  

ヰ抗てんかん菓  a抗部分発作薬  

b杭全般発作染  

c抗てんかん重箱稟  

e．中枢性筋弛鱒喪 ・a抗痙性麻痺喪  

t抗パーキン●ソン病葉  a．カテ＝トールアミン関連菜●  

b抗ヨリン轟  

g．鈍痛薬  a麻栗性鎮痛薬  

b非麻薬性絨痛葉  

c麻薬桔抗薙・  

h．解熱薬  aサリテル醸系菜  

bアニリン系薬  

cビラソロン（ピリン）系菓  

i．中枢典奮稟  ●a大脳皮質興奮蓬  

b中枢性呼吸興奮喪  

c覚醒アミン  

j．めまい治療薬  a抗ヒスタミン柔  

bアドレナリンβ受容体刺激葉   

－15－   



大項目   中項目   小項目   小項目の内容の例示ノ   

（1．医柴島の作用）l  （C二 中枢神経系に作用す  k．脳緬環代謝改善集  
る轟物）  

b脳神経機能賦活菜  
？内因性生理活性物質．  

l．抗アルツハイマー病薬  

a．免疫抑制謁  

物  

b．免疫増強菜  

P・免疫調整喪  a DMARD 

d．ワクチン・抗血清  

E．抗アレルギー菜  d．抗ヒスタミン東  

わ，ケミカルメディエータ一遇離  

阻害菜．  
＼  

c．ケミカルメディエータ一合成  
阻害薬  

d．ケミカルメディエータ一迫析  

菜  

F．抗炎症薬  弓．－ステロイド性抗炎 

b．非ステロイド性坑炎症桑  

。．消炎酵索  

a．■心不全治療来  a．利尿薬－  

る葉物  b‘強心配拙体  

cアドレナリンβ受容体刺激燕・  

dPDEⅢ胞富来・■  

e硝酸薬．  

fACE阻害乗  

gアンギオテンシンAT、受容体遮断薙  

hアルナリンβ受容体遮断薬  

b．不整脈治療喪  aI群菜  

bⅡ・絆薬 

cⅢ群準  
dⅣ群集  

e強心配脚本  

c．虚血性心疾患治療薬   a硝酸薬  

bアドレナリンβ受容体遮断薬  

占Ca2◆チャネル遮断薬  

d血庵溶解薬  

e血液凝固阻害薬  

f血小板凝集阻害英  

f麻薬性鎮痛薬  

gアデノシン増強薬   

－16－  
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大二項目   中項目   小項目   小項目の内容の例示  

（1．医薬品・の作用）  （G．心臓血管系に作用す  d．高血圧症治療薬 t  

る乗物）  b・アンギオテンシンAT－受容体準新薬  

cACE阻害葉  

d一利尿葉  

eウドレナリンβ受容体遮断英  

fアドレナリン．α，受呑体遮断薬．  

g中枢性交感神経抑制薬  

h束硝性交感神経抑制案  

i血管拡張藁  

e．低血圧治療薬  aカテコールアミン茶菓  

b非力テコールアミン束薬  

f．末梢血管拡張葉  二aプロスタグランジン系薬  

も主コテン酸系菓  

cアドレナリン甲一受容体遮断薬  

dアドレナリンβ受容体刺激菜  

a．末梢性呼吸興奮薬  

葉物  
b．鎮咳一去痍菜  

c．気管支喘息治療薬  

a．他胃消化薬  

物  
b．消化性潰癌治療薬  a制酸尭  

b抗コリン衷  

c抗ガストリン菓  

dヒえタミ■ン一日之受容体遮断菓  

eプロトンポンプ阻害菓  

fドパミンD⊇受容体遮断菜  

gプロスタグランジン系菜  

h防御因子増強染  

i．ヘリコバクターピロリ除菌落  

。．胃瀾機能改善薬  

d．鋲痘菓  

e．催吐及び制吐薬  

仁滴下及び血流薬  

g．肝・胆・膵臓槻儲改善轟  

a．利尿薬  a浸透圧性利尿薬  

葉物  bチアジド系利尿薬  

1  

c炭酸脱水酵素阻害菓  

dループ利尿薬  

eカリウム保持性利尿薬  

fアルドステロン桔抗薬   

b．排尿障害治療薬   

－1了－   



大項目   中項目．   小項目   小項目の内容の例示   

（1．医薬品の作用）   （」．泌尿器系に作用する・  

染物）  

K．生殖器系に作用する  
薬物  

b：子宮収縮柔  

？．子宮弛罷業  

d∴隠妊菜  

L．．血液・造血器官に作用  
する乗物  

b．血液凝固政客染及び止血  

薬  

c．血小板粛舘阻害塵  

d．血栓溶解菜  

0．血液代用諜  

f．血液怨剤  

M．；D別三作用する薬物  
局所麻酔薬、抗商珪、角膜  

治療薬、血管収縮凛）  

b．白内障治療薬  

c．緑内障治療来  

d．アレルギー性結膜炎治療  

薬  
N．皮膚に作用する薬物  

b、鋲経基‘  

c．角化症治療薬  

ロこ内分泌・代謝系に作用・   a視床下部向下垂体ホルモン及び下垂体  

す 前卦後尭ホルモンとその分泌異常治療薬  

b甲状腺ホルモンとその遮断喪  

d」  

d膵臓ホルモン・  

e副腎皮質ホルモンとその合成代用賂  

f性ホルモン関連詫とその合成代用麺  

gタンパク貨同化ホルモン  

h消化管ホルモンとその遮断菜  

b．ビタミン  a水溶性ビタミン  

ウ脂溶性ビタミン  

c．糖尿病治療薬  aイ．ンスリン製剤  

bスルホニル尿素系薬  

c速効型インスリン分泌促進葉  

dピグア土ド系葉  

eα－グル占シダーゼ阻害葉   

‾∴’：‾》   



中項目   小項目   小項目の内容の例示  

（0．．内分泌・イモ謝系に作・  （c・翫病治療薬） l  

用する薬物）  g合併症治療■葉  

d．高脂血症治療薬  aHMG－CoA還元酵素阻害薬  

b・陰イオン交換樹脂  

cフィブラーート系葉  

dニコチン酸系薬  

e植物ステロール  

e．高尿酸血症治療薬  a尿酸酢世促進薬  

も尿酸合成阻害菜  

c痛風発作抑制薬  

f．骨粗しょう症治療薬  

a．抗細菌英．  aβ－ラウタム系薬  

．薬物  bアミノグリコシド系薬■  

cマクロライド系薬  

dテトラサイクリン系薬  

eペプチド系柴  

fニューキノロン系薬・  

gスルホンアミド系薬  

b．抗抗酸菌薙  a抗結核梁  

bハンセン病治療薬  

c．抗真菌薙．  aアゾール系集・  

bポリエン系薬■  

d．抗ウイルス桑  a抗ヘルペスウイルス薙  

b抗サイトメガロウイルス柴  

c抗イシフルエンザ桑  

d抗HIV薬  

e抗肝炎ウイルス蕉  

e．抗寄生虫諜■■  a抗原由来  

b抗鹿虫諜（抗蛇虫菓）  

f．消毒薬  aアルコール妬  

bハロゲン化合物  

G 

d－過酸化物．  

eアルデヒド頬‥  

f界面活性物質   

Q．抗悪性腫瘍薬  a．アルキル化粟  

b代謝結抗薙  

c．抗生物質  

d．白金錯体  

e．天然物由来物質  

tホルモン療法薬   

大項目  

（1．医薬品の作用）  
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大項目   中項目   小項目．   小項目の内容の例示  

1．医轟品の作月∃）  （Q．抗悪性腫癌薬）  gJ免疫療法菓  

h．分子標的治療薬  

R．診断用薬  乱造影剤  

b．機能検査用薬・∴  

c．放射性診断薬  

d．検査薬（妊娠、鵬尿、潜血  

ど）  

S：●薬効其理と一般薬理  a．′薬効薬理試験・  

b．－娘薬理試験  

T．医乗品の安全性   a．t有害事象と副作用  a有害事象と副作用甲走窮  

b有害事象の分放と毒性試験ぬ性毒性、  

促性毒性、生殖・発生毒性、発がん性、局  

所刺激性、光量性、遺伝毒性、．抗原性、光  

感作性；依存性、耐性）  

c副作用の種類（過還による副作用［燕理  

作用の延長抜上の反応］、一般的な用量  

による副作用）  

b．副作用発現に影膠する因            a生麺的因子（年齢、性）  

子  b病的因子（肝、腎疾患） 

G遺伝的因子（人種差、前菜欠損）・  

dアレルギー性休質  

e併用薬  

f環境因子■  

c，薬剤耐性  ヂメチシリン耐性発色ブドウ球菌（MRSA）  
等  

b麻薬等  

c抗悪性腫瘍薬等  

d．・急性染物中毒とその処置  

b解毒染  

e．障害誘発薬物  a肝障害  

b腎障害  

c循環器系障害  
d∴神経・感覚器陪審 I I 

e皮膚障害（アレルギー、先週放症） 】  

f血液、造血器障害 

g呼吸器系障害  

h発生・生殖器障害  

i．骨格筋障害  

f．薬害   aサリドマイド、クロロキン、キノホルム、ソリ  

ブジンと5－FUの併用   

i▼ ■・▲、   l
 
 



大項目   ヰ項■目   小項目   小項目の内容の例示   

2医薬品の体内動態  A．薬物動態と変動要因  占‘単純拡散  

b促進拡散 

c能動輸送  

d膜動輸送  

bi吸収  a消化管の構造機能と薬物鱒収  

b消化管以外の部位から由吸収  

c－初回通過効果  

dバイオアベイラビリティ（年物学的利用  

能）  

e生物学的向等性  

c．分布  d組織分布の支配要因（タンパウ結合など）  

bリンパ管への移行■  

G鱒・脊髄液への移行  

d胎児への移行・ 

d．代謝  a．代謝様式  

b代謝酵素  

c代謝酵素の阻害と誘導  

d代謝酵素の遺伝子（遺伝的）多型  

e．排泄  aノ腎排泄  

b．胆汁中排‡世・腸肝循環  

c．・腎・肝以外からの排三世  

t葉物動態の変動要因  a．医薬品（製剤）側の要因  

b生理的要因  

耳遠伝的要因  

臥疾患時における英物軸  

b肝疾患  

c心疾患  

B．乗物動態の解析と投   

与計画  （PK）  bl－コンパートメントモデル  

c2－コンパートメントモデル  

d線形モデルと非線形モデル・  

e全身・組織・固有ケノアランス  

fモ⊥メント解析  

gポピュレーションPK  

ll投与方法・剤形とPK  

i投与計画  

」非臨床薬物動態試験  

b．血中薬物濃度モニタノン           aTDMを必要とする剰勿  

グ（TDM）  bTDMを必要とする状況  

c試料採取と薬物濃度測定  

3」疾病と病態  A．診療録と臨床検査                   a．主な検査値  a血液生化卓的検査値の変由・  

b血液学的検査値の変動  

c免敢血清学的検査値q変動  

d尿検査値の変動  

e旺瘍マーカー   
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大  中  項目  ／j  、項目  lノ  小項目の内容の例示  

（  b  

く声   
遭生化学）■   

G  

患  
d  

e  

症．  

ロ  

g．如ヒ器疾患  a食道がん、  

b胃がん  

c胃炎（急性、慢性）  

d消化性潰瘍  

。肝炎（ウイルス性■ヾ急性、慣性）  

f劇症肝炎  

g肝硬変  

h肝がん  

i急牲胆のう炎  

j胆管料．  

k胆石症．  

I肺炎（急性、悟性）  

m位相／下痢・  

n．大腸炎・  

。適敵性脳症候群．  

p瞳がん  

q大腸がん  

r炎症性脱疾患  

s痔疾患  

h‥血液及び造血器疾患  a貧血（錬欠乏性、再生不良性、溶血性な  
ど）  

b赤血藤増多症  

c紫斑病（血小板減少時、血液凝固異常  

症）  

d白血球減少症  

e．血友病  

f稲枝性血管内凝固症候群（DIC）  

g血栓・塞栓症  

h白血痕（急性、慣性、骨髄性、リンパ性）  

；．感覚器疾患  a緑内障  

b白内陣  

c眩畢（めまい）  

し   j√耳品由喉疾患  q副鼻腔炎  

b扁桃腺炎  

k．内分泌・代謝疾患  腋病 

b・低血班  

c甲状腺械能先進症／低下症  

d 

e尿崩症  

f脂質代謝異常（高脂血症）  

g高良酸血症（痛風など）  

l．炎症   a炎症（急性、慣性）  
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大項目   中項目   小項一目   小項目の内療の例‾   
a心電図「  （A．診療録と臨床検査）‘  （3．疾病と病態）  

b呼吸痘能槙査など  

c加齢・妊娠  

c．病理検査  a，■稜熊異常と器質変化・  

b組織変化と病▼態  

d．・診療録の読解  a記載様式  

b繁廟医療用語  

B．疾病と病態生垣学・病   

態生化学  b脳梗塞  

cクモ膜下出血  

d脳腫瘍（悪性、良性）  

eてんかん、．  

fパーキンソシ病／パーキンソン症候群j  

gアルツハイマー病／アルツハイマー型老  

年痴琴  

hうつ病  

iそう病  

j続合失調症  

k‾神経症  

い♭身症  

m片朝痛  

b．・骨・関節疾患  a骨粗しょう症  

b変形性関節症  

c．免疫疲患  aアレルギー  

葦麻疹、光過敏症、アトピー性皮信炎、ア  

レルギー性結膜炎、ア 

bアナフィラキシ⊥性ショッウ  

C自己免疫疾患［全身性エリテマトーデス  

（描症状）、関節ノウマテ】・  

d後天性免疫不全症候群［川∨感染症］  

e移植免疫■  

d．心臓t血管系疾患  a心不全  

b不整脈  

C虚血性心疾患（狭心症／心筋梗塞）  

d高血圧症  

e低血圧  

e，腎・泌尿生殖器疾患  a糸球体腎炎（急性、、慢性）  

b腎不全（急性、怪性）  

cネフローゼ症候群  

d尿鱒感染症  

e尿路桔弔症  

f前立腺肥大  

g・陣痛微弱  

‡1・乳がん  

i子宮がん  

■f．呼吸器疾患   a気管支炎   
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大項目   申項目  小項目  小項目の内容の例示   

．（3．疾病と病態）  （臥疾病と病態生理学・病  aアトピー性皮膚炎、接触性皮膚炎等  

態生化学）  

n・感染症  a細菌感染症   

bウイルス感染症■   

c真遁怒染症   

d寄生虫、原虫感染症   
1  0薗交代現象  

C．疾病と薬物選択  a・疾病に対する主な医薬品a中枢神経疾患に対する医架品  

の選択と使用 b－骨憫節疾患に対する医薙品  

c 

d心掛血管系疾患に対する医燕畠．  

e腎・泌尿生殖器疾患に対する医薬品  

f呼吸器疾蓬に対する医薬品  

g■消化器疾串に対する医薬品  

h血液及び造血器疾患に対する医薬品  

i感覚器疾法に対する医薬品  

j内分泌・代謝疾患に対する医乗晶  

k悪性新生物に対する医薬品  

】炎症に対する医薬品  

m感染症に対する医薙品  

n．癌性痔痛に対する医薬品  

？救命枚急時に用いる醸品  

b．医燕品と禁忌 a●疾病  

b年齢．  

c妊娠  

4．製剤の調製と医廃品の品      A．製剤め基碇的な特性  

荘官埋  ・応、触媒・温度の影響）  

．b・安定性予測（反応速度式、アレニウス式）  

c安定化．  

b・粒子・粉体の性質 a結晶形（多形、無品形など）  

b粉体粒子としての性質（粒子径、粒度分  

布、形状、比表面積）●   

C集合体としての性質（空隙率、かさ密度、  

’流動性、充てん性など）  

dぬれ、吸湿性  
●  

c．剰勿卯巷解、溶出 a乗物の溶鋼度  

b崩壊性  

も溶解速度  

d溶解性の改彗（複合体、固体分散体など）  

d．分散系 a界面の性質  

b界面活性剤  

G乳化と乳剤の型  

d代表的な分散系  

e分散系の安定性   

e・レオロジー（変形と流動）a粘度  

もニュートン流体、非ニュートン卸本   
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中項目   小項目   小項目の内容の例示   

晶の  B．製剤の性状、製法と試  a．日本案局方通則及び製剤  畠通則  

験  総則  b製剤総則  

c剤形各論  

b．品質管理  a寵験規格  

b製造工短とGMP  

c．固形製剤・半固形製剤の      a錠剤、穎粒剤、カプセル剤の調製  
調製  

b坐割こ軟膏剤の調製  

c軟膏基剤．  

d．無菌製剤の調製  a濃度及び等弓長イり計算  

b滅菌法、無菌操作法  

c保存剤  

e．医薬畠意加剤  a回野製剤（賦形剤、崩壊剤、滑沢剤など）  

b半固形製剤  

G注射剤を含む溶液製剤  

f．単位操作と製剤梯械  a単位操作（粉砕、分級、．混合、造粒、乾  

一燥、梨錠、コーティングト  

b粉砕拙∴混合機、造痕臥錠剤梯、凍結  

乾燥機など  

Gスケールアップ  

g．貯法と容器、表示  a密閉容器、気密容器、密封容器  

b代窺的医菜品の，貯法  

h．薬物送達システム．                 a新しい剤形●  

（ドラッグデリバリーシステ  b■放出制御製剤  

ム）  c桂皮吸収製剤■  

d微粒≠製剤  

eターゲティング  

fプロドラッグ・  

‡・製剤関迎の日本菜局方－      a粉体、粒子に関する試験法  

般書式験法  b物性に関する試験法（粘度測定法、熱分  

析法など）  

C溶出試験法、崩壊試験法、含遠地一性試  

顔法、質還偏差試験法など  

d注射剤とその容器についての試験法  

e異物についての試験法  

j．その他の製剤試放法  よ錠剤の硬度頒損度試験  

b軟蕾剤の試験  

c安定性試験（温度、湿度、一光）■  

A．医療の安全管理  a．医療事故の防止  

b防止対策  

c処方オーダリングシステム  

b．調剤過誤の防止  

B．チーム医療  a、病院におけるチーム医療  

＿bウリニカルパス  

c緩和ケア   

大項目  

（4∴製剤の調製と医薬  

品貰管理）  

5．菜剤師業務   
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大項目   中項目   小項目‘．   小項目の内容の例示  

（■5．薬剤師業務）  （8．チ⊥ム医療）  b．，地域におけるチーム医療  

菜剤師）  

b在宅医療  

c医療機瀾と保険乗馬との連携（葉菜連  

㌍）  

C．瞞床試験  a・臨床甲奴（治験の支援）  ′  

b比較対照試験  

c 

D．処方せんの鑑査  a．記賊軍項  

b．調剤其の特定  a葉名、剤形、規格単位  

b一般名での記戦時  

c望望摘朋寺性と同等性  

c．用畳  a標準用還（常用孟）  

♭小児用丑  

c高齢者用量・  

d制限還：  

e矧蜂蜜・肝障害と用量  

f適応症と用二監  

d．用法・  a服用回数  

b服用時期  

c用法指示  

d適応症と投与期間く日数）  
e特殊な用法  

f補助器具の使用法  

p．配合変化  a配合注意  

b配合不適  

c配合不可  

f．薬歴及び投与薮の確認●  

b副作用歴（問診）  

c重複投与・相互作用のチェック（併用崇  

忌、併用注意、内用柔と外用菜の併用（内  

服と点眼等）、薬物動態学的な相互作用∴  

薬力学的な相互作用、飲食物との相互作  
用）  

d．他科・他施設受診の確認  

e注射薬・処置菜の確認  

g．処方意図の理解  a疾患と処方  

b処方薬の作用拙序  

c併用薬の意図  

d注射剤・輸液の処方意図の理解   

E．疑兼照会  a．疑義の抽出と吟味・  

b．疑義照会方法  

F．」般調剤実務  a．．頭割の概念  

b．・劇薬」未森の取扱い   
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大項目   中項目   小項目   小項．目の内容の例示   

（5二襲剤師業務）   （ト一般調剤実靭 c．稟袋の作成  a薬袋に記革すべき情報順法、用量、億 

用事の注意、保管方法等）  

d．計量器の取扱い  

ブ剤での使い分け）  

b電子天秤の取扱い  

e．散剤の調剤・  去散剤の物性  

b希釈散  

c錠剤の粉砕  

d製剤量と成分量  

e調製法  

f．徐放性製剤の調剤   a製剤間の互換性  

g．1回量調剤  a長期と短期  

h、麻薬の調剤●  

；．調剤葉の監査  

j．細胞毒性の■ある医薬品．の  

取扱い  

与注射剤t輸液の調剤  a安定剤（配合変化）  

b無菌性  

c輸液バッグ・セットへの吸着．  

b．注射剤ゐ投与関連事項  

b安全性・品質の確保  

c．聴解質・輸液濃度の計算・  
補正  

ヽ  

d，中心静脈栄養療法用紬  

．液  b栄養成分  

cカロリ⊥計算  

d微皇元素  

e使用上の注意  

e二電解質輸液、輸液療法の  

基本  

L鑑査  

g・細胞毒性のある注射剤の  

取扱い  

H．服乗指導  a．患者情報の収集と活用  

b薬歴件成と轟音への服用法・使用法の説  

明  

c患者と家族の心理と対応  

d生活の賢   
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大項目   中項目   ′j（項目   小項目の内容の例示   

（H∴服薬指導）  b．副作用の回避  a情報の提供  （弓．東剤帥軍務）  

b薬物相互作用の予測  

cご特殊な患者への服菜説明  

b小児  

c妊婦  

dがん・精神病患者への服薬説明  

L医薙品情報  a．発生・収集  去医療用医葉品、主な一般用医渠品  

b■情報源（添付文望、医薬品インタビュー  

フォーム、緊急安全性情報など）  

b．解析・評価  a統計．一解析法・  

b媒剤疫学  

c●生物学的同等性  

c．再柄染・編集  a病院・薬局医凛品集－  

b粟事委員会弦料  

cシステマテイツクレビュー（メタ分析など）  

d．提供とその評価．  a惰報堰供法の柾厩と特徴’  

8．医薬品1■鋼住関連寺務  a医薙品情報管理業務の基準  
b医薬情報担当者  

J．医薬品の管；埋  a．医薬品管理の聡論  畠医薬品の貯法、保管  

b医薬品の品質管理と品質確保  

c薬剤の廃棄▲．  

b∴消＝毒薬の取り扱い  a消漬菜の使用法  

云．放射性医葉品の取扱い  

事項、医痴機関内での調製と臨床応用）  

d．診断用医薬品の取扱い   

e．柏血用血液製剤・血妹分  

寧製剤の取扱い   
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Ⅲ 衛生薬学  

「衛生薬学」とは、薬剤師として身につけておくことが必要な公衆衛生上の   
知識二技儲を基本とする分野で衛生化学・ 

． 

学、病原微生物学、疫学、生態学な・どがあげられる・。   

［出題に際しての留意事項］  

（1）坦題の方針  
「衛生薬学」では、疾病予防、●さらには健康の推持・増進に必須の公衆衛生   

上め知識と技能のうち、薬剤師とし七身につけておくことが必要と考みられる  保健衛生、環境衛生、食品衛生、．栄養、化学物資■の毒性などに関する基本的事   
項を出題す‘る二  

各．試験法を■問う出題については＞ 保健衛生上の意義が大きく、かつ」当該分   

野．において汎用－さ．れているもの、▲または原理的に畢要なもののみを出題し、そ  
・■・の意義、測定原理など、試験ま．たは測定実施のた捌こ必要とされる基礎的事項   

を問うこキとする。専門業務において習得すべき操作などの詳細は出題しぬい   
ことと・する。  

各種基準などの数値は、記憶す 

、 

また、．法令などに基づく規制措置などの行政事項め変東に係る設問は、当該   
接令などの改正や制度の新設などの内容が十分周舟されるまでの間は出題しな   

いものとする。   

（2）他分野との調整  

衛生関係法規として、食品街生法二化学物質の層査及び製造などの規制に関   
す号法律、有害物質を含有する家庭用晶の規制に関・する法律及び学校保健法に   

っいて・は、「衛生薬学」におーいて出題する。  

ま七、医薬品の体内動態は原則として「医療薬学」で出．題されるが、衰毒物   

を含む代表的な有害化学物質の体内動態は「衛生薬学」において出題する。さ   

らに＼栄養化学に関しては、構造等の基礎・知識は原則として・＝「基礎薬学」－で出   

題されるが、そ．の栄養学的側面については「衛生凛学」において出題する。  
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Ⅲ 衛生薬学・  1   

大項目 中項目・・   項目   小項目の内容の例示   

ロ  A．栄韮と健康  a．栄韮棄  a栄韮素．（三大東亜素、ビタミ 

b栄養素の消化、吸収、代謝  

c脂質の運搬における血娠リポタンパク質  

dタンパク質の栄華的な価値  

e栄韮佃（日本食品標準成分表）  

fエネルギー代言匁＝基碇代謝、呼吸商、エネ  

ルギ一所要品）  

g栄韮所要還  

h自本における栄養堀瀾の現状と問■題点  

i栄養素の過不足による疾病  

b．食品の品㌍と管理  a腐敗  

b：油脂の変敗、油脂の変質試験  

G褐変●  

d一変琵を防ぐ方法（保存法）  

e食品政分由来の発がん物質  

ロ  

g食品衛生のための溝規制（食品衛生法、  
’食品安全基本法）  

h保健抱能製品  

上道伝手相換え食品  

a食中毒の種類と発生状況  ．c、食中轟  
b知歯性1ウイルス性食中森  

c食：物アレルギーとテレルギ㌻桟食中毒  

d自然覿  

eマイコトキシン 【  
f・化学物質（韮金属など）による製品汚染  

g粗留股薬に■よる食品汚染  

h食品汚染対韓（HACCP）’  

B．社会・集団と健康  ・保他統計  a■人口統計の意詭  

b人口静態、人口動態．  

c国勢調査  

d死亡に関する指標  

e人口の将来予測に必要な指標  

b．鹿康と疾病をめぐる日本   

の現状  b日本における人口の推移と将来予測  

c高齢化と少子化  

c．・疫学  a疫学の役割′  

b疫学の要因（病因、環境要因、宿主要由）  

c疫学の種類（記述疫学、分析疫学など）  

d症例・対照研究の方法（オッズ比）  

e要因・対照研究（コホート研究）の方法（相  

対危険度、寄与危険度）  

f医諜品の作用・副作用の調査  

g疫学データの解釈   
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大項自．●  中項目   項目   小項目の内容の例示   

（1」建康）  C・涙病の予防  a．健康とは■  a健康と疾病甲概念  

b世界保健機関（WHO）の役割  

。櫨鹿増進法．  

♭．疾病の予防とは  a疾病の予防（＝次、二次、三率予防）  

b予防接種  

c新生児マススクリーニング  

d疾病の予防における薬剤師の役割  

e学校薬剤師の役割  

c．感染症の現状とその予          a感染症（経口感染、白和見感染、院内感  

防・  染、由際感染症など）  

♭新興感染症、再興感染症  

c感染症法における感染症の類型  

d母子感染する疾軋  

e性行為感染症  

f感染症対策（感染症法、予防接枝法、結核  

予．防法）  

し  d．生活習慣病とその予防  

b生活習慣病のリスク要因  

c食生活と喫煙などの生活習慣と疾病  

d生活習但病の予防対策（健康日本21）．  

e．枇業病とその予防・  

f．家庭用品の規制   a右割勿質を有する家庭用晶の規制基準  

2．環境  A．化学物質の生体への吉宗…  

響   活性化  謝、排泄）  

b第一相反応が関わ句代乱代言朋活性化  

－C第二相反応が関わる代乱代淋舌性化  

b．化学物質による発がん  

b変異原性試験（Ames試放など）  

C発がんのイニシエーションとプロモーション  

dがん遺伝子とがん抑嘲即云子  

c．化学物質の轟性  a化学物質の毒性評価試験法  

b肝胤画風神経などに晦異的に毒性を示  

す化学物質・  

C代表的な有害化学物質（重金屑、農薬、P  

CB、ダイオキシンなど）  

d重金属や活性酸素による障害を防ぐため  

の生体防御因子  

e毒性試験の結果を評価するのに必要な量  

1反応関係、閥植、無毒性量（NOA巨L）  

f安全摂取量（1日許容摂取量など）  

g法的規制（化審法など）  

h内分泌撹乱化学物質．   
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大項目．   ヰ項目   項目   小項目の内容の例示・  

（2．環境）   （A．化学物質の生体への影  d．化学物質による中毒と処  a代表的な中毒原因物質の解毒処置法  

聾）  ．置  b化学物痙の奉養是こ作用器官、中毒症状、  
救急処置法、解毒法の検索  

／  

占．■薬毒物中毒と薬毒物検       a中毒の種類（劇毒物・麻集束・．睡眠薬‘精神  

出法  安定剤ウルカロイド・．大麻・麻薬・党せい剤  
■農薬）  

f．非砥部放射綿の生体へ    a．紫外線・  

の影響   b・赤外線  

臥確離放射綿の生体への  a庵舶放射線の種類  

b披曝線毘と生休臓傷（体外被曝、体内触  

曝）  

c放射性核種の標的臓器・組織  

白．生活環境と健康  a．地球環境と生態系  a地球環鹿の成り立ち  

b年態系  

c人の鹿康と環境の関係  

d地球規模の環境問由（オゾン層破乳酸性  

雨、地球温暖化、海洋汚染め成因、ネへの  
影堺）  

e食物連銀、生物濃縮．  

f化学物質の環境内働態と健康影蘭  

g環境中の放射性核種（天然、人エ）と健康  

b．水環境  a原水の柾類  

b．水の浄化法  

c塩素処理  

d・水準水の水質基準、測軍法  

e下水処理、排水処理  

f水質汚濁の主な指棟  

gDO、BOD、COD  

h富栄華化  

c．大気環境  声空気の成分  

b主な大気汚染物質り任移、尭生瀬、埠康影・  

撃）  

c主な大気汚染物質の測定法  

d■大気汚染に影瑞する気象要因（運転層な  

ど）  

d．室内環境  a室内環境を評価するための代表的指標  

b室内環境と艇康  

p室内環境の保全 

dシックバウス症候群   
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大項目．  中項目   項目   小項目の内容の例示   

（2．環境）   （B．生活環境と墟康）   e，鹿妻物  a廃棄物の種類  

b廃棄物処理の問題点と対策  

c医療廃棄物  

qマニフェスト制度  

ePRTR法  

t．環境保全と法的規制       a典型七公害、四大公害  

b環境基本法  

c大気汚染を防止するため甲法規制  

d▲水質汚濁を防止するための法規制   
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．Ⅳ 薬事関係法規及び薬事関係制度 ‡  

「薬事関係法規及び薬事関係制度」・は、薬剤●師としての業務●を遂行するに際   
して必要な法的知識及びこれらに関連する各種め制贋なうびに琴療の遭い手と   

しての任務を施行するために保持すべき倫理規範的知識について問うもの．であ  
・る’。すなわち、大項目－「法・倫理・責任」の項では∴倫理・規範■責任に関す   
る知識及び法令の構成知識を、「制度」の項では、基本的制度とその関連知識   

を、革・らに、「法律」の項では、必要な関係法令の知級を示した。   

［出・題に際しての留意事項］  

・（1）出超の方針   
ゐ「薬事関係法親及び薬事蘭係制度」甲出題に▲あたっては、いたずら・に末梢  

的規制（値）や字句または薬品名の暗記．力を問う間・題鱒避ける・こと。持た  

「接・倫理・責任j または「制度」の項に関する出題にあたっては、これら  
の基本的知識及び理解力を醸う問題とする．。－  

② 法令、一例度の新設や改正内容に関する設問は、当該瀬令等の改正内容が周  

知される■までの間（原則と■して施行日より：試廠当日まで少なくとも土年．を経  
過↓ていない期間）は出題しない・ 

③ 法律の区分に該当する出題については、法律上の争条文の規制内容の理解  

を問う出題のほか、特定な行為についてめ適正な措置または法敵規制を問う  
事例問題も出題す昌こととす■る。  

1■   

（2）他分．野との調整  

「薬事瀾係法規及び薬事関係制度」・の知識は、その多くが医薬品の開発及  
び医療現場におけ．る薬剤師策務等の基盤となる知識であり、他分野から‥の出  

題も考えられる こと．から、出題にあたっては、他分野からの出嘩と重複する  

ことのないよう配慮する必要がある。  
なお、「襲事関係法塀及び薬事関●係制度」・に関連する法律に関し、食品衛  

生法、・イヒ学物質の．審査及び製造等の碍制に関する法律、有害物質を含有する  
家庭用品の規制に関する法律及び学校保健法については、これらの法律の主  

たる分野である「衛生薬学」において出題することとする。  
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Ⅳ 薬事関係法規及び薬事関係制度：  
大項目   中項目、   小項目   小項目の内容の例示  

1．法・倫卦責任  A．法規  a．憲法と稟事関係法規と・  

の関連   』生存権  

b．法令の構成  a法律・政令・省令・告示・通達  

b条約  

c条例  

B．倫理  a．倫理と法律の還しヽ  

b．薬剤師の倫理  a医療の担い手としての倫理  

c．生痙教育一   a生涯教育（薬剤師研修制度） ■  

d．インフォームドコンセン  主医療におけるインフォームドコンセント  

ト   bヘルシンキ宣言  

C．去任  a．倫理的去任   a社会的賀イ王・道徳的茸任・道詭的責任・  

b．法的茸任  a民事約責任（殿務不履行、不法行為）  

b刑事的責任（業務上過失致死傷等、守秘  

義務）  

c行政的近イ王（薬事関係法規、医療保険関  

係法規など）・  

c．製造物蓑任法  早法の目的  

b定誼（製造物、欠陥、・製造業者など）  

d製造物封壬  

d免輩事由  

e期間の制限  

d．個人情報の保護に■閲す            a法の目的  

る法律   b 個人情報取扱事業者の菰務  

2．制度  A．医療制度  a．琴療提供体制   a医療提肘本制の概要．  

b．医療保障（保険）制度の  a披用者（轍蟻〉保疲制度のしくみ  

しくみ  b地域保険制度のしくみ  

c老人保健制度のしくみ  

d介護保険制度のしくみ  

e公竣負担医療制度のLく卑  

c．医療行政体系  a国・地方公共団体の衛生・医療保険行政組  

抑  

b諮問抱関（乗串間係■布言誼会（中央・地方）、  

社会保障審議会、社会喋険医療協言箆会（中  

央・地方））  

．c保健所、衛生研究所  

d社会保険事務軒福祉事務所   
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大項自   中項目   小項目  l  小項目の内容の例示  

（A．医療制度）  d．医禁分業制度 a医菓分業の意義と現況 
（2．制度）  

b葉局わ使命  

c保険調剤の▼しくみ  

d基華凛局制度  

e諌局の業務運営ガイドラインの内容  

f薬剤師の在宅医療の．支援  

B．．医療と経済  a、臣癖蟄  a国民医療丑  

b老人医療斐  

c国民区政変の桃成  

b．葉深緑済  

（1）薬剤兜  a・薬局調剤医療改＿  

b染剤姓  

（2）生産   a医薙品生産金銀  

（3）流通  a流通のし〈み  

b不公正取引の禁止（独占禁止法第19条）  
G公立競争規約（景品表示法第1D条）  

l  

C．医薬品開発  乱総論  a医産品開発の歴史 】  

b′医菜品開発の流れ  

b二研究・開発  a．プロセスと期間・社用  

b国の支援政策  

G希少疾病用医産品・医癌払器の取扱い  

d薬理学的試験（効力を姦古ける試臥一般  

薬理試験）  

8■医薬品の安全性に関する非臨床試験の実・  

施の畢準くGLP）  

f染物動態試験  

c．治放の取扱い  a定壷  

七届出制度の内容  

c医薙品の臨床試験の実施の甚準（GCP）  

D．血液供給体制  乱安全な血液製剤の安定                   ．a法の目的  

供紙の砧保専に関する  b基本理念  

法律  c基本方針  

d血液製剤の杜頬  

e採血肴の党務  

f採血の制限  

g需給計画  

3．薬事関係法規  A∴薬剤 a．乗剤師甲資格と任務  

b薬剤師の免許・届出  

c名称の使用制限  

b．薬剤師の業務  a調剤に関する禁止事項  

b調剤した集剤の取扱い  

G調剤菓矧こ伴う管痙規定  

d情報の提供   
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中項目   小項目   小項目の内呑の例示   

B．薬事法   白．規制対象物の定義と分  a●目的  

類  b医薬品・医薬部外品■化粧品・医療桟器の  

衰義  

c優薬品の分頸  

b．薬局  a開設の許可  

b構造設備の規制  

c薬剤師の員数  

d薬局開設者の業務に伴う規制  

e管理者の業務七伴ラ規制  

f販売の方法  

c．医薬品販売業  a医薬品販売業の種類．・  

b許可  

与構造設備の規制・  

d薬剤師の員数  

e販完業者の業務に伴う規制  

f管理者の業務に伴う規制  

g販売中方法  

d．直射地帯甲矩売・牒黛                  a高度管理医療機器等の取扱い  

業及び修理業  b管理医療機器の取扱い  

c構造設備の規制  

8．・品質Ⅲ保一製造管理シス    a製造販売葦  

テヰ・  b製造業  
C総括課造版完売佳肴の業務  

云医薬品製造管理者等の業務  

e「珪局事柄造設備洩則」イ医柴品の製造及  

び品‡雷管理基判（GMP）  

f外国製造医薬品の特例  

g薬局における製造販売の特例  

h認定認証機関  

i日本諜局方（総則関係を含む）  

」品質基準  

■k検定  

f．承認審査システム  a承認申請に必要な添付染料  

も添付刑斗の作成基準  

C承認審査（大臣権限・知事権限）のしくみ  

d原菓等登録原簿  

g．市販後調査制度（PM                 a再審査制度  

S）  b再評価制度  

C副作用情報収集評価提供シろテム  

d医薬品の市販後の調査d）準準（GPMSP） 

e医薬情報■担当者（MR）の役割  

f医薬関係者の情報提供義務の規定  

h∴流通の適正化  a毒鳩慄、処方せん医薬品等の取扱い  

り容軋添付文書等への墓示事項  

c製造牒完専の禁止規定  

d広告   
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大項目   中項目   小項目   小項目の内容の例示   

巴  3．薬事関係法真見）   （β．薬事法）  i．生物由来製品の特例  

b草物由来製品の品質確保  

c生物由来製品の流通め準正化  

d感染症定期報告‘   

j．監倍  a立入検査 t  

b緊急命令 

。検査命令 

d改善命令  

e変更命令  

f業務停止  

gg．承認・許可の取消し  

k．動物用◆医薬品の取扱い   

C．．■医乗品医療楼器総合棚  a救済制度の目的及び発足の経緯  
・榊法  b副作用の定義  

c医薬品高咋用地書放済集務  

d生物由来呈斐品感染撤廃業務  

b．その他の業務  a医薬品・医療機器技術研究振興業務  

b希少疾病用医棄品・医療機器の振興業務  

c医菓品等の承認審査関連業務  

d医薬品専の品質・有効性・安全性関連業務  

D．船渠等‘の取締法  a．麻薬及び向揮榊薬取締                 a一法の目的■  
b規制対象物賢（麻稟、．向精神粟、特定麻薬  

向精神桑原料）  

c取扱者・取扱施設の定議  

d免許及び泣格要件  

e家庭麻薬  

fジアセテルモルヒネの取扱し＼  

g輔出潮入 
h製造i…蛸臣小分け  

舶 
k表示朝 I I 

暮保管・管理  

h廃棄  

n事故の措置  

0記録  

p広告  

b．あへん法  a法の目的  

b定鶉  

c国の独占権  

d装ヰ  

eけしの栽培・管理・  

c．大麻取締法  a定義  

●b禁止  

G大麻取扱者   
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大項目．   中項目■．   小痩目   小項目の内容の例示   

ロ  3．稟享関係法規） （  d．覚せい剤取締法  a法の目由・  

b規制対象物質（覚せい剤、覚せい剤原料）．・  

c取扱者・取扱施設  

d瀧定及び資蕗要件  

e輸出・輸入  

f幾造・製剤・・小分け  

g汲掛・譲受・所持  

h使用・施用  

上表示・封  

」保管・管理  

k廃棄  

l事故の措置  

m記録  

■n広告  

已毒物及び劇物取触法  

b規制対象物質（毒物・劇物・特定鶉物・政令  

で指定する専有物）  

c毒物疲哨勿取扱先任者・取扱施設の定額  

d特定毒物研究者  
e営業所の登録  

f．輸出・輸入  
g・製造・製剤り小分け－  

h富来渡・譲受・所持  

i使用・施用  

j典奮・幻覚二麻酔作用物の規制  

k引火性・発火性・煤轟性物質わ規制  

I表示  

m保管・管理  

n鹿準  

0運搬  

p業務上性病者の規制  

q＿事故の捨置  

r市政措置・命令  

4．医二歩関係法規   A．医療法  乱医療施設  a医療提供施設の種類と規制の内容  

b施設・榊造設備の規制  

c薬剤師¢員数  

d管理者め監督頚務  

b．医療提供体制  a医療提供の理念  

豆包括医療（保傲・医療・福祉の速けい）  

℃地域医療計画と医療団  

d地域医療と薬局・薬剤師  

B．医師法・歯科医師法  a医師等の任務  

b非医師の医業の禁止  

b．処方せんの交付垂務  

b如妨せんの貢用事項  

C●交付薬剤甲容器の表示  
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大項目   中項目   小項目   小項自の内容の例示．   

（4．医事関係埠規）  C．保健師助産師署謹師法  a霜害離市の定義（法第5条）  

b非石碑姉の業務禁止（法第31号）  

5．医療保険関係法規  A．．健康保険法  a．保鱒医療の実施  a保険医癖機関・保険薬局  

b保険医・保険柴剤師‘  

G一大臣（又は知和の指導  

b．保険給付のしくみ  a医嘩給付の内容  

b染剤縄付のしくみ・  

仁医療給付の方法  

d一部負担金と高紐癌頚蟄制度  

e診療報酬・調剤報酬点数表  

f医療鍵の節米瑠卦支払し■、の〔くみ  

c．診療手相弔・調剤報酬  a制度の意味  

b点数表の桝成  

c調剤閥族技術料の内容と罪定方法  

d．薬価基準制度  a柴佃基準制度のしくみ  

b莱価基準価柏の罪定  

G耗価調査  

B．国民他康保険法、  a．国民健康保険  a制度の内容  

b給付の内容  
c社用の清求ノ  

C．●老人探槌法  a．老人医癌等  a恵人医療  

b老人医療以外の医療  

c給付の対象内容  

d壬生用の負担  

q壬生用の請求  

D．介謹保険法   a．介誰保険  日朝度の内容  

b給付め内・容  

c誤用の言結束   

ー40T  

j l   



三
」
l
 
～
 
 

・
3
 
 
 

■
0
 
 
 

0
㌧
 
 

．
．
．
3
．
 
 
 

1
 
 
 

4
 
 

．
 

〇
 
 

第
 
 

薬
志
 

苧
 
 

号
ト
 
 

、
l
 
 
 

、
2
－
 
 

簸
 
 

3
 
 

1
 
 
 

月
 
 

4
 
 

年
 
 

各都道府県衛生主管部（局）長 殿，  

唇建前閲  
医業喜  

厚生労働省厚薬食品局総務諌  

、  

蘇鴇詣  

薬剤師の行政処分に関する考え方にっいて  

一平成21年3月24日に開催■された医道零議会薬剤師分科会において、薬剤師の行・                                                                       t     l 分に 

嘆処関する考え方が提示され、今後、別添の考え方を基如して、．廊りの事泰に ちいての対応を審議するこ 
・ととされたところです。  

こ・のため、薬剤師法（由如5年法律第14首号）・第・8条第2墳に基づく行政処分 象とり 
碩な待る事案にづいて牲・これまで「薬剤師に対する不利益処分に係る意見 碩取等施に 

鴫ついて」（平成20年・3一月31日薬食発第0331d・d3号）隼よ．り、対・ 応をお願いしてきたと 

こ・ろですがく・・今後は、上記の考え方を嘩辛え、その事秦の把握 に努 
吟、●厚生労鱒省嘩告するよう、引き続き御鮎をお願い咋しまナ∴  

J  

ヽ
 
 
 



薬剤師の行政処分に関する考え方  

1．基本的考え方  

薬剤師の行政処分については、公正、公平に行われなければならないことから、  

処分対象となるに至った行為の事実、・経臥過ちの軽重等を正確に判断する必要が  
ある0そのため、処分内容の決定にあたっては、司法における刑事処分の量刑や刑  
の執行が猶事されたか否かといった芋■j決内容を参考にすることを基本とし、その上  
で、薬剤師に求められる倫郵こ反する行為と判断される場合は、これを考慮して厳  

しく判断することとする。■  

薬剤師に求められる職賃倫理に反する行為については、・基本的には、以下のよう  
に・考えられる■。．   

（‘1）薬剤師が、・業務盲行うに当たって当然に負うべき義務を果たしていないこと   
に起因する行為に？いては、国民の薬剤師に対する信用を失墜させるものであ   

り■」厳正な対処が求められる。その義務には、処方せん応需義務．、処方せんに   

基づく適正な調剤、 

服用歴への真実の記載な 

．業におけろ医薬品の品質管理業務や市販後の安全管理業務、医薬品製造業にお   

ける製造管理業務、医薬品販売業等亡おける管理業務など、薬剤師の職業倫理   

として遵守することが当然に求められている義務を含むものである。  

（2）薬剤師が、ての業務を行う機会を利用したり、薬剤師としての身分を利用し   
て行った行為についても、同様の考え方から処分の対象と■なる。・．   

（3）また、薬剤師は、公衆衛生由向上及び増進に寄与し、もって国民の健康な生   

活を確保する資格であり、国民の生命一健康を預かる立場にあることから、業   

務以外の場面においても、他人の生命・健康を軽んずる行為一をした場合には．、   

厳正な処分の対象となる。   

（4）さらに、薬剤師は、実際の業務を通じて、自己の利潤を不正かつ不当に追求   
する行為をなした場合にづいては、・厳正な処分の対象となる皐のである。  

また、薬剤師によって不当な経済的利益を求めて不正行為が行われたときに   
は、業務との直接の関係を有しない場合であっても、当然に処分の対象となる   

ものである。  
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2．事案別考え方   

（1）薬剤師法違反   

（無資格調剤、処方せん応需義．務違反など）  

薬剤師が行う、調．剤、医薬品の供給その他薬事衛生をつかさどる行為については、  
医療をはじめとして公衆衛生の向上鱒び増進など’、国民の健康な生活の確保に直結  
する一極やて重要なものであることから1薬剤師法において、薬剤師の資格・業務を  
定め，慮則、薬剤師以外の者が調剤や医薬品の供給などを行うことを禁止し、その  
罰則規定は、国民の健康な生活に及ぼす危険性の大きさを考慮して量刑が規定され  
てい－るところである。  

・行政鱒分の程度は、基本的たは司法処分の量刑などを参考に決定するものである  
が、，－国民の健康な生活を確保する任務を負う空き薬剤師自らが薬剤師法に違反する  

行為は、その責務を怠った犯罪であることから、重い処分とする。  

（2）医師法、歯科医師法、保健師助産師看護師法等その他の身分法違反  

（無資格医業こ 無資格者の関係業務の共犯等）   

・医師や歯科医師が行う医業は、国民の健康に直結する極めて重要なものであるこ  
とから、医師法、歯科医師法において、 

． 

健に及ぼす危候性の大きさを考慮して量刑か規定されてい 

． 

助者として医療に従事する者の資格・業務について規定した法律である。   

行政処分の程度は、基本的には司法処分の量刑などを参考に決零するもの・セある  

が、薬剤師が医師法又は歯科医師法をはじめ他の身分法に違反する行為は、医療の  

担い手の一員として自らの任務を怠るも切であるとともに、他の身分法を遵守せず  

に行った犯罪として、、重い処分とする。  

（3）薬事法違反．   

（医薬品の無許可販売又はその共如、医薬品の製造販売及び製造に関す・る管理  
不行届等）  

薬事法は、医薬品等の品質、有効性及び安全性の確保に必要な措置等を講じるこ  
とにより、保健腐生の向上を図ることを‘目的としている。   

行政処分の程度は、基本的には司法処分の量刑などを参考に決定するが、国民の  

健康な生活を確保する任務を負うべき薬剤師が薬事法に違反することは．、基本的倫  
理を遵守せず、国民の健康を危険にさらす行●為であることから、重い処分とする。  
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（4）麻薬及び向精神薬取締法違反、覚せし摘j取締法違反、大麻取締法違反   

（麻薬、伺精神薬、覚せい剤及び大麻の不法譲渡、不法譲受、不法所持、自己  

・施用等‘）  

麻薬、覚せい剤等に関する犯罪に対する司法処分は、一般的には懲役刑となる場  
合が多く、その量刑は．、不法譲渡した場合や不法所持した麻薬等め量、施用期間の  
長さ等を勘案して決定され、累犯者仁っいては、更に重い処分となっている。   

行政処分の程度は、基本的には司法処分の量刑などを参考に決定するが、国民の  
健康な生活費確保する任務を負うべき薬剤師が、麻薬等の薬効の知識を有し、その  

害の大きさそ十分認．識しているにも関わら・ず、自ら違反したとし＼うことに対しては、  
重い処分．とする。  

（5）殺人及び傷害．  

（殺人、殺人未遂、傷害■（致死）、暴行等）  

本来、国民の健康な生活・を確保する，任務を負うべき薬剤師が・、殺人や傷害の罪を  
犯した場合には厳正な処分をすべきと考えるが、個々の事案では、その様態や原因  

が様々であることから、それらを考慮する必要がある。   
行政処分の程度は、基本的には司法処分の量刑などを参考に決定するが、殺人、  

傷害致死といった悪質な事案は当然に重い処分とし、その他の暴行、傷害等は、薬  

剤師としての立場や知識を利用した事案かどうか、事犯に及んだ情状などを考慮し  
て判断する。  

（6）業務上過失致死（致傷）   

ア 交通事犯（業務上過失致死、業務上過失傷軍、道路交通法違反等）‘   

自動車等にょる棄務上過失致死（傷害）等については、薬剤師に由らず不慮に犯  
し得る行為であり、また、薬剤師としての業務と直接の関連性はなく、その品位を  

損する．程度も低いことから、基本的には戒告等ゐ取り扱いとする。   
ただし、救護義務を怠ったひき逃げ等の悪質な事案につ●いては、基本的には司法  

処分の量刑などを参考に決定するが、‘由民の健康な生活者確保する任務を負うべ．き  
薬剤師としての倫理が欠けていると判断される場合には、重めの処分とする。   

イ 医療過誤■調剤過誤（業務上過失致死、業務上過失傷害等）  

国民の健康な生活を確保する任務を負うべき薬剤師は、その業務の性質に照し、  
危険防止の為に薬剤師として要求される最善の注意義務を尽くすべきものであり、  

その義務を怠った睦昼医療嘩畠又は調剤過誤となる。   
司法処分においては、当然、薬剤師としての過失▲の度合い及び結果の大小を中心  

として処分が判断されることとなる。  

＿3 －   
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．行政処分の程度は二基本的には司法処分の量刑などを参考に決定するが、明らか  

な・過失による医療過誤や調剤嘩誤、さらには繰り返し行われた過失など、薬剤師と  

して通常求められる注意義務が欠けているという事案については、重めの処分とす  
る。   

なお、薬剤師が従事する施敵機関、組織等の管理■業務の体制、他の医療従事  
者における注意義務の程度、生涯学習に・努めていたかなどの事項も考慮して、処分  

の程度を判断する。  

（7）猥せつ行為 

（強制猥せつ、売春防止法違反、児童福祉法違反、青少年育成条例違反等）   

申民の健康な生活を確保する任務を負うべき薬剤師は、倫理上も相応なものが求  

められるものであり、猥せつ行為は、・薬剤師としての社会的信用を失墜させる行為  

であり、また、人権を軽んじ他人の身体を軽視した行為である。  

行政処分の程度は、基本的には融去処分の量刑などを参考に決定するが、特に、  
自らの業務の機会に薬剤師としての立場を利用した猥せつ行・為などは、国民の信頼  

を裏切る悪質な行為であり、重い処分とする。  

（8）贈収賄  

（収賄罪、贈賄罪等） 

贈収賄は、薬剤師とし七の業務に直接関わる事犯ではないが、薬剤師としての品  
位を損ないi信頼感を喪央せしめることから、行政処分に付することとし、行政処  
分の程度は、基本的には、司法処分の量刑などを参考に決定する。   

なお、’特に薬剤師としての地由や立場を利用した事犯など悪質と澄められる事案  
は、壷めの処分とする。  

（9）詐欺・・窃盗  

（詐欺罪、詐欺封助、同行使等）  

詐欺・一窃盗は、薬剤師としての業務に直接関わる事犯ではないカ亨、一葉剤師として  

の品位を損ない．、信頼感を喪失せしめることから・、行政処分に付することとし、行  
政処分の毎度は、基本的には、司法処分の量刑などを参考に決零する。   

なお、特に、薬剤師としてゐ立場を利用して、虚偽の薬剤を販売十授与するなど  
の方法により詐欺罪に問われるような行為は、業務に関連した犯罪で卒り、薬剤師  

の社会的信用を失墜させる悪質な行為であるため、重い処分とする。  

（10）文書偽造’  

（処方せん■の偽造（私文書偽造）、虚偽有印公文書偽造、製造販売に係る業  
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務管理文書偽造等）－ 一  

文書偽造は、薬剤師としての農務に直接関わる事犯セはないが、＿薬剤師としての  
品位を損ない、信頼感を喪失せしめることから、行政処分に付することとし、行政  

処分の程度は、基本的には、司法処分の量刑なセを参考に決恵する－。   
なお＿、特に、処方せんの偽造により医薬品を．横流しした場合など、薬剤師として  

の立．場を利用した事犯等悪質と認められる事案は、重めの処分とする■。  

（1．1）税法違反  

（所得税法違反、法人税法違反、相続税法違反等）  

脱税は、薬剤師としての棄務に直接関 

を損なし 

の程度は、基本的には、司法処分の量刑などを参考に決定する。   

なお、脱税■は、一般的な倫理はもとより、‘医療の担い手である薬剤師としての職  

業倫理を欠くものと認められる。このため、処方せん、調剤に基づく調剤報酬等によ  

る収入に係る脱税などの事案については、重めの処分とする。   

フ  

（1 

（調剤報酬不正請求、．保険薬剤廟の取消し等） 

診療報酬制度は、医療の提供の対価として受ける報酬であり、我が国の医療保険  

制度において重要な位置を占めており、これを適正に請求し受領することは、 

師に求められる職業倫理においても遵守しなければならない基本的なものである。   
調剤報酬の不正請求は、非営利原則に基づいて提供されるべき医療について、薬  

剤師が医療の担い手としての地位を利用し、社会保険制度を欺いて私腹を肥やす行  

為であることから、調剤報酬の不正請求により保険薬剤師の登録の取消処分を受け  

た薬剤師については、当該健康保険法等に基づく．行政処分とは別に薬剤師法による  

行政処分を・行うこととする。   

行政処分の程度は、基本的には不正請求額などに応じて決定するが、当該不正は  

薬剤師に求められる職業倫理の基本を軽視し、国民甲信桓を裏切、り、国民の財産を  

不当に取得しようというものであるため、重い処分とする。  
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